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はじめに

『Oracle Solaris 11.1カーネルのチューンアップ・リファレンスマニュアル』で
は、Oracle Solaris OSのカーネルおよびネットワークのチューニング可能パラメータ
に関する参照情報を提供します。このマニュアルは、デスクトップシステムや Java
環境に関するチューニング可能パラメータの情報は提供しません。

このマニュアルには、SPARCシステムを対象とする情報と x86システムを対象とす
る情報が含まれています。

注 –このOracle Solarisのリリースでは、SPARCおよび x86系列のプロセッサアーキテ
クチャーをサポートしています。サポートされるシステムは、http://

www.oracle.com/webfolder/technetwork/hcl/index.htmlの『Oracle Solaris Hardware
Compatibility List』に記載されています。このドキュメントでは、プラットフォーム
により実装が異なる場合は、それを特記します。

対象読者
このドキュメントは、状況によってはカーネルのチューニング可能パラメータを変
更する必要がある、熟練したOracle Solarisシステム管理者を対象としていま
す。Oracle Solarisチューニング可能パラメータの変更に関するガイドラインについて
は、19ページの「Oracle Solarisシステムのチューニング」を参照してください。

内容の紹介
このドキュメントは、次の各章と付録から構成されています。

章 説明

第 1章「Oracle Solarisシステムの
チューニングの概要」

Oracle Solarisシステムのチューニングの概要。このドキュメ
ントで使用するカーネルのチューニング可能パラメータの書
式の説明も含む

第 2章「Oracle Solarisカーネル
チューニング可能パラメータ」

Oracle Solarisカーネルのチューニング可能パラメータの説明
(カーネルメモリー、ファイルシステム、プロセスサイ
ズ、ページングのパラメータなど)
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章 説明

第 3章「Oracle Solaris ZFSチューニ
ング可能パラメータ」

Oracle Solaris ZFSのチューニング可能パラメータについての
説明。この章には、データベース製品のための ZFSチューニ
ング情報も含まれています。

第 4章「NFSチューニング可能パ
ラメータ」

NFSチューニング可能パラメータの説明 (シンボリックリン
クのキャッシュや、動的再転送、RPCセキュリティーのパラ
メータなど)

第 5章「インターネットプロトコ
ル群のチューニング可能パラ
メータ」

TCP/IPのチューニング可能パラメータの説明 (IP転送や
ソースルーティング、バッファーサイジングのパラメータな
ど)

第 6章「システム機能のパラ
メータ」

特定のシステム機能のデフォルト値の設定パラメータの説
明。変更するには、/etc/defaultディレクトリ内のファイル
を編集する

付録A「チューニング可能パラ
メータの変更履歴」

変更または廃止されたパラメータの履歴

付録 B「このマニュアルの改訂履
歴」

このマニュアルの改訂履歴 (Oracle Solaris最新リリースを含
む)

Oracle Solarisのチューニングに関するほかの情報源
この表に、Oracle Solarisのチューニングに関するほかの情報源を示します。

チューニングに関する情報源 参照先

詳細な技術ホワイトペーパー http://www.oracle.com/

technetwork/server-storage/solaris/overview/

index.html

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。

はじめに
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表記上の規則
次の表では、このドキュメントで使用される表記上の規則について説明します。

表P–1 表記上の規則

字体 説明 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 プレースホルダ:実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、 rm

filenameと入力します。

AaBbCc123 書名、新しい単語、および強調する単語を
示します。

『ユーザーズガイド』の第 6章
を参照してください。

キャッシュは、ローカルに格納
されるコピーです。

ファイルを保存しないでくださ
い。

注:いくつかの強調された項目
は、オンラインでは太字で表示
されます。

コマンド例のシェルプロンプト
次の表に、Oracle Solaris OSに含まれるシェルのUNIXシステムプロンプトおよび
スーパーユーザーのプロンプトを示します。コマンド例のシェルプロンプトは、そ
のコマンドを標準ユーザーで実行すべきか特権ユーザーで実行すべきかを示しま
す。

表P–2 シェルプロンプト

シェル プロンプト

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェル

$

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェルのスーパーユーザー

#

はじめに
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表 P–2 シェルプロンプト (続き)
シェル プロンプト

Cシェル machine_name%

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

はじめに
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Oracle Solarisシステムのチューニングの
概要

このセクションでは、このマニュアルで使用するチューニング情報の記載形式の概
要を示します。また、このセクションではOracle Solarisシステムの別のチューニン
グ方法についても説明します。

■ 17ページの「Oracle Solarisシステムチューニングの新機能」
■ 19ページの「Oracle Solarisシステムのチューニング」
■ 20ページの「チューニング可能パラメータの説明形式」
■ 22ページの「Oracle Solarisカーネルのチューニング」
■ 24ページの「Oracle Solarisの特殊な tuneおよび var構造体」
■ 25ページの「Oracle Solarisシステム構成情報の表示」
■ 25ページの「kstatユーティリティー」

Oracle Solarisシステムチューニングの新機能
このセクションでは、Oracle Solaris 11.1リリースで追加または変更されたパラメータ
について説明します。

■ Oracle Solaris 11.1: Oracle Solaris ZFSチューニング可能パラメータ情報
は、第 3章「Oracle Solaris ZFSチューニング可能パラメータ」にあります。

■ Oracle Solaris 11.1: maxusers、max_nprocs、ngroups_max、pidmax、および segkpsize

パラメータが改訂されました。詳細は、第 2章「Oracle Solarisカーネルチューニ
ング可能パラメータ」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11.1: dnlc_dircache_percentパラメータは新規パラメータです。詳細
は、75ページの「dnlc_dircache_percent」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11:以前 /etc/systemファイルで設定していた rstchownパラメータは
廃止されています。このパラメータを /etc/systemファイルで設定すると、次の
エラーメッセージが表示されます。

sorry, variable ’rstchown’ is not defined in the ’kernel’

1第 1 章
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このパラメータは ZFS rstchownファイルシステムプロパティーおよび一般ファイ
ルシステムのマウントオプションに置き換えられました。詳細は、『Oracle
Solaris 11.1の管理: ZFSファイルシステム』および mount(1M)を参照してくださ
い。

■ Oracle Solaris 11:以前に /etc/defaultディレクトリのファイルを編集することに
よって構成していた次のシステム構成パラメータが、SMFサービスに変更されま
した。

■ autofs

■ init

■ kbd

■ nfs

SMFサービスプロパティーの変更については、第 6章「システム機能のパラ
メータ」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11:ネットワークプロパティーの設定用に、ipadmコマンドが、nddコ
マンドに置き換わりました。TCP、IP、UDPおよび SCTPプロパティーは次のよ
うに設定します。

ipadm set-prop -p parameter ip|ipv4|ipv6|tcp|udp|sctp

さらに、ほとんどのネットワークのチューニング可能パラメータの名前
が、ipadm形式に密接に関連するように、若干変更されました。

詳細は、149ページの「IPパラメータのチューニングの概要」を参照してくださ
い。

■ Oracle Solaris 11:このリリースには disp_rechoose_intervalパラメータが含まれま
す。詳細は、84ページの「disp_rechoose_interval」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11:このリリースには ngroups_maxパラメータに関する記述が含まれ
ます。詳細は、42ページの「ngroups_max」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11:このリリースには、zfs_arc_minおよび zfs_arc_maxパラメータに
関する記述が含まれます。詳細は、94ページの「zfs_arc_min」および 95ページ
の「zfs_arc_max」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11:このリリースには、いくつかの igbおよび ixgbeネットワークド
ライバパラメータが含まれます。詳細は、65ページの「igbパラメータ」および
66ページの「ixgbeパラメータ」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11:このリリースには ddi_msix_alloc_limitパラメータが含まれま
す。このパラメータは、デバイスインスタンスが割り当てることのできるMSI-X
割り込みの数を増やすために使用できます。詳細は、64ページ
の「ddi_msix_alloc_limit」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11:このリリースには kmem_stackinfoパラメータが含まれます。この
パラメータを有効にして、カーネルスレッドスタックの使用状況を監視できま
す。詳細は、61ページの「kmem_stackinfo」を参照してください。

Oracle Solarisシステムチューニングの新機能
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■ Oracle Solaris 11:このリリースでは、メモリー近傍性グループのパラメータが提供
されます。これらのパラメータについての詳細は、90ページの「近傍性グ
ループのパラメータ」を参照してください。

Oracle Solarisシステムのチューニング
Oracle Solaris OSは、SPARCおよび x86プロセッサで動作する、マルチスレッドでス
ケーラブルなUNIXオペレーティングシステムです。Solarisは、システムの負荷に自
動的に対応するため、最小限のチューニングしか必要ありません。それでも、場合
によってはチューニングが必要になることもあります。このドキュメントで
は、Oracle Solaris OSで利用可能な、公式にサポートされているカーネルのチューニ
ングオプションについて詳しく説明します。

Solarisカーネルは、常にロードされているコア部分と、参照が発生するとロードさ
れるロード可能モジュールから構成されています。このガイドのカーネルに関する
部分で参照されている変数の多くは、コア部分にあります。しかし、ロード可能モ
ジュールの変数もいくつかあります。

システムのチューニングをする際に考慮しなければならないのは、さまざまなシス
テムパラメータ (またはシステム変数)を設定する行為は、処理効率を高めるという
目的にとって、多くの場合、一番効率の良くない行為だということです。もっとも
効果的なチューニング方法は、通常、アプリケーションの動作を変更することで
す。また、物理メモリーを増やしたり、ディスクの入出力パターンのバランスをと
ることも効果があります。このガイドに記載された変数の値を 1つ変更しただけ
で、システムパフォーマンスに意味のある影響が現れることは、ごく限られた場合
にしか起きません。

あるシステムの /etc/system設定値が全体として、または部分的に、別のシステムの
環境に当てはまらないこともあるということを忘れないでください。した
がって、使用する環境に応じて、このファイルに設定する値を慎重に検討する必要
があります。このドキュメントで述べるシステム変数を変更する場合は、システム
の動作を前もって理解していなければなりません。

Oracle Solarisの新しいリリースに移行する場合は、空の /etc/systemファイルで開始
することをお勧めします。最初のステップとしては、自社製またはサード
パーティー製のアプリケーションで必要とされるチューニング可能パラメータだけ
を追加してください。基準検査の確立後に、システムパフォーマンスを評価し
て、チューニング可能パラメータの追加設定が必要かどうかを決定します。

Oracle Solarisシステムのチューニング
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注意 –このドキュメントで説明するチューニング可能パラメータは、Oracle Solarisの
リリースごとに変更される可能性があります。これらのチューニング可能パラ
メータを公開することによって、予告なくチューニング可能パラメータやその説明
が変更されることがなくなるわけではありません。

チューニング可能パラメータの説明形式
各チューニング可能パラメータの説明形式は、次のとおりです。

■ パラメータ名
■ 説明
■ データ型
■ デフォルト
■ 範囲
■ 単位
■ 動的か
■ 検証
■ 暗黙的制約
■ どのような場合に変更するか
■ ゾーン構成
■ コミットレベル
■ 変更履歴

パラメータ名 /etc/systemファイルに入力するか、または
/etc/default/facilityファイルに指定されていると
おりの名前。

ほとんどのパラメータ名は、コロン (: )を伴わない
parameterの形式をとります。このような名前
は、カーネルのコア部分内の変数を表していま
す。名前にコロンが含まれている場合、コロンの左
側の文字列はロード可能モジュールの名前を表
し、コロンの右側の文字列はモジュール内の変数名
を表します。コロンの右側の文字列はモジュール内
のパラメータ名を示します。例:

module_name:variable

説明 パラメータが何を行うのか、何を制御するのかとい
う簡単な説明。

データ型 符号付きまたは符号なし short整数または long整数
を指定。long整数のビット幅は整数の 2倍です。例
:符号なし整数 = 32ビット、符号なし long整数 = 64
ビット

チューニング可能パラメータの説明形式
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単位 (オプション)単位の種類を表します。

デフォルト システムがデフォルト値として使用する値です。

範囲 システムの検証で取り得る範囲や、データ型の上下
限を表す範囲です。
■ MAXINT –符号付き整数の最大値 (2,147,483,647)
を表します。

■ MAXUINT –符号なし整数の最大値
(4,294,967,295)を表します。

動的か 動作中のシステムで mdb、または kmdbデバッガを使
用してパラメータを変更できる場合は「はい」で
す。パラメータがブート時の初期化だけの場合
は「いいえ」です。

検証 システムが、/etc/systemファイルに指定されたと
おりの値とデフォルトの値のいずれを変数の値に適
用するか調べます。また、検証がいつ適用されるか
も示します。

暗黙的制約 (オプション)パラメータに対する暗黙的な制約事項
(特に他のパラメータとの関係において)を表しま
す。

どのような場合に変更するか この値を変更したくなる理由について説明しま
す。エラーメッセージまたは戻りコードが含まれま
す。

ゾーン構成 パラメータを排他的 IPゾーン内で設定できる
か、または大域ゾーン内で設定する必要があるかを
識別します。共有 IPゾーン内で設定できるパラ
メータはありません。

コミットレベル インタフェースの安定性を表します。このマニュア
ルで記述するパラメータの多くは「発展中
(Evolving)」または「変更の可能性あり
(Unstable)」のいずれかに分類されます。詳細
は、attributes(5)のマニュアルページを参照して
ください。

変更履歴 (オプション)存在する場合は、付録Aまたは付録 B
の「変更履歴」への参照が示されます。

チューニング可能パラメータの説明形式
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Oracle Solarisカーネルのチューニング
次の表では、パラメータに適用可能なチューニングの方法を示します。

チューニング可能パラメータの適用方法 参照先

/etc/systemファイルの変更 22ページの「/etc/systemファイル」

カーネルデバッガ (kmdb)の使用 23ページの「kmdbコマンド」

モジューラデバッガ (mdb)の使用 23ページの「mdbコマンド」

ipadmコマンドによるTCP/IPパラメータの設定 第 5章「インターネットプロトコル群の
チューニング可能パラメータ」

/etc/default下のファイルの変更 第 6章「システム機能のパラメータ」

/etc/systemファイル
/etc/systemファイルは、カーネルパラメータの値を静的に調整するメカニズムを提
供します。このファイルに指定された値は、ブート時に読み込まれ適用されま
す。このファイルに対する変更は、システムがリブートされるまでオペレーティン
グシステムに適用されません。

構成パラメータが計算される前に、すべての値を設定するために 1回のパスが行わ
れます。

例 - /etc/systemでのパラメータの設定
次の /etc/systemエントリでは、ZFS ARCの最大値 (zfs_arc_max)を 30Gバイトに設
定します。

set zfs:zfs_arc_max = 0x780000000

適正でない値からの復元
値を変更する前に /etc/systemファイルのコピーを作成しておけば、不正な値を簡単
に元の値に戻せます。例:

# cp /etc/system /etc/system.good

/etc/systemファイルに指定した値が原因でシステムがブートできない状態になった
場合は、次のコマンドでブートします。

ok boot -a

Oracle Solarisカーネルのチューニング
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このコマンドを実行すると、ブートプロセスで使用する各ファイルの名前をシステ
ムから要求されます。/etc/systemファイルの名前が要求されるまでReturnキーを押
して、デフォルトの値を適用します。Name of system file [/etc/system]: というプ
ロンプトが表示されたら、正しい /etc/systemファイルの名前かまたは /dev/nullを
入力します。

Name of system file [/etc/system]: /etc/system.good

/dev/nullを指定した場合は、このパスによってシステムは /dev/nullから構成情報
を読み取ろうとします。このファイルは空なので、システムはデフォルト値を使用
することになります。システムがブートした後、/etc/systemファイルを修正できま
す。

システムの回復の詳細は、『Oracle Solarisの管理:一般的なタスク』を参照してくだ
さい。

kmdbコマンド
kmdbは対話式カーネルデバッガであり、その一般的な構文は mdbと同じです。対話
式カーネルデバッガの利点は、ブレークポイントを設定できることです。ブレーク
ポイントに達すると、データを検証し、カーネルコードの手順を 1つずつ実行でき
ます。

kmdbは必要に応じてロードしたりロード解除したりできます。対話的にカーネルを
デバッグするためにシステムをリブートする必要はありません。kadbは必要でし
た。

詳細は、kmdb(1)のマニュアルページを参照してください。

mdbコマンド
モジュラーデバッガ mdbは、簡単に拡張できるため、Solarisデバッガの中では珍しい
ものです。このデバッガのプログラミングAPIを使用して、モジュールをコンパイ
ルすることによって、デバッガのコンテキスト内で希望するタスクを実行すること
ができます。

さらに、mdbには、コマンド行での編集、コマンド履歴、組み込み出力ページャ、構
文チェック、コマンドパイプラインなどの、いくつかの便利な機能がありま
す。カーネルに対する事後検査用のデバッガとしては、mdbをお勧めします。

詳細は、mdb(1)のマニュアルページを参照してください。

例 – mdbを使用した情報の表示
システムのメモリー使用量の概要を表すビューを表示します。例:

Oracle Solarisカーネルのチューニング
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# mdb -k

Loading modules: [ unix genunix specfs dtrace mac cpu.generic cpu_ms.AuthenticAMD.15

uppc pcplusmp scsi_vhci zfs mpt sd ip hook neti arp usba sockfs kssl qlc fctl stmf stmf_

sbd md lofs random idm fcp crypto cpc smbsrv nfs fcip sppp ufs logindmux ptm nsmb scu

mpt_sas pmcs emlxs ]

> ::memstat

Page Summary Pages MB %Tot

------------ ---------------- ---------------- ----

Kernel 160876 628 16%

ZFS File Data 303401 1185 30%

Anon 25335 98 2%

Exec and libs 1459 5 0%

Page cache 5083 19 1%

Free (cachelist) 6616 25 1%

Free (freelist) 510870 1995 50%

Total 1013640 3959

Physical 1013639 3959

> $q

モジュラーデバッガの使用についての詳細は、『Oracle Solaris Modular Debugger
Guide』を参照してください。

kmdbデバッガまたは mdbデバッガを使用する場合、モジュール名の接頭辞は不要で
す。モジュールのロード後、そのシンボルはコアカーネルのシンボルやすでに
ロードされている他のモジュールのシンボルとともに共通の名前空間を形成するか
らです。

Oracle Solarisの特殊な tuneおよび var構造体
Oracle Solarisのチューニング可能パラメータはさまざまな形を取りま
す。/usr/include/sys/tuneable.hファイルで定義された tune構造体
は、tune_t_fsflushr、tune_t_minarmem、および tune_t_flkrecの実行時の表現で
す。カーネルが初期設定された後は、これらの変数に対する参照はすべて、この
tune構造体の対応フィールドに入ります。

ブート時にこの構造体にパラメータを設定するには、必要なフィールド名に対応す
る特別なパラメータを初期設定する必要があります。そうすれば、これらの値がシ
ステム初期設定プロセスで tune構造体にロードされます。

複数のチューニング可能パラメータが置かれるもう 1つの構造体に、vという名前の
var構造体があります。var構造体の定義は /usr/include/sys/var.hファイルにあり
ます。autoupや bufhwmなどの変数の実行時の状態はここに格納されます。

システムの動作中に tune構造体や v構造体を変更しないでください。システムの動
作中にこれらの構造体のフィールドを変更すると、システムがパニックになること
があります。

Oracle Solarisの特殊な tuneおよび var構造体
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Oracle Solarisシステム構成情報の表示
システム構成情報を調べるツールはいくつかあります。ツールによって
は、スーパーユーザー権限が必要です。それ以外のツールは、一般ユーザーの権限
で実行できます。動作中のシステム上で mdbを使うか、あるいは kmdbでブート
し、カーネルデバッガですべての構造体やデータアイテムを調べることができま
す。

詳細は、mdb(1)または kadb(1M)のマニュアルページを参照してください。

sysdefコマンド
sysdefコマンドは、メモリーとプロセスのリソース制限の値、および tune構造体と
v構造体の一部を提供します。たとえば、500Gバイトのメモリーを備えた SPARC
T3-4システムの sysdef「チューニング可能パラメータ」セクションは次のとおりで
す。

2206203904 maximum memory allowed in buffer cache (bufhwm)

65546 maximum number of processes (v.v_proc)

99 maximum global priority in sys class (MAXCLSYSPRI)

65541 maximum processes per user id (v.v_maxup)

30 auto update time limit in seconds (NAUTOUP)

25 page stealing low water mark (GPGSLO)

1 fsflush run rate (FSFLUSHR)

25 minimum resident memory for avoiding deadlock (MINARMEM)

25 minimum swapable memory for avoiding deadlock (MINASMEM)

詳細は、sysdef(1M)のマニュアルページを参照してください。

kstatユーティリティー
kstatデータ構造体群は、さまざまなカーネルのサブシステムやドライバによって維
持されています。この構造体群は、カーネル内のデータをユーザープログラムに提
供するメカニズムを提供します。このメカニズムを利用する場合、プログラムは
カーネルのメモリーを読んだり、スーパーユーザー権限を持つ必要はありませ
ん。詳細は、kstat(1M)または kstat(3KSTAT)のマニュアルページを参照してくださ
い。

kstatユーティリティー
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Oracle Solarisカーネルチューニング可能
パラメータ

この章では、ほとんどのOracle Solarisカーネルチューニング可能パラメータについ
て説明します。

■ 28ページの「カーネルとメモリーの一般的なパラメータ」
■ 33ページの「fsflushとそれに関連するパラメータ」
■ 38ページの「プロセス規模調整パラメータ」
■ 43ページの「ページング関連パラメータ」
■ 57ページの「スワッピング関連パラメータ」
■ 59ページの「カーネルメモリーアロケータ」
■ 62ページの「一般的なドライバパラメータ」
■ 65ページの「ネットワークドライバパラメータ」
■ 70ページの「一般的な入出力パラメータ」
■ 73ページの「一般的なファイルシステムパラメータ」
■ 76ページの「TMPFSパラメータ」
■ 78ページの「仮想端末」
■ 81ページの「STREAMSパラメータ」
■ 82ページの「System Vメッセージキュー」
■ 83ページの「System Vセマフォー」
■ 83ページの「System V共有メモリー」
■ 84ページの「スケジューリング」
■ 86ページの「タイマー」
■ 87ページの「SPARCシステム固有のパラメータ」
■ 90ページの「近傍性グループのパラメータ」

2第 2 章
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チューニング可能パラメータ情報の記載箇所

チューニング可能パラメータ 参照先

Oracle Solaris ZFSチューニング可能パラメータ 第 3章「Oracle Solaris ZFSチューニング可能パラ
メータ」

NFSチューニング可能パラメータ 第 4章「NFSチューニング可能パラメータ」

インターネットプロトコル群のチューニング可
能パラメータ

第 5章「インターネットプロトコル群の
チューニング可能パラメータ」

カーネルとメモリーの一般的なパラメータ
このセクションでは、物理メモリーやスタック構成に関連する一般的なカーネルパ
ラメータについて説明します。ZFS関連のメモリーパラメータは第 3章「Oracle
Solaris ZFSチューニング可能パラメータ」に移動しました。

physmem
説明 Oracle Solaris OSとファームウェアが把握されたあ

とで、メモリーの物理ページ数に関するシステム構
成を変更します。

データ型 符号なし long

デフォルト そのシステムで使用できる物理メモリーのページ
数。これには、コアカーネルとそのデータが格納さ
れているメモリーは含まれません。

範囲 1からシステムの物理メモリーの総量まで

単位 ページ

動的か いいえ

検証 なし

どのような場合に変更するか より少ない物理メモリーでシステムを実行したとき
の影響を調べたい場合。このパラメータに対して
は、コアカーネルやそのデータ、その他のさまざま
なデータ構造体 (起動処理の初期に割り当て)など
のメモリーは考慮されません。した
がって、physmemの値は、より小さなメモリー量を
表わすよう、想定したページ数より小さくすべきで
す。

チューニング可能パラメータ情報の記載箇所

Oracle Solaris 11.1カーネルのチューンアップ・リファレンスマニュアル • 2013年 5月28



コミットレベル 変更の可能性あり

default_stksize
説明 すべてのスレッドのデフォルトスタックサイズを指

定します。default_stksizeより小さいスタックサ
イズを指定してスレッドを作成することはできませ
ん。default_stksizeが設定されている場合、それ
は lwp_default_stksizeをオーバーライドします。30
ページの「lwp_default_stksize」も参照してく

ださい。

データ型 整数

デフォルト
■ SPARCシステムでは PAGESIZEの 3倍。
■ x64システムでは PAGESIZEの 5倍。

範囲 最小値はデフォルト値です。
■ SPARCシステムでは PAGESIZEの 3倍。
■ x64システムでは PAGESIZEの 5倍。

最大値はデフォルト値の 32倍です。

単位 getpagesize パラメータから戻った値の倍数になる
バイト数です。詳細は、getpagesize(3C)を参照し
てください。

動的か はい。変数の変更後、作成されるスレッドに影響が
あります。

検証 8192以上、262,144 (256 x 1024)以下にする必要があ
ります。また、システムページサイズの倍数でなけ
ればなりません。これらの条件が満たされない
と、次のメッセージが表示されます。

Illegal stack size, Using N

Nの値は、 default_stksizeのデフォルト値です。

どのような場合に変更するか スタック容量が足りないためにシステムがパニック
になる場合。この問題を解決するもっともよい方法
は、システムが容量を使い果たす原因を明らかに
し、それを修正することです。

デフォルトのスタックサイズを増やすと、ほとんど
すべてのカーネルスレッドのスタックが大きくなる

カーネルとメモリーの一般的なパラメータ
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ため、カーネルのメモリー使用量が不当に増加しま
す。通常、そのスペースは使用されません。さら
に、カーネルの使用量が増えると、同じメモ
リープールを使用する他のリソースの容量が少なく
なるため、システムの作業を行う能力が低下するお
それがあります。副次的な影響として、カーネルが
作成できるスレッドの数が少なくなります。した
がって、この方法は、根本的な原因が解消されるま
での一時的な回避策として使用すべきです。

コミットレベル 変更の可能性あり

lwp_default_stksize
説明 カーネルスレッドの作成時に呼び出しルーチンが明

示的に使用サイズを提供しなかった場合に使用す
る、スタックの大きさのデフォルト値を指定しま
す。

データ型 整数

デフォルト
■ 32,768 (SPARCプラットフォーム)
■ 20,480 (x64プラットフォーム)

範囲 最小値はデフォルト値です。
■ SPARCシステムでは PAGESIZEの 3倍。
■ x64システムでは PAGESIZEの 5倍。

最大値はデフォルト値の 32倍です。

単位 getpagesize パラメータから戻った値の倍数になる
バイト数です。詳細は、getpagesize(3C)を参照し
てください。

動的か はい。変数の変更後、作成されるスレッドに影響が
あります。

検証 8192以上、262,144 (256 x 1024)以下にする必要があ
ります。また、システムページサイズの倍数でなけ
ればなりません。これらの条件が満たされない
と、次のメッセージが表示されます。

Illegal stack size, Using N

カーネルとメモリーの一般的なパラメータ
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Nの値は、lwp_default_stksizeのデフォルト値で
す。

どのような場合に変更するか スタック容量が足りないためにシステムがパニック
になる場合。この問題を解決するもっともよい方法
は、システムが容量を使い果たす原因を明らかに
し、それを修正することです。

デフォルトのスタックサイズを増やすと、ほとんど
すべてのカーネルスレッドのスタックが大きくなる
ため、カーネルのメモリー使用量が不当に増加しま
す。通常、そのスペースは使用されません。さら
に、カーネルの使用量が増えると、同じメモ
リープールを使用する他のリソースの容量が少なく
なるため、システムの作業を行う能力が低下するお
それがあります。副次的な影響として、カーネルが
作成できるスレッドの数が少なくなります。した
がって、この方法は、根本的な原因が解消されるま
での一時的な回避策として使用すべきです。

コミットレベル 変更の可能性あり

logevent_max_q_sz
説明 キューに格納して syseventdデーモンへの配信を待

機させることのできる、システムイベントの最大数
です。システムイベントキューのサイズがこの制限
に達すると、他のシステムイベントをキューに入れ
ることはできません。

データ型 整数

デフォルト 5000

範囲 0からMAXINT

単位 システムイベント

動的か はい

検証 ddi_log_syseventと sysevent_post_eventによって
システムイベントが生成されるたびに、システムイ
ベントフレームワークはこの値をチェックします。

詳細は、ddi_log_sysevent(9F)およ
びsysevent_post_event(3SYSEVENT)のマニュアル
ページを参照してください。

カーネルとメモリーの一般的なパラメータ

第 2章 • Oracle Solarisカーネルチューニング可能パラメータ 31

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=REFMAN9Fddi-log-sysevent-9f
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=REFMAN3Isysevent-post-event-3sysevent


どのような場合に変更するか システムイベントのログ、生成、または送信が失敗
したことをエラーログメッセージが示す場合。

コミットレベル 変更の可能性あり

segkpsize
説明 利用できるページング可能なカーネルのメモリー量

を指定します。このメモリーは主にカーネルス
レッドのスタックに使用されます。この値を増やす
と、スレッドの数を増やさないのであれば個々のス
レッドでより大きなスタックが使用でき、あるいは
より多くのスレッドを使用できるようになります。

データ型 符号なし long

デフォルト 2Gバイト x nCPU/128または物理メモリーの容
量/256Gバイトのどちらか小さい方

範囲 512Mバイトから 64Gバイト (SPARC)

200Mバイトから 8Gバイト (x86)

単位 ページ

動的か いいえ

検証 値は最小および最大サイズと比較されます。最小値
に満たないか、または最大値を超えている場合は
2Gバイトにリセットされます。その作用に関する
メッセージが表示されます。

SPARCシステムでは、segkpsize値は物理メモ
リーのサイズの 2倍を超えることができませ
ん。x86システムでは、値は物理メモリーのサイズ
を超えることができません。

どのような場合に変更するか システム上で多数のプロセスをサポートしなければ
ならない場合。2Gバイトのデフォルトサイズで
は、65,536を超えるカーネルスレッド用に 24Kバイ
トのスタックを作成できます。これより大きな数が
必要な場合や、スタックサイズを増やすことが必要
な場合は、物理メモリーが十分にあれば segkpsize

を増やすことができます。

コミットレベル 変更の可能性あり

カーネルとメモリーの一般的なパラメータ
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変更履歴 詳細は、202ページの「segkpsize」を参照してくだ
さい。

noexec_user_stack
説明 スタックを実行不能として指定できるの

で、バッファーオーバーフロー攻撃がいっそう困難
になります。

64ビットカーネルが動作しているOracle Solarisシ
ステムでは、すべての 64ビットアプリケーション
のスタックがデフォルトで実行不能になります。こ
のパラメータの設定は、32ビットアプリ
ケーションを実行不能にするために必要です。

データ型 符号付き整数

デフォルト 0 (無効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

単位 切り替え (オン/オフ)

動的か はい。ただし、すでに実行中のプロセスに対しては
無効です。値が設定された後に起動されたプロセス
に対してのみ有効です。

検証 なし

どのような場合に変更するか アプリケーションが、mprotectを使用してス
タックを実行可能にすることなくスタックに実行可
能コードを意図的に置いている場合を除き、この変
数は常に有効にすべきです。詳細は、mprotect(2)
のマニュアルページを参照してください。

コミットレベル 変更の可能性あり

fsflushとそれに関連するパラメータ
このセクションでは、fsflushとそれに関連するチューニング可能パラメータについ
て説明します。

fsflushとそれに関連するパラメータ
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fsflush
システムデーモン fsflushは定期的に実行され、主に次の 3つのタスクを行います。

1. fsflushは呼び出されるたびに、一定期間が経過した汚れたファイルシステム
ページをディスクにフラッシュします。

2. fsflushは呼び出されるたびに、メモリーの一部分を検証し、変更されたページ
をバッキングストアに書き出します。ページは、変更されており、かつ次の条件
のどれにも該当しない場合に書き込まれます。
■ ページはカーネルページです
■ ページは使用されていません
■ ページがロックされています
■ ページにスワップデバイスが対応づけられています
■ ページが入出力操作に現在関与しています

この結果、書き込み権に基づいて mmapでマッピングされ、かつ実際に変更されて
いるファイルのページがフラッシュされます。

ページはバッキングストアにフラッシュされますが、それを使用しているプロセ
スとの接続は保たれます。フラッシュしておくと、システムのメモリーが不足し
たときのページの再利用が簡単になります。これは、フラッシュ後にそのページ
が変更されていなければ、ページを回収する前にそのページをバッキングストア
に書き出す必要がなくなり、遅延を避けられるからです。

3. fsflushはファイルシステムのメタデータをディスクに書き込みます。この書き
込みは n回目の呼び出しごとに行われます。nはさまざまな構成変数から計算さ
れます。詳細は、34ページの「tune_t_fsflushr」と 35ページの「autoup」を
参照してください。

次の機能を構成できます。

■ 呼び出し頻度 (tune_t_fsflushr)
■ メモリー走査を実行するかどうか (dopageflush)
■ ファイルシステムデータのフラッシュを行うかどうか (doiflush)
■ フラッシュシステムデータのフラッシュを実行する頻度 ( autoup)

ほとんどのシステムでは、fsflushによって、メモリーの走査と、ファイルシステム
メタデータの同期化を行うのが一般的です。システムの使用状況によっては、メモ
リーの走査はほとんど意味がなかったり、CPU時間を使用しすぎることがありま
す。

tune_t_fsflushr
説明 fsflushの呼び出し間隔を秒数で指定します。

fsflushとそれに関連するパラメータ
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データ型 符号付き整数

デフォルト 1

範囲 1からMAXINT

単位 秒

動的か いいえ

検証 値がゼロ以下の場合、値は 1にリセットされ、警告
メッセージが出力されます。この確認が行われるの
はブート時だけです。

どのような場合に変更するか autoupパラメータを参照してください。

コミットレベル 変更の可能性あり

autoup
説明 個々の呼び出しでダーティーページに関して検査す

るメモリー量と、ファイルシステム同期操作の頻度
を、tune_t_flushrとともに制御します。

さらに、autoupの値は、空リストから
バッファーを書き出すかどうかの制御にも使用され
ます。B_DELWRIフラグが付いているバッファー (変
更されているファイルコンテンツページを示す)
は、空リストに置かれている時間が autoup秒を超
えると書き出されます。autoupの値を増やす
と、バッファーがメモリーに置かれている時間が長
くなります。

データ型 符号付き整数

デフォルト 30

範囲 1からMAXINT

単位 秒

動的か いいえ

検証 autoupがゼロ以下の場合は、30に再設定され、警
告メッセージが出力されます。この確認が行われる
のはブート時だけです。

暗黙的制約 autoupは tune_t_fsflushrの整数倍でなければなり
ません。最小でも autoupは tune_t_fsflushr値の 6

fsflushとそれに関連するパラメータ
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倍以上でなければなりません。そうでない
と、fsflushが呼び出されるたびに余計なメモ
リーが走査されます。

dopageflushがゼロでない場合にメモリーを検査す
るには、全体のシステムページ数に
tune_t_fsflushrを掛け合わせた値が autoup以上で
なければなりません。

どのような場合に変更するか autoupまたは tune_t_fsflushr (あるいはその両方)
の変更が必要になる状況はいくつかあります。
■ 大きなメモリーをもつシステム –この場合に
は、autoupを増やすと、fsflushの個々の呼び
出しで走査されるメモリー量が少なくなりま
す。

■ メモリーの要求量が最小限のシステム – autoup

と tune_t_fsflushrを両方とも増やすと、走査の
回数が減ります。autoup対 tune_t_fsflushrの
現在の比率を維持するには autoupも増やす必要
があります。

■ 一時ファイルの数が多いシステム (メール
サーバーやソフトウェアビルドマシンなど) –多
数のファイルが作成されて削除された
時、fsflushによって、これらのファイルの
データページがディスクに不必要に書き込まれ
るおそれがあります。

コミットレベル 変更の可能性あり

dopageflush
説明 fsflushの呼び出し時に、変更されたページの有無

についてメモリーを検証するかどうかを制御しま
す。fsflushを呼び出すたびに、システムの物理メ
モリーページ数が判別されます。この値は動的再構
成動作によって変更されている可能性がありま
す。呼び出しのたびに、次のアルゴリズムを使用し
て走査が実行されます。ページ総数 x
tune_t_fsflushr / autoupページ

データ型 符号付き整数

デフォルト 1 (有効)
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範囲 0 (無効)、1 (有効)

単位 切り替え (オン/オフ)

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか システムページスキャナの実行がまれな場合
(vmstat出力の sr欄に値 0が示される)。

コミットレベル 変更の可能性あり

doiflush
説明 fsflush呼び出しでファイルシステムメタデータの

同期化を行うかどうかを制御します。同期化
は、fsflushのN回目の呼び出しごとに行われま
す。ここで Nは (autoup / tune_t_fsflushr)で
す。このアルゴリズムは整数の割り算であるた
め、tune_t_fsflushrが autoupより大きいと、反復
カウンタが N以上であるかどうかをコードが
チェックするので、同期化は fsflushが呼び出される
たびに行われます。Nは fsflushを実行するときに
1度だけ計算されることに注意してください。その
後で tune_t_fsflushrや autoupを変更しても、同期
化操作の頻度に影響はありません。

データ型 符号付き整数

デフォルト 1 (有効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

単位 切り替え (オン/オフ)

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか 一定期間にファイルが頻繁に変更されるため、フ
ラッシュによる負荷がシステムの動作に悪影響を与
える場合。

システムがリブートされる際に消えたり状態の一貫
性がどうなっても構わないファイルは、TMPFS
ファイルシステム (/tmpなど)に置いた方がいいで
しょう。システム上の iノードトラフィックを減ら
すには、mount -noatimeオプションを使用しま
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す。このオプションを使うと、ファイルがアクセス
された時に iノードの更新が行われません。

リアルタイム処理を行うシステムでは、このオプ
ションを無効にし、アプリケーションによって
ファイルの同期化を明示的に行い、一貫性を保つこ
とを望むこともあるでしょう。

コミットレベル 変更の可能性あり

プロセス規模調整パラメータ
システムで使用されるプロセスの数や個々のユーザーが作成できるプロセスの数を
制御するパラメータ (または変数)がいくつかあります。基本パラメータは maxusers

です。このパラメータによって、max_nprocsと maxuprcに値が割り当てられます。

maxusers
説明 maxusersは、当初、システムがサポートできるロ

グインユーザーの数を指定するものでした。カーネ
ルの生成時に、この設定値に基づいて各種テーブル
の大きさが決定されました。Oracle Solaris最新リ
リースでは、そのサイジングの大半をシステム上の
メモリー容量に基づいて行います。した
がって、maxusersの使い方がこれまでとは大きく
変わりました。引き続き、maxusersに基づいて決
定されるサブシステムには次のものがあります。
■ システムで使用できるプロセスの最大数
■ システムに保持される割り当て構造体の数
■ ディレクトリ名検索キャッシュ (DNLC)の大き
さ

データ型 符号付き整数

デフォルト Mバイト単位のメモリーの容量と 2048のどちらか
小さい方、およびその値と nCPU x 8のどちらか大
きい方

範囲 /etc/systemファイル内に設定されていない場
合、物理メモリーのサイズに基づいて、1から 2048
と nCPU x 8のどちらか大きい方まで
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/etc/systemファイル内に設定されている場合、1
から 4096と nCPU x 8のどちらか大きい方まで

単位 ユーザー

動的か いいえ。このパラメータに依存する変数を計算した
後に maxusersが再び参照されることはありませ
ん。

検証 許容される最大数より値が大きい場合、最大数にリ
セットされます。その作用に関するメッセージが表
示されます。

どのような場合に変更するか システムによって計算されたデフォルトの
ユーザープロセス数が小さすぎる場合。このような
状況は、システムコンソールに表示される次の
メッセージでわかります。

out of processes

次の状況のように、デフォルトのプロセス数が多す
ぎる場合に、このパラメータを変更するかもしれま
せん。
■ 多量のメモリーがあり、動作しているプロセス
の数が比較的少ないデータベースサーバーで
は、maxusersのデフォルト値を少なくすること
によってシステムメモリーをセクション約でき
ます。

■ 多量のメモリーがあり、動作しているプロセス
がほとんどないファイルサーバーでは、この値
を減らせる場合があります。しかし、その場
合、DNLCのサイズを明示的に設定する必要が
あります。73ページの「ncsize」を参照してく
ださい。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、202ページの「maxusers」を参照してくだ
さい。

reserved_procs
説明 UIDが root (0)のプロセス用に、プロセステーブル

で確保するシステムプロセススロット数を指定しま
す。たとえば、fsflushには root (0)のUIDが与え
られます。
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データ型 符号付き整数

デフォルト 5

範囲 5からMAXINT

単位 プロセス数

動的か いいえ。最初のパラメータ計算の後は使用されませ
ん。

検証 /etc/systemのどの設定も受け入れられます。

コミットレベル 変更の可能性あり

どのような場合に変更するか たとえば、システムのUID 0 (root)のプロセスの数
を、通常の値から 10大きくした場合を考えてみて
ください。この設定をしないとユーザーレベルのプ
ロセスを作れないような状況でも、この設定を行う
ことによって rootでシェルを起動するために必要
な余裕が生まれます。

pidmax
説明 使用可能な最大プロセス IDの値を指定します。

pidmaxでは maxpid変数の値を設定します。した
がって、maxpidがいったん設定されると、pidmax

は無視されます。maxpidは、カーネルの別のとこ
ろで、最大のプロセス IDを判別したり、妥当性検
証を行うために使用されます。

/etc/systemファイルに maxpidエントリを追加して
設定しようとしても、効果はありません。

データ型 符号付き整数

デフォルト 3,000

範囲 5から 999,999

単位 プロセス数

動的か いいえ。pidmaxの値を設定するためにブート時だ
け使用されます。
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検証 はい。reserved_procsの値と 999,999に対して値を
比較します。reserved_procsより小さい場合、また
は 999,999より大きい場合、値は 999,999に設定され
ます。

暗黙的制約 max_nprocsに対して範囲の検査が行わ
れ、max_nprocsは常にこの値以下に保たれます。

どのような場合に変更するか システム上で 30,000を超える数のプロセスをサ
ポートできるようにするために必要です。
41ページの「max_nprocs」も参照してください。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、202ページの「pidmax」を参照してくださ
い。

max_nprocs
説明 システム上に作成できるプロセスの最大数を指定し

ます。システムプロセスとユーザープロセスを含み
ます。/etc/systemに指定した任意の値が maxuprc

の計算に使用されます。

この値は、他のいくつかのシステムデータ構造体の
サイズを決定する場合にも使用されます。このパラ
メータが作用する他のデータ構造体は、次のとおり
です。
■ ディレクトリ名検索キャッシュのサイズを決め
るとき (ncsizeが指定されていない場合)

■ 構成されたシステムVセマフォーによって使用
されるメモリーの総量がシステム限度を超えて
いないか確認するとき

■ x86プラットフォーム向けのハードウェアアド
レス変換のリソースを構成するとき

データ型 符号付き整数

デフォルト maxusersが /etc/systemファイル内で設定されてい
る場合は、10 + (16 x maxusers)

maxusersが /etc/systemファイル内で設定されてい
ない場合は、30,000と 10 + (128 x CPUの数)のどち
らか大きい方

プロセス規模調整パラメータ
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範囲 26から maxpidの値

動的か いいえ

検証 はい。値が maxpidを超える場合、maxpidに設定さ
れます。

どのような場合に変更するか このパラメータの変更は、1つのシステムで 30,000
を越えるプロセスを可能にするために必要となる手
順の 1つです。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、202ページの「max_nprocs」を参照してく
ださい。

maxuprc
説明 個々のユーザーがシステム上に作成できるプロセス

の最大数を指定します。

データ型 符号付き整数

デフォルト max_nprocs - reserved_procs

範囲 1から max_nprocs - reserved_procs

単位 プロセス数

動的か いいえ

検証 はい。この値は max_nprocs - reserved_procsと比較
され、2つの値のうちの小さい方に設定されます。

どのような場合に変更するか 1ユーザーが作成できるプロセスの数を強く制限す
るために、デフォルト値より小さい値を指定したい
場合 (システムが作成できるプロセスの数が多くて
も)。この限度を超えると、次の警告メッセージが
コンソールかメッセージファイルに出力されます。

out of per-user processes for uid N

コミットレベル 変更の可能性あり

ngroups_max
説明 プロセスごとの追加グループの最大数を指定しま

す。

プロセス規模調整パラメータ

Oracle Solaris 11.1カーネルのチューンアップ・リファレンスマニュアル • 2013年 5月42



データ型 符号付き整数

デフォルト 16

範囲 0から 1024

単位 グループ

動的か いいえ

検証 はい。ngroups_maxが無効な値に設定された場
合、もっとも近い有効値に自動的にリセットされま
す。たとえば、ゼロより小さい値に設定された場合
は、0にリセットされます。1024より大きい値に設
定された場合は、1024にリセットされます。

どのような場合に変更するか NFS AUTH_SYS認証を使用していて、デフォルトの
ngroups_max値を増やす場合、次の考慮事項を検討
してください。

1. ngroups_maxが 16に設定されるか、指定された
クライアントの AUTH_SYS資格のグループが 15以
下の場合は、クライアントのグループ情報が使
用されます。

2. ngroups_maxが 16より大きく設定され、かつ
ネームサーバーからのクライアントの AUTH_SYS

資格に、許容される最大数である 16グループが
含まれている場合、NFSサーバーはネーム
サーバーを調べてクライアントのUIDを
ユーザー名と照合します。その後、ネーム
サーバーはユーザーが属するグループのリスト
を計算します。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、202ページの「ngroups_max」を参照してく
ださい。

ページング関連パラメータ
Solaris OSでは、必要に応じてページングされる仮想メモリーシステムを使用しま
す。システムの稼働に伴ってページが必要になると、そのページがメモリーに読み
込まれます。メモリーの占有率が一定のしきい値を超え、さらにメモリーの要求が
続くと、ページングが発生します。ページングには、特定のパラメータで制御され
るいくつかのレベルがあります。

一般的なページングアルゴリズムは次のとおりです。

ページング関連パラメータ
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■ メモリーの不足が認識されます。ページ走査スレッドが実行され、メモリーの
チェックを開始します。この際、2段階のアルゴリズムが使用されます。
1. 使用されていないページを識別します。
2. 一定の間隔後にもそのページが使用されていなければ、そのページを再利用の
対象とみなします。

ページが変更されていれば、ページアウトスレッドに対して、ページの入出力を
スケジューリングするように要求されます。さらに、ページスキャナが引き続き
メモリーを調べます。ページアウトは、そのページをページのバッキングストア
に書き込み、空リストに置くようにします。ページスキャナがメモリーを走査す
るときに、ページの内容の区別はありません。ページは、データファイルからの
ものもあれば、実行可能ファイルのテキスト、データ、スタックからのものもあ
ります。

■ システムのメモリーの使用が著しくなってくるに従い、このアルゴリズムは、再
利用の候補とみなすページや、ページングアルゴリズムを実行する頻度に関する
基準を強化します。(詳細は、52ページの「fastscan」および 53ページ
の「slowscan」を参照してください)。使用可能なメモリーが lotsfreeから
minfreeの範囲内になると、システムはページアウトスレッドが呼び出されるた
びに走査するメモリー量を、slowscanで指定された値から fastscanで指定された
値に直線的に増やします。システムは、desfreeパラメータを使用して、リ
ソースの使用や動作に関する決定回数を制御します。

システムはページアウト操作を 1つのCPUの 4%以内の使用に限定しようとしま
す。メモリーへの負荷が大きくなると、それに比例してページアウト操作をサ
ポートするために消費されるCPU時間が増加し、最大で 1つのCPUの 80%が消費さ
れます。このアルゴリズムは、slowscanと fastscanの間のメモリ量の一部を調
べ、次の条件のどれかに当てはまると走査を終了します。

■ メモリー不足を解消するだけのページが見つかりました。
■ 予定のページ数を調べました。
■ 長すぎる時間が経過しました。

ページアウトが走査を終了してもメモリー不足が解消しない場合は、後で別の走査
が 1/4秒間スケジュールされます。

ページングサブシステムの構成メカニズムが変更されました。システムは
fastscan、slowscan、および handspreadpagesの事前定義された値を使用せず
に、ブート時にこれらのパラメータへ適切な値を割り当てます。/etc/systemファイ
ル内のこれらのパラメータを設定すると、システムが最適でない数値を使用する場
合があります。
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注意 – /etc/systemファイルから、VMシステムのチューニングをすべて削除してくだ
さい。まずデフォルトの設定値で実行してから、これらのパラメータの調整が必要
かどうかを判定してください。また、cachefreeおよび priority_pagingを設定しな
いでください。

CPUとメモリーの動的再構成 (DR)がサポートされています。システムでメモリーの
追加や削除を伴うDR操作があると、該当のパラメータが /etc/systemに明示的に設
定されていなければ、そのパラメータ値が再計算されます。明示的に設定されてい
る場合は、変数の値に対する制約に反しないかぎり、/etc/systemに指定された値が
使用されます。この場合は、値がリセットされます。

lotsfree
説明 システムのページングを開始する最初のきっかけに

なります。ページ数がこのしきい値に達する
と、ページスキャナが立ち上がり、再利用するメモ
リーページを探します。

データ型 符号なし long

デフォルト 物理メモリーの 1/64または 512Kバイトのどちらか
大きい方

範囲 最小値は、512Kバイトまたは物理メモリーの 1/64
のどちらか大きい方であり、getpagesizeによって
返されるページサイズに基づくページ数で表されま
す。詳細は、getpagesize(3C)を参照してくださ
い。

最大値は物理メモリーのページ数です。この最大値
は、物理メモリーの 30%以内であるべきです。シ
ステムは、「検証」のセクションで記述している場
合以外は、この範囲を強制しません。

単位 ページ

動的か はい。ただしメモリーに関してDR操作が行われる
と、動的な変更は失われます。

検証 lotsfreeが物理メモリーの総量より大きい場
合、値はデフォルトにリセットされます。
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暗黙的制約 lotsfreeが desfreeよりも大きく、desfreeが
minfreeよりも大きいという関係が常に維持される
ようにする必要があります。

どのような場合に変更するか ページ要求が急激に増えるような場合には、メモ
リーアルゴリズムが要求に対応できないことがあり
ます。これを回避するには、早期にメモリーの回収
を開始するのも 1つの方法です。これは、ページン
グシステムにいくらか余裕を与えることになりま
す。

経験則によると、このパラメータは、システムが 2
- 3秒で割り当てる必要がある量の 2倍にしま
す。このパラメータの適正値は負荷によって異なり
ます。DBMSサーバーはデフォルトの設定で支障が
ないはずです。しかし、ファイルシステムの入出力
負荷が非常に大きい場合は、このパラメータを調整
する必要性があるかもしれません。

負荷が比較的安定し、メモリー総量が多いシステム
では、この値を引き下げます。許容される最小値は
512Kバイトであり、getpagesizeによって返される
ページサイズに基づくページ数で表されます。

コミットレベル 変更の可能性あり

desfree
説明 システム上で常時解放しておくべきメモリー容量を

指定します。

データ型 符号なし整数

デフォルト lotsfree / 2

範囲 最小値は、256Kバイトまたは物理メモリーの 1/128
のどちらか大きい方であり、getpagesizeによって
返されるページサイズに基づくページ数で表されま
す。

最大値は物理メモリーのページ数です。この最大値
は物理メモリーの 15%以内であるべきです。シス
テムは、「検証」のセクションで記述している場合
以外は、この範囲を強制しません。

単位 ページ
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動的か はい。ただしメモリーの追加や削除を伴う動的再構
成が行われると、動的に変更した値は無効になりま
す。その時点でこの値は、/etc/systemファイルに
指定された値か、新しい物理メモリーの値から計算
された値にリセットされます。

検証 desfreeが lotsfreeより大きい場合、desfreeは
lotsfree / 2に設定されます。メッセージは表示さ
れません。

暗黙的制約 lotsfreeが desfreeよりも大きく、desfreeが
minfreeよりも大きいという関係が常に維持される
ようにする必要があります。

副次的な影響 このパラメータの値を増やすと、いくつかの副次的
な影響が現われることがあります。新しい値がシス
テム上で使用できるメモリー容量に近いかそれを超
えると、次の現象が生じることがあります。
■ 使用可能なメモリーが desfreeを超えない限
り、非同期の入出力要求が処理されません。し
たがって、desfreeの値を増やすと、増やす前な
ら処理されたであろう要求が拒否されることが
あります。

■ NFSの非同期書き込みが、同期書き込みとして
実行されます。

■ スワッパーが本来より早く立ち上がり、そのス
ワッパーの動作が、積極的な動作をする方向に
傾きます。

■ システムに前もって読み込む実行可能ページの
数が本来よりも少なくなることがあります。こ
の副次的な影響の結果、アプリケーションの動
作が本来よりも遅くなる可能性があります。

どのような場合に変更するか 負荷が比較的安定し、メモリー総量が多いシステム
では、この値を引き下げます。許容される最小値は
256Kバイトであり、getpagesizeによって返される
ページサイズに基づくページ数で表されます。

コミットレベル 変更の可能性あり

minfree
説明 許容される最低メモリーレベルを指定します。メモ

リーがこの値を下回ると、システムはページアウト
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動作の完了に必要な割り当て、またはプロセスのス
ワップ完了に必要な割り当てに重点を置いて、メモ
リーを割り当てます。それ以外の割り当て要求は拒
否されたりブロックされたりします。

データ型 符号なし整数

デフォルト desfree / 2

範囲 最小値は、128Kバイトまたは物理メモリーの 1/256
のどちらか大きい方であり、getpagesizeによって
返されるページサイズに基づくページ数で表されま
す。

最大値は物理メモリーのページ数です。この最大値
は物理メモリーの 7.5%以内であるべきです。シス
テムは、「検証」のセクションで記述している場合
以外は、この範囲を強制しません。

単位 ページ

動的か はい。ただしメモリーの追加や削除を伴う動的再構
成が行われると、動的に変更した値は無効になりま
す。その時点でこの値は、/etc/systemファイルに
指定された値か、新しい物理メモリーの値から計算
された値にリセットされます。

検証 minfreeが desfreeより大きい場合、minfreeは
desfree / 2に設定されます。メッセージは表示され
ません。

暗黙的制約 lotsfreeが desfreeよりも大きく、desfreeが
minfreeよりも大きいという関係が常に維持される
ようにする必要があります。

どのような場合に変更するか 一般にはデフォルト値で十分です。負荷が比較的安
定し、メモリー総量が多いシステムでは、この値を
引き下げます。許容される最小値は 128Kバイトで
あり、getpagesizeによって返されるページサイズ
に基づくページ数で表されます。

コミットレベル 変更の可能性あり
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throttlefree
説明 要求を満たせるだけのメモリーがある場合でも、メ

モリー割り当て要求ブロッキングをスリープ状態に
するメモリーレベルを指定します。

データ型 符号なし整数

デフォルト minfree

範囲 最小値は、128Kバイトまたは物理メモリーの 1/256
のどちらか大きい方であり、getpagesizeによって
返されるページサイズに基づくページ数で表されま
す。

最大値は物理メモリーのページ数です。この最大値
は物理メモリーの 4%以内であるべきです。システ
ムは、「検証」のセクションで記述している場合以
外は、この範囲を強制しません。

単位 ページ

動的か はい。ただしメモリーの追加や削除を伴う動的再構
成が行われると、動的に変更した値は無効になりま
す。その時点でこの値は、/etc/systemファイルに
指定された値か、新しい物理メモリーの値から計算
された値にリセットされます。

検証 throttlefreeが desfreeよりも大きい場
合、throttlefreeは minfreeに設定されま
す。メッセージは表示されません。

暗黙的制約 lotsfreeが desfreeよりも大きく、desfreeが
minfreeよりも大きいという関係が常に維持される
ようにする必要があります。

どのような場合に変更するか 一般にはデフォルト値で十分です。負荷が比較的安
定し、メモリー総量が多いシステムでは、この値を
引き下げます。許容される最小値は 128Kバイトで
あり、getpagesizeによって返されるページサイズ
に基づくページ数で表されます。詳細
は、getpagesize(3C)を参照してください。

コミットレベル 変更の可能性あり
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pageout_reserve
説明 ページアウトスレッドまたはスケジューラスレッド

が独占使用できるように確保するページ数を指定し
ます。使用可能なメモリーがこの値を下回る
と、ページアウトやスケジューラ以外のプロセスに
対するブロックしない割り当ては拒否されま
す。ページアウトには専用の小さなメモリープール
が必要です。ページアウトは、ページをバッキング
ストアに書き込む入出力に必要なデータ構造体をこ
こから割り当てます。

データ型 符号なし整数

デフォルト throttlefree / 2

範囲 最小値は、64Kバイトまたは物理メモリーの 1/512
のどちらか大きい方であり、getpagesize(3C)に
よって返されるページサイズに基づくページ数で表
されます。

最大値は物理メモリーのページ数です。この最大値
は物理メモリーの 2%以内であるべきです。システ
ムは、「検証」のセクションで記述している場合以
外は、この範囲を強制しません。

単位 ページ

動的か はい。ただしメモリーの追加や削除を伴う動的再構
成が行われると、動的に変更した値は無効になりま
す。その時点でこの値は、/etc/systemファイルに
指定された値か、新しい物理メモリーの値から計算
された値にリセットされます。

検証 pageout_reserveが throttlefree / 2より大きい場
合、pageout_reserveは throttlefree / 2に設定され
ます。メッセージは表示されません。

暗黙的制約 lotsfreeが desfreeよりも大きく、desfreeが
minfreeよりも大きいという関係が常に維持される
ようにする必要があります。

どのような場合に変更するか 一般にはデフォルト値で十分です。負荷が比較的安
定し、メモリー総量が多いシステムでは、この値を
引き下げます。許容される最小値は 64Kバイトであ
り、getpagesizeによって返されるページサイズに
基づくページ数で表されます。
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コミットレベル 変更の可能性あり

pages_pp_maximum
説明 ロック解除されていなければならないページ数を指

定します。ページのロック要求によって使用可能な
メモリーがこの値を下回る場合は、その要求は拒否
されます。

データ型 符号なし long

デフォルト tune_t_minarmem + 100と、ブート時に使用可能なメ
モリーの 4% + 4Mバイトのどちらか大きい方

範囲 システムが強制する最小値は tune_t_minarmem + 100
です。最大値については、システムは強制しませ
ん。

単位 ページ

動的か はい。ただしメモリーの追加や削除を伴う動的再構
成が行われると、動的に変更した値は無効になりま
す。その時点でこの値は、/etc/systemファイルに
指定された値か、新しい物理メモリーの値から計算
された値にリセットされます。

検証 /etc/systemファイルで指定された値、またはデ
フォルトで計算された値が tune_t_minarmem + 100よ
りも小さい場合、この値は tune_t_minarmem + 100へ
リセットされます。

/etc/systemファイルからの値が増やされて
も、メッセージは表示されません。検証は、ブート
時とメモリーの追加または削除を伴なう動的再構成
が行われた場合に限って実行されます。

どのような場合に変更するか メモリーのロック要求や、SHARE_MMUフラグを指定
した共有メモリーセグメントへの接続が失敗した
が、使用可能なメモリーが十分ありそうな場合。

大きすぎる値が原因で、メモリーのロック要求
(mlock、mlockall、および memcntl)が不必要に失敗
する場合。詳細は、mlock(3C)、mlockall(3C)、およ
び memcntl(2)のマニュアルページを参照してくださ
い。

コミットレベル 変更の可能性あり
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tune_t_minarmem
説明 デッドロックを回避するために維持しなければなら

ない、利用可能な最小常駐 (スワップ不能)メモ
リーを指定します。この値は、OSのコアによって
使用されるメモリー部分を予約するために使用され
ます。この方法で制限されたページは、OSが使用
可能なメモリーの最大量を判定するときには計算に
入れられません。

データ型 符号付き整数

デフォルト 25

範囲 1から物理メモリー

単位 ページ

動的か いいえ

検証 ありません。値が大きいと、物理メモリーが無駄に
なります。

どのような場合に変更するか 一般にはデフォルト値で十分です。システムが
ロックされ、使用できるメモリーがないことがデ
バッグ情報からわかった場合は、デフォルト値を増
やすことを検討してください。

コミットレベル 変更の可能性あり

fastscan
説明 メモリー要求が大きいときにシステムが調べる、最

大ページ数 /秒を指定します。

データ型 符号付き整数

デフォルト fastscanのデフォルト値は次のいずれかの方法で
設定されます。
■ /etc/systemファイルに設定された fastscan値
が使用されます。

■ /etc/systemファイルに設定された maxfastscan

値が使用されます。
■ /etc/systemファイルに fastscanも maxfastscan

も設定されていない場合は、システムのブート
時に、fastscanが 64Mバイトに設定されま
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す。数分間のシステムのブート後、fastscan値
が、スキャナがCPUの 10%を使用して 1秒間で
走査できるページの数に設定されます。

これらのすべての状況で、派生した値がシステムの
メモリーの半分を超えた場合、fastscan値はシス
テムのメモリーの半分の値に制限されます。

範囲 64Mバイトからシステムの物理メモリーの半分

単位 ページ

動的か はい。ただしメモリーの追加や削除を伴う動的再構
成が行われると、動的に変更した値は無効になりま
す。その時点でこの値は、/etc/systemファイルに
指定された値か、新しい物理メモリーの値から計算
された値にリセットされます。

検証 最大値は、64Mバイトと物理メモリーの 1/2のどち
らか小さい方です。

どのような場合に変更するか メモリー不足のときにメモリーの走査を優先させた
い場合。特に、システムでメモリーの要求が急激に
多くなることがある場合や、多数のファイル入出力
が行われることがある場合。

コミットレベル 変更の可能性あり

slowscan
説明 メモリーの再要求時にシステムが調べる、最小

ページ数 /秒を指定します。

データ型 符号付き整数

デフォルト 物理メモリーの 1/20 (ページ数)か 100 (小さい方)

範囲 1から fastscan / 2

単位 ページ

動的か はい。ただしメモリーの追加や削除を伴う動的再構
成が行われると、動的に変更した値は無効になりま
す。その時点でこの値は、/etc/systemファイルに
指定された値か、新しい物理メモリーの値から計算
された値にリセットされます。
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検証 slowscanが fastscan / 2より大きい場合、slowscan

は fastscan / 2にリセットされます。メッセージは
表示されません。

どのような場合に変更するか メモリー不足のときにメモリーの走査を優先させた
い場合、特に、システムでメモリーの要求が急激に
多くなるときがある場合。

コミットレベル 変更の可能性あり

min_percent_cpu
説明 pageoutが最低限消費できるCPUの割合を指定しま

す。このパラメータは、ページスキャナで使用でき
る最大時間を判定するための開始点として使用され
ます。

データ型 符号付き整数

デフォルト 4

範囲 1から 80

単位 %

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか 複数のCPUと多くのメモリーを備えたシステム (こ
のようなシステムではメモリーの要求が急激に多く
なるときがある)でこの値を増やすと、ページャが
メモリーの検出に使用できる時間が増えます。

コミットレベル 変更の可能性あり

handspreadpages
説明 Oracle Solaris OSは双針クロックアルゴリズムを使

用して、メモリー不足のときに再利用の候補となる
ページを探します。最初の針はメモリーに使用され
ていないという印を付けていきます。次の針は、最
初の針の少し後から、そのページに依然として使用
されていないという印が付けられているかを調べま
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す。そうであれば、そのページが再利用の対象にな
ります。最初の針と次の針の間隔が
handspreadpagesです。

データ型 符号なし long

デフォルト fastscan

範囲 1からシステムの物理メモリーの最大ページ数

単位 ページ

動的か はい。このパラメータを変更する場合、カーネルパ
ラメータ reset_handsもゼロ以外の値に設定する必
要があります。handspreadpagesの新しい値が
いったん認識されると、reset_handsはゼロに設定
されます。

検証 値は物理メモリー容量と handspreadpages valueのど
ちらか小さい方に設定されます。

どのような場合に変更するか ページが再利用されるまで置いておく時間を長くす
る場合。この値を増やすと 2つの段階の間の時間が
長くなるため、ページが再利用されるまでの時間が
増えます。

コミットレベル 変更の可能性あり

pages_before_pager
説明 再利用に備えてページを保管する代わりに、入出力

の完了後ただちにページを解放する、システムしき
い値の部分を指定します。このしきい値は
lotsfree + pages_before_pager です。さらに、NFS
環境も、メモリーが不足するとこのしきい値を使用
して非同期の活動を減らします。

データ型 符号付き整数

デフォルト 200

範囲 1から物理メモリーのページ数

単位 ページ

動的か いいえ

検証 なし
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どのような場合に変更するか 入出力の大半が 1回限りのページの読み取りまたは
書き込みであり、二度と参照されない場合、このパ
ラメータを変更することができるかもしれませ
ん。この変数を大きなメモリーの値に設定する
と、ページは空リストに追加され続けます。

システムが繰り返し強いメモリー要求を受ける場合
も、このパラメータを変更することがあります。よ
り大きな値は、この要求に対するより大きな緩衝剤
となります。

コミットレベル 変更の可能性あり

maxpgio
説明 ページングシステムがキューに入れることのできる

ページ入出力要求の最大数を指定します。ページン
グシステムは、実際に使用する最大数を計算するた
めに、この数字を 4で割ります。このパラメータ
は、要求の数を制限する他に、プロセスのスワッピ
ングを制御するためにも使用されます。

データ型 符号付き整数

デフォルト 40

範囲 最小値は 1です。最大値はシステムアーキテク
チャーによって決まります。主に、コントローラや
ディスクの数、そしてディスクのスワップサイズな
どの入出力サブシステムによります。

単位 入出力

動的か いいえ

検証 なし

暗黙的制約 ページャからの入出力要求の最大数は、要求
バッファーのリストのサイズによって制限されま
す。現在のサイズは 256です。

どのような場合に変更するか このパラメータはメモリーのページアウトを早くす
るために増やします。複数のスワップデバイスが構
成されているか、またはスワップデバイスがストラ
イプ化デバイスである場合、この値を増やすとメモ
リー不足の解消が早くなることがあります。既存の
入出力サブシステムは、追加される入出力の負荷に
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対処できる必要があります。また、スワップ
パーティションとアプリケーションファイルが同じ
ディスク上にある場合、スワップ入出力の増加はア
プリケーションの入出力のパフォーマンスを低下さ
せることがあります。

コミットレベル 変更の可能性あり

スワッピング関連パラメータ
Oracle Solaris OSのスワッピングは、swapfs擬似ファイルシステムによって行われま
す。スワップデバイスの空間と物理メモリーを合わせたものが、匿名メモリーの
バッキングストアを維持するために利用可能な空間プールとして扱われます。シス
テムは、バッキングストアとして最初にディスクデバイスから空間を割り当てよう
とし、その次に物理メモリーを使用します。swapfsがバッキングストアとしてシス
テムメモリーを使用しなければならない場合は、swapfsによるメモリーの使いすぎ
によってシステムがデッドロックに陥ることがないように制約が課せられます。

swapfs_reserve
説明 システム (UID = 0)プロセス用に予約するシステム

メモリー容量を指定します。

データ型 符号なし long

デフォルト 4Mバイトと物理メモリーの 1/16のどちらか小さい
方

範囲 最小値は、4Mバイトまたは物理メモリーの 1/16の
どちらか小さい方であり、getpagesizeによって返
されるページサイズに基づくページ数で表されま
す。

最大値は物理メモリーのページ数です。最大値
は、物理メモリーの 10%以内であるべきです。シ
ステムは、「検証」のセクションで記述している場
合以外は、この範囲を強制しません。

単位 ページ

動的か いいえ

検証 なし
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どのような場合に変更するか 変更は一般には必要ありません。ソフトウェアプロ
バイダからの推奨があったり、スワップ空間が取得
できないためにシステムプロセスが終了してしまう
場合だけ変更します。しかし、それより良い解決策
は、物理メモリーかスワップデバイスをシステムに
追加することです。

コミットレベル 変更の可能性あり

swapfs_minfree
説明 システムの他の部分のために、解放しておくべき物

理メモリーの容量を指定します。プロセスのス
ワップ空間としてメモリーを予約しようするとき
に、それによって使用可能なメモリーがこの値を下
回るおそれがあるとシステムが判断する場合、この
要求は拒否されます。この方法で予約されたページ
は、カーネルやユーザーレベルプロセスによって
ロックダウンされた割り当てに対してのみ使用でき
ます。

データ型 符号なし long

デフォルト 2Mバイトと物理メモリーの 12.5%のどちらか大き
い方

範囲 1から物理メモリーのページ数

単位 ページ

動的か いいえ

検証 なし

どのような場合に変更するか システムに使用可能なメモリーがあるのにスワップ
空間が得られないためにプロセスが失敗する場
合、このパラメータ値を削減することを検討してく
ださい。たとえば、システムメモリーの 6.25%を超
えて使用しないようにこの値を変更しても、システ
ムメモリーの 5%未満に削減しないでください。

SPARCシステムでは、この値は
tsb_alloc_hiwater_factorの値の少なくとも 2倍に
するようにします。詳細は、87ページ
の「tsb_alloc_hiwater_factor」を参照してくださ
い。

スワッピング関連パラメータ
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コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、203ページの「swapfs_minfree」を参照し
てください。

カーネルメモリーアロケータ
Oracle Solarisカーネルメモリーアロケータは、カーネル内の各クライアントに使用す
るメモリーのチャンクを配分します。アロケータは、そのクライアントが使用する
さまざまなサイズのキャッシュを作成します。一方、クライアントは、特定サイズ
の構造体の割り当てのためなど、クライアントが使用するキャッシュの作成をアロ
ケータに要求できます。アロケータが管理する各キャッシュに関する統計は、kstat

-c kmem_cacheコマンドで表示できます。

メモリーが壊されたために、システムがパニックになることがまれにありま
す。カーネルメモリーアロケータは、バッファーの各種整合性検査を実行するデ
バッギングインタフェース (一連のフラグ)をサポートします。カーネルメモリーア
ロケータは、アロケータに関する情報も収集します。整合性検査によって、発生ま
ぎわのエラーを検出する機会が得られます。収集された情報は、サポート担当者に
とって、パニックの原因追及を試みるための追加情報となります。

フラグを使用すると、システム操作で余分なオーバーヘッドと余分なメモリーの使
用が発生します。したがって、フラグの使用は、メモリーの損傷が疑われるときだ
けに限るべきです。

kmem_flags
説明 Oracle Solarisカーネルメモリーアロケータには、さ

まざまなデバッグオプションおよびテストオプ
ションがあります。

次に、サポートされる 5つのフラグの設定について
説明します。

カーネルメモリーアロケータ
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フラグ 設定 説明

AUDIT 0x1 アロケータは、自身の活動の最近
の履歴が入ったログを維持しま
す。ログされる項目の数
は、CONTENTSも設定されているか
どうかによって異なります。この
ログは固定の大きさです。領域を
使い果たすと、古い記録から再利
用されます。

TEST 0x2 アロケータは解放されたメモ
リーにパターンを書き込み、その
バッファーを次に割り当てるとき
に、そのパターンが変更されてい
ないことをチェックしま
す。バッファーの一部が変更され
ている場合は、そのバッファーを
前に割り当て、解放したクライア
ントがそのメモリーを使用した可
能性が強いことを意味します。上
書きが検知されると、システムが
パニックになります。

REDZONE 0x4 アロケータは要求された
バッファーの終りに余分のメモ
リーを割り当て、そのメモリーに
特殊なパターンを挿入します。そ
して、バッファーが解放された
ら、パターンをチェックし
て、データがバッファーの終りよ
り後ろに書き込まれていないか調
べます。上書きが検知される
と、カーネルがパニックになりま
す。

CONTENTS 0x8 アロケータは、バッファーが解放
されると、バッファーの内容を
256バイトまでログします。この
フラグを使用するには、AUDITも設
定する必要があります。

これらのフラグの数値は、論理的
に合算し、/etc/systemファイルに
よって設定できます。

カーネルメモリーアロケータ
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フラグ 設定 説明

LITE 0x100 バッファーを割り当てたり解放し
たりするときに、最小限の整合性
検査を行います。このフラグが有
効になっていると、アロケータ
は、レッドゾーンが書き込まれて
いないことや、解放された
バッファーが再び解放されていな
いこと、解放されるバッファーの
サイズが割り当てられたものと同
じであることをチェックしま
す。このフラグは他のフラグと併
用しないでください。

データ型 符号付き整数

デフォルト 0 (無効)

範囲 0 (無効)、1 - 15、256 (0x100)

動的か はい。実行時の変更は、新しいカーネルメモ
リーキャッシュだけに有効です。システムの初期設
定後に新しいキャッシュを作成することはまれで
す。

検証 なし

どのような場合に変更するか メモリーの損傷が疑われる場合

コミットレベル 変更の可能性あり

kmem_stackinfo
説明 カーネルスレッドの作成時に、/etc/systemファイ

ルの kmem_stackinfo変数が有効になっている場
合、カーネルスレッドスタックが、0ではなく、特
定のパターンで埋められます。カーネルスレッドの
実行時に、このカーネルスレッドスタックのパ
ターンが徐々に上書きされます。パターンが見つか
らなくなるまで、スタックの最上部から単純にカウ
ントすることで、カーネルスレッドで使用される最
大のカーネルスタック空間である高位境界値が得ら
れます。このメカニズムにより、次の機能が可能に
なります。

カーネルメモリーアロケータ
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■ システムの現在のカーネルスレッドで実際に使
用されたカーネルスレッドスタックの割合 (高位
境界値)を計算します。

■ カーネルスレッドが終了すると、システム
は、ほとんどのカーネルスレッドスタックを使
用した最後のカーネルスレッドを、終了前
に、小さい循環メモリーバッファーに記録しま
す。

データ型 符号なし整数

デフォルト 0 (無効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか カーネルスレッドスタックの使用状況を監視する場
合。kmem_stackinfoを有効にしていると、カーネル
スレッドの作成と削除のパフォーマンスが低下する
ことに注意してください。詳細は、『Oracle Solaris
Modular Debugger Guide』の第 5章「Built-In
Commands」を参照してください。

ゾーン構成 このパラメータは、大域ゾーン内に設定する必要が
あります。

コミットレベル 変更の可能性あり

一般的なドライバパラメータ

moddebug
説明 このパラメータが有効なとき、モジュールのロード

プロセスの各種ステップについてのメッセージが表
示されます。

データ型 符号付き整数

デフォルト 0 (メッセージを表示しない)

範囲 もっとも有用な値は次のとおりです。

一般的なドライバパラメータ
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■ 0x80000000 – [un] loading...メッセージを出力
します。モジュールがロードされるたびに、次
のようなメッセージがコンソールと
/var/adm/messagesファイルに出力されます。

Apr 20 17:18:04 neo genunix: [ID 943528 kern.notice] load ’sched/TS_DPTBL’ id 15

loaded @ 0x7be1b2f8/0x19c8380 size 176/2096

Apr 20 17:18:04 neo genunix: [ID 131579 kern.notice] installing TS_DPTBL,

module id 15.

■ 0x40000000 –詳細なエラーメッセージを出力し
ます。モジュールがロードされるたびに、次の
ようなメッセージがコンソールと
/var/adm/messagesファイルに出力されます。

Apr 20 18:30:00 neo unix: Errno = 2

Apr 20 18:30:00 neo unix: kobj_open: vn_open of /platform/sun4v/kernel/exec/sparcv9/intpexec fails

Apr 20 18:30:00 neo unix: Errno = 2

Apr 20 18:30:00 neo unix: kobj_open: ’/kernel/exec/sparcv9/intpexec’

Apr 20 18:30:00 neo unix: vp = 60015777600

Apr 20 18:30:00 neo unix: kobj_close: 0x60015777600

Apr 20 18:30:00 neo unix: kobj_open: vn_open of /platform/SUNW,Sun-Fire-T200/kernel/exec/sparcv9

/intpexec fails,

Apr 20 18:30:00 neo unix: Errno = 2

Apr 20 18:30:00 neo unix: kobj_open: vn_open of /platform/sun4v/kernel/exec/sparcv9/intpexec fails

■ 0x20000000 -より詳細なメッセージを出力しま
す。この値は、システムブート時には
0x40000000フラグが出力する以上の詳細情報は
出力しません。モジュールのロード解除時に
は、モジュールの解放に関する詳細情報を出力
します。

これらの値は足し合わせて指定できます。

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか 期待通りにモジュールがロードされない場合や、モ
ジュールのロード中にシステムがハングしている疑
いがある場合。0x4000000を設定すると、多数の
メッセージがコンソールに書き込まれるため、シス
テムのブートがかなり遅くなることに留意してくだ
さい。

コミットレベル 変更の可能性あり

一般的なドライバパラメータ
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ddi_msix_alloc_limit
説明 x86のみ:このパラメータは、デバイスインスタン

スで割り当てることのできるMSI-X (拡張
メッセージ信号割り込み)の数を制御します。既存
のシステムの制限により、デフォルト値は 2で
す。このパラメータの値を大きくすることに
よって、デバイスインスタンスが割り当てることの
できるMSI-X割り込みの数を増やすことができま
す。このパラメータを設定するには、/etc/system

ファイルを編集するか、またはデバイスドライバの
接続が発生する前に mdbを使用してパラメータを設
定します。

データ型 符号付き整数

デフォルト 2

範囲 1から 16

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか デバイスインスタンスが割り当てることのできる
MSI-X割り込みの数を増やすため。ただし、デバイ
スインスタンスが割り当てることのできるMSI-X
割り込みの数を増やすと、割り込み数が不足してす
べての割り当て要求を満足できなくなる可能性があ
ります。この状況が起きた場合、一部のデバイスが
機能を停止したり、システムがブートに失敗したり
する可能性があります。そのような場合は、パラ
メータの値を小さくするか、またはパラメータを削
除してください。

コミットレベル 変更の可能性あり

一般的なドライバパラメータ
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ネットワークドライバパラメータ

igbパラメータ

mr_enable
説明 このパラメータは、igbネットワークドライバに

よって使用される複数の受信および送信キューを有
効または無効にします。このパラメータは、igbド
ライバ接続が発生する前に
/etc/driver/drv/igb.confファイルを編集すること
で設定できます。

データ型 ブール型

デフォルト 1 (複数のキューを無効にする)

範囲 0 (複数のキューを有効にする)または 1 (複数の
キューを無効にする)

動的か いいえ

検証 なし

どのような場合に変更するか igbネットワークドライバによって使用される複数
の受信および送信キューを有効または無効にする場
合。

コミットレベル 変更の可能性あり

intr_force
説明 このパラメータは、igbネットワークドライバに

よって使用されるMSI、MSI-X、またはレガシーな
どの割り込みの種類を強制するために使用しま
す。このパラメータは、igbドライバ接続が発生す
る前に /etc/driver/drv/igb.confファイルを編集す
ることで設定できます。

データ型 符号なし整数

デフォルト 0 (割り込みの種類を強制しない)

範囲 0 (割り込みの種類を強制しない)

1 (MSI-X割り込みの種類を強制する)

ネットワークドライバパラメータ
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2 (MSI割り込みの種類を強制する)

3 (レガシーの割り込みの種類を強制する)

動的か いいえ

検証 なし

どのような場合に変更するか igbネットワークドライバによって使用される割り
込みの種類を強制する場合。

コミットレベル 変更の可能性あり

ixgbeパラメータ

tx_queue_number
説明 このパラメータは、ixgbeネットワークドライバに

よって使用される送信キューの数を制御します。こ
のパラメータの値を大きくすることによって、送信
キューの数を増やすことができます。このパラ
メータは、ixgbeドライバ接続が発生する前に
/etc/driver/drv/ixgbe.confファイルを編集するこ
とで設定できます。

データ型 符号なし整数

デフォルト 8

範囲 1から 32

動的か いいえ

検証 なし

どのような場合に変更するか ixgbeネットワークドライバによって使用される送
信キューの数を変更する場合。

コミットレベル 変更の可能性あり

rx_queue_number
説明 このパラメータは、ixgbeネットワークドライバに

よって使用される受信キューの数を制御します。こ
のパラメータの値を大きくすることによって、受信
キューの数を増やすことができます。このパラ
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メータは、ixgbeドライバ接続が発生する前に
/etc/driver/drv/ixgbe.confファイルを編集するこ
とで設定できます。

データ型 符号なし整数

デフォルト 8

範囲 1から 64

動的か いいえ

検証 なし

どのような場合に変更するか ixgbeネットワークドライバによって使用される受
信キューの数を変更する場合。

コミットレベル 変更の可能性あり

intr_throttling
説明 このパラメータは、ixgbeネットワークドライバの

割り込みスロットリング率を制御します。このパラ
メータの値を小さくすることによって、割り込み率
を高くすることができます。このパラメータ
は、ixgbeドライバ接続が発生する前に
/etc/driver/drv/ixgbe.confファイルを編集するこ
とで設定できます。

データ型 符号なし整数

デフォルト 200

範囲 0から 65535

動的か いいえ

検証 なし

どのような場合に変更するか ixgbeネットワークドライバによって使用される割
り込みスロットリング率を変更する場合。

コミットレベル 変更の可能性あり

rx_limit_per_intr
説明 このパラメータは、ixgbeネットワークドライバに

よって使用される、割り込みあたりの受信
キューバッファー記述子の最大数を制御します。こ
のパラメータの値を大きくすることによって、受信
キューバッファー記述子の数を増やすことができま
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す。このパラメータは、ixgbeドライバ接続が発生
する前に /etc/driver/drv/ixgbe.confファイルを編
集することで設定できます。

データ型 符号なし整数

デフォルト 256

範囲 16から 4096

動的か いいえ

検証 なし

どのような場合に変更するか ixgbeネットワークドライバによって、割り込みあ
たりに処理される受信キューバッファー記述子の数
を変更する場合。

コミットレベル 変更の可能性あり

tx_ring_size
説明 このパラメータは、ixgbeネットワークドライバに

よって使用される送信キューサイズを制御しま
す。このパラメータの値を大きくすることに
よって、送信キューサイズを増やすことができま
す。このパラメータは、ixgbeドライバ接続が発生
する前に /etc/driver/drv/ixgbe.confファイルを編
集することで設定できます。

データ型 符号なし整数

デフォルト 1024

範囲 64から 4096

動的か いいえ

検証 なし

どのような場合に変更するか ixgbe ネットワークドライバによって使用される送
信キューサイズを変更する場合。

コミットレベル 変更の可能性あり

rx_ring_size
説明 このパラメータは、ixgbeネットワークドライバに

よって使用される受信キューサイズを制御しま
す。このパラメータの値を大きくすることに
よって、受信キューサイズを増やすことができま
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す。このパラメータは、ixgbeドライバ接続が発生
する前に /etc/driver/drv/ixgbe.confファイルを編
集することで設定できます。

データ型 符号なし整数

デフォルト 1024

範囲 64から 4096

動的か いいえ

検証 なし

どのような場合に変更するか ixgbe ネットワークドライバによって使用される受
信キューサイズを変更する場合。

コミットレベル 変更の可能性あり

tx_copy_threshold
説明 このパラメータは、ixgbeネットワークドライバに

よって使用される送信バッファーコピーのしきい値
を制御します。このパラメータの値を大きくするこ
とによって、送信バッファーコピーのしきい値を増
やすことができます。このパラメータは、ixgbeド
ライバ接続が発生する前に
/etc/driver/drv/ixgbe.confファイルを編集するこ
とで設定できます。

データ型 符号なし整数

デフォルト 512

範囲 0から 9126

動的か いいえ

検証 なし

どのような場合に変更するか ixgbeネットワークドライバによって使用される送
信バッファーコピーのしきい値を変更する場合。

コミットレベル 変更の可能性あり

rx_copy_threshold
説明 このパラメータは、ixgbeネットワークドライバに

よって使用される受信バッファーコピーのしきい値
を制御します。このパラメータの値を大きくするこ
とによって、受信バッファーコピーのしきい値を増
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やすことができます。このパラメータは、ixgbeド
ライバ接続が発生する前に
/etc/driver/drv/ixgbe.confファイルを編集するこ
とで設定できます。

データ型 符号なし整数

デフォルト 128

範囲 0から 9126

動的か いいえ

検証 なし

どのような場合に変更するか ixgbeネットワークドライバによって使用される受
信バッファーコピーのしきい値を変更する場合。

コミットレベル 変更の可能性あり

一般的な入出力パラメータ

maxphys
説明 物理入出力要求の最大サイズを指定します。要求が

このサイズより大きいと、ドライバはこの要求を
maxphysサイズのチャンクに分割します。個々の
ファイルシステムは独立して制限値を持つことが可
能で、実際に独立した制限値を持ちます。

データ型 符号付き整数

デフォルト 131,072 (sun4uまたは sun4v)または 57,344 (x86)。ワ
イド転送をサポートする sdドライバは 1,048,576を
使用します。ssdドライバはデフォルトで 1,048,576
を使用します。

範囲 マシン固有のページサイズから MAXINT

単位 バイト

動的か はい。しかし、多くのファイルシステムで
は、ファイルシステムがマウントされるときに、こ
の値がマウントポイントごとのデータ構造体に設定
されます。ドライバによっては、デバイスがドライ
バ固有のデータ構造体に設定されるときに、この値
が設定されます。
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検証 なし

どのような場合に変更するか rawデバイスに対する入出力を大きなチャンクで行
う場合。OLTP操作を伴うDBMSでは小さいサイズ
の入出力が頻繁に行われることに留意してくださ
い。その場合、maxphysを変更してもパフォーマン
スの向上は望めません。

コミットレベル 変更の可能性あり

rlim_fd_max
説明 1つのプロセスが開くことのできるファイル記述子

に対して、強い限度を指定します。この制限を
オーバーライドするには、スーパーユーザー特権が
必要です。

データ型 符号付き整数

デフォルト 65,536

範囲 1から MAXINT

単位 ファイル記述子

動的か いいえ

検証 なし

どのような場合に変更するか 1プロセス当たりの最大オープンファイル数が十分
でない場合。ただし、システムには他の制限もある
ため、ファイル記述子の数を増やすことが必ずしも
有用とは限りません。例:
■ 標準入出力を使用する 32ビットプログラムで
は、256ファイル記述子に制限されます。標準
入出力を使用する 64ビットプログラムでは、20
億の記述子まで使用できます。具体的には、標
準入出力は libc(3LIB)の stdio(3C)関数を指しま
す。

■ selectはデフォルトで、fd_setにつき 1024の記
述子に制限されます。詳細は、select(3C)を参
照してください。32ビットアプリケーション
コードは、より大きな fd_setサイズ (65,536以
下)で再コンパイルできます。64ビットアプリ
ケーションの fd_setサイズは 65,536で、変更す
ることはできません。
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システム全体に対してこれを変更する別の方法とし
て plimit(1)コマンドがあります。plimitを使用し
て親となるプロセスの限度を変更すると、すべての
子プロセスがその限度を継承します。この方法は
inetdなどのデーモンに有効です。

コミットレベル 変更の可能性あり

rlim_fd_cur
説明 1つのプロセスが開くことのできるファイル記述子

に対して、「ソフト」限度を指定します。プロセス
は、自身のファイル記述子数限度を、rlim_fd_max

で指定される「強い」限度の範囲内で調整できま
す。それには、setrlimit()呼び出しを使用する
か、プロセスを実行するシェルで limitコマンドを
実行します。「強い」限度の範囲内で値を調整する
場合には、スーパーユーザー特権は必要ありませ
ん。

データ型 符号付き整数

デフォルト 256

範囲 1から MAXINT

単位 ファイル記述子

動的か いいえ

検証 rlim_fd_maxと比較します。rlim_fd_curが
rlim_fd_maxより大きい場合、rlim_fd_curは
rlim_fd_maxにリセットされます。

どのような場合に変更するか 1プロセス当たりのデフォルトのオープンファイル
数が十分でない場合。この値を増やす意味は、プロ
グラムで setrlimitを使用して自身で使用できる最
大ファイル記述子数を増やす必要がなくなる点にあ
ります。

コミットレベル 変更の可能性あり
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一般的なファイルシステムパラメータ

ncsize
説明 ディレクトリ名検索キャッシュ (DNLC)のエントリ

数を指定します。このパラメータ
は、UFS、NFS、および ZFSが、解決されたパス名
の要素をキャッシュするときに使用します。

DNLCは、否定的な検索情報もキャッシュしま
す。これは、キャッシュ内で見つからない名前が
キャッシュされることを意味します。

データ型 符号付き整数

デフォルト (4 x (v.v_proc + maxusers) + 320) + (4 x (v.v_proc +
maxusers) + 320) / 100

範囲 0から MAXINT

単位 DNLCのエントリ

動的か いいえ

検証 ありません。値を増やすと、ファイルシステムのア
ンマウントに必要な時間が増えます。これは、アン
マウントプロセスでそのファイルシステムのエント
リをキャッシュから削除する必要があるためです。

どのような場合に変更するか kstat -n dnlcstatsコマンドを使用して、DNLCが
小さすぎるためにDNLCからエントリが削除され
たことを知ることができます。pick_heuristicパラ
メータと pick_lastパラメータの合計
は、キャッシュが小さすぎるために再利用されたエ
ントリ (そうでなければ有効であったはずのエント
リ)の数を表します。

ncsizeの値が大きすぎると、システムに直接的な
影響があります。システムは、ncsizeの値に基づ
いてDNLCの一連のデータ構造体を割り当てるか
らです。デフォルトで、システムは、ncsizeに 64
バイトの構造体を割り当てます。ufs_ninodeと
nfs:nrnodeが明示的に設定されていないと、この値
はUFSとNFSにさらに影響を与えます。

コミットレベル 変更の可能性あり
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dnlc_dir_enable
説明 大きなディレクトリのキャッシングを有効にしま

す。

注 –このパラメータはNFSまたはZFSファイルシス
テムでは無効です。

データ型 符号なし整数

デフォルト 1 (有効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい。しかし動的には変更しないでください。この
パラメータは、元々無効だった場合に有効にできま
す。または、元々有効だった場合に、無効にできま
す。しかし、有効にし、無効にし、再び有効にする
と、ディレクトリキャッシュが最新の状態を表さな
いことがあります。

検証 いいえ

どのような場合に変更するか ディレクトリキャッシングに既知の問題はありませ
ん。しかし、問題が生じた場合
は、dnlc_dir_enableを 0に設定してキャッシング
を無効にしてください。

コミットレベル 変更の可能性あり

dnlc_dir_min_size
説明 1つのディレクトリでキャッシュする最小エントリ

数を指定します。

注 –このパラメータはNFSまたはZFSファイルシス
テムでは無効です。

データ型 符号なし整数

デフォルト 40

範囲 0からMAXUINT (無制限)
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単位 エントリ

動的か はい、このパラメータはいつでも変更できます。

検証 なし

どのような場合に変更するか 小さいディレクトリのキャッシュにおいてパ
フォーマンスに問題がある場合
は、dnlc_dir_min_sizeを増やします。個々の
ファイルシステムに、キャッシングディレクトリの
独自の範囲限度があることもある点に留意してくだ
さい。

コミットレベル 変更の可能性あり

dnlc_dir_max_size
説明 1つのディレクトリでキャッシュできるエントリの

最大数を指定します。

注 –このパラメータはNFSまたはZFSファイルシス
テムでは無効です。

データ型 符号なし整数

デフォルト MAXUINT (無制限)

範囲 0からMAXUINT

動的か はい、このパラメータはいつでも変更できます。

検証 なし

どのような場合に変更するか 大きなディレクトリでパフォーマンスに問題がある
場合は、dnlc_dir_max_sizeを減らします。

コミットレベル 変更の可能性あり

dnlc_dircache_percent
説明 DNLCディレクトリキャッシュが消費できる物理メ

モリーの最大の割合を計算します。

データ型 整数

デフォルト 100
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範囲 0から 100

単位 %

動的か いいえ

検証 ブート時に値の範囲がチェックされ、デフォルト値
が適用されます。

どのような場合に変更するか システムにメモリー不足が発生し、カーネルメモ
リー使用量が高くなる場合、この値を下げることを
検討してください。デフォルト値でパフォーマンス
上の問題が見られる場合、値を増やすことを検討し
てください。

注 – DNLCはUFSおよびZFSファイルシステムおよ
びNFSクライアントによって使用されます。メモ
リー不足およびカーネルメモリー使用量の増加が発
生するか、ARCまたはその他のカーネル
キャッシュによってメモリーが必要となる場合、高
いパフォーマンスを得るために、このチューニング
可能パラメータの設定を検討する場合もあります。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、203ページの「dnlc_dircache_percent」を
参照してください。

TMPFSパラメータ

tmpfs:tmpfs_maxkmem
説明 TMPFSがデータ構造体 (tmpノードとディレクトリ

エントリ)に使用できるカーネルメモリーの最大量
を指定します。

データ型 符号なし long

デフォルト 1ページまたは物理メモリーの 4% (どちらか大きい
方)。

範囲 1ページのバイト数 (sun4uか sun4vシステムの場合
は 8192、その他のシステムの場合は 4096)か
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ら、TMPFSが最初に使用されたときに存在してい
たカーネルメモリーの 25%。

単位 バイト

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか 次のメッセージがコンソールやメッセージファイル
に出力される場合には、値を増やします。

tmp_memalloc: tmpfs over memory limit

TMPFSがデータ構造体に現在使用しているメモ
リー量は、tmp_kmemspaceフィールドにありま
す。カーネルデバッガを使用すると、このフィール
ドを検証できます。

コミットレベル 変更の可能性あり

tmpfs:tmpfs_minfree
説明 TMPFSがシステムの他の部分のために残しておくスワップ空間の

最小量を指定します。

データ型 符号付き long

デフォルト 512

範囲 0からスワップ空間サイズの最大値

単位 ページ

動的か はい

検証 なし

どのような場合
に変更するか

TMPFSが大量に使用されるシステムで適度なスワップ空間を維持
するために、この値を増やすことができます。次のメッセージが
コンソールやメッセージファイルに出力された場合は、使用量が
この限度に達したことを示しています。

fs-name: File system full, swap space limit exceeded

コミットレベル 変更の可能性あり
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仮想端末
Oracle Solarisソフトウェアでは、仮想端末 (pty)は次の 2つの目的で使用されます。

■ telnet、rlogin、または rshコマンドを使用したリモートログインをサポートす
る。

■ Xウィンドウシステムがコマンドインタープリタウィンドウを作成するときに使
用するインタフェースを提供する。

デスクトップワークステーションの場合、仮想端末のデフォルト値で十分です。し
たがって、チューニングはリモートログオンに使用できる ptyの数に焦点を当てま
す。

ptyのデフォルト値は、現在、システムのメモリー容量に基づいて決まります。この
デフォルト値を変更しなければならないのは、システムにログインできる
ユーザー数を制限したり増やしたりする場合だけです。

構成処理では、次の 3つの関連する変数が使用されます。

■ pt_cnt – pty数のデフォルトの最大値
■ pt_pctofmem – ptyサポート構造体専用に使用できるカーネルメモリーの割合

(%)。ゼロを指定すると、リモートユーザーがシステムにログインすることはで
きません。

■ pt_max_pty – pty数の強い制限の最大値

pt_cntのデフォルト値はゼロで、pt_max_ptyが設定されていない限り、システムは
pct_pctofmemに指定されたメモリー量に基づいてログインを制限します。pt_cntが
ゼロでない場合は、この制限に達するまで ptyが割り当てられます。この制限に達
すると、システムは pt_max_ptyを参照します。pt_max_ptyの値がゼロ以外の場
合、pt_cntと比較されます。pt_cntが pt_max_ptyより小さい場合は、ptyを割り当
てることができます。pt_max_ptyがゼロの場合は、pt_cntが、pt_pctofmemに基づい
てサポートされる ptyの数と比較されます。pt_cntがこの数より小さければ、pty割
り当てが認められます。pt_pctofmemに基づいた制限値が有効となるのは、pt_cntと
ptms_ptymaxのデフォルト値が両方ともゼロの場合だけであることに留意してくださ
い。

ptyの強い制限値を、pt_pctofmemから計算される最大値と異なるものにするに
は、/etc/systemの pt_cntと ptms_ptymaxに望ましい pty数を設定します。この場
合、ptms_pctofmemの設定は関連しません。

システムメモリーの特定の割合を ptyサポートのためだけに割り当て、明示的な限
度の管理をオペレーティングシステムに任せる場合は、次のようにします。

■ /etc/systemの pt_cntと ptms_ptymaxを設定しない。

仮想端末
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■ /etc/systemの pt_pctofmemに望ましい割合 (%)を設定する。たとえば、10%を割
り当てる場合、pt_pctofmem=10。

このメモリーは、ptyのサポートに使用されるまで実際に割り当てられません。しか
し、メモリーがいったん割り当てられると、解放されません。

pt_cnt
説明 使用できる /dev/ptsエントリの数は、システム上

で使用できる物理メモリー容量によって決まる限度
の範囲内で動的です。pt_cntは、システムがサ
ポートできるログイン数の最小値を決める 3つの変
数のうちの 1つです。システムがサポートできる
/dev/ptsデバイスのデフォルトの最大数
は、ブート時に、指定されたシステムメモリーの割
合 (pt_pctofmemを参照)に適合する pty構造体の数
を計算することによって決められます。pt_cntが
ゼロの場合、システムはこの最大数まで割り当てま
す。pt_cntがゼロでない場合は、システムは
pt_cntかデフォルトの最大数のうち大きい方まで
割り当てます。

データ型 符号なし整数

デフォルト 0

範囲 0から maxpid

単位 ログイン /ウィンドウ

動的か いいえ

検証 なし

どのような場合に変更するか システムにリモートからログインできるユーザーの
数を明示的にコントロールしたい場合

コミットレベル 変更の可能性あり

pt_pctofmem
説明 データ構造体が /dev/ptsエントリをサポートする

ために消費できる物理メモリーの最大の割合を指定
します。システムは、/dev/ptsエントリあたり 176
バイトを使用します。
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データ型 符号なし整数

デフォルト 5

範囲 0から 100

単位 %

動的か いいえ

検証 なし

どのような場合に変更するか システムにログインできるユーザーの数を制限する
か増やしたい場合。ゼロを指定すると、リモート
ユーザーがシステムにログインすることはできませ
ん。

コミットレベル 変更の可能性あり

pt_max_pty
説明 システムが提供する ptysの最大数を指定します。

データ型 符号なし整数

デフォルト 0 (システムが定義した最大数を使用する)

範囲 0からMAXUINT

単位 ログイン /ウィンドウ

動的か はい

検証 なし

暗黙的制約 pt_cnt以上にすべきです。値が検査されるの
は、割り当てられた ptys数が pt_cntの値を超過し
てからです。

どのような場合に変更するか システムが、構成値に基づいてより多くのログイン
をサポートできる場合であっても、サポートするロ
グイン数の絶対的な上限を設定したい場合。

コミットレベル 変更の可能性あり
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STREAMSパラメータ

nstrpush
説明 STREAMに追加 (格納)できるモジュールの数を指

定します。

データ型 符号付き整数

デフォルト 9

範囲 9から 16

単位 モジュール

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか ソフトウェアベンダーの指定がある場合。STREAM
が許可されているプッシュカウントを超えて
も、メッセージは出されません。プッシュを試みた
プログラムに EINVALという値が返されます。

コミットレベル 変更の可能性あり

strmsgsz
説明 1つのシステム呼び出しで STREAMに渡

し、メッセージのデータ部分に格納できる最大バイ
ト数を指定します。このサイズを超える write

は、複数のメッセージに分割されます。詳細
は、write(2)のマニュアルページを参照してくださ
い。

データ型 符号付き整数

デフォルト 65,536

範囲 0から 262,144

単位 バイト

動的か はい

検証 なし
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どのような場合に変更するか putmsg呼び出しから ERANGEが返された場合。詳細
は、putmsg(2)のマニュアルページを参照してくだ
さい。

コミットレベル 変更の可能性あり

strctlsz
説明 1つのシステム呼び出しで STREAMに渡

し、メッセージの制御部分に格納できる最大バイト
数を指定します。

データ型 符号付き整数

デフォルト 1024

範囲 0からMAXINT

単位 バイト

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか ソフトウェアベンダーの指定がある場合。この限度
を超えると、putmsg(2)呼び出しから ERANGEが返さ
れます。

コミットレベル 変更の可能性あり

System Vメッセージキュー
System Vメッセージキューは、カーネルが作成したキューを使用してメッセージを
交換する、メッセージ転送インタフェースを提供します。Oracle Solaris環境に
は、メッセージをキューに入れたりキューから取り出したりするためのインタ
フェースが用意されています。メッセージは、自身の型を持つことができま
す。キューに入れる場合、メッセージはキューの終わりに置かれます。キューを解
除する場合は、指定された型の最初のメッセージがキューから削除されます。型が
指定されていない場合は、最初のメッセージが削除されます。

これらのシステムリソースのチューニングについては、『Oracle Solarisのシステム管
理 (Oracle Solarisゾーン、Oracle Solaris 10ゾーン、およびリソース管理)』の第 6
章「リソース制御 (概要)」を参照してください。
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System Vセマフォー
System VセマフォーはOracle Solaris OSで計数型セマフォーを提供します。「セマ
フォー」は、複数のプロセスが共有データオブジェクトにアクセスできるようにす
る場合に使用するカウンタです。System Vセマフォーでは、セマフォーの標準的な
設定/解放操作の他に、必要に応じて増分や減分を行う値を持つことができます (た
とえば、使用可能なリソースの数を表すなど)。System Vセマフォーによって、1組
のセマフォーに同時に操作を実行したり、プロセスが停止した場合にそのプロセス
による最後の操作を取り消したりすることもできます。

System V共有メモリー
System V共有メモリーでは、プロセスによるセグメントの作成が可能です。連携す
るプロセスがそのメモリーセグメントに接続し (セグメントに対するアクセス権が必
要)、セグメントに含まれるデータにアクセスできます。この機能はロード可能モ
ジュールとして実装されます。/etc/systemファイルのエントリには、shmsys:接頭辞
が含まれている必要があります。

DBMSベンダーは、パフォーマンスを高めるために、intimate shared memory (ISM)と
呼ばれる特殊な共有メモリーを使用しています。共有メモリーセグメントを ISMセ
グメントにすると、そのセグメントのメモリーがロックされます。この機能に
よってより高速な入出力経路をたどることができ、メモリーの使用効率が向上しま
す。セグメントを記述する一連のカーネルリソースは、ISMモードでセグメントに
接続するすべてのプロセスによって共有されます。

segspt_minfree
説明 ISM共有メモリーに割り当てることのできないシス

テムメモリーのページ数を指定します。

データ型 符号なし long

デフォルト 最初の ISMセグメントが作成されるときに使用可
能なシステムメモリーの 5%

範囲 物理メモリーの 0から 50 %

単位 ページ

動的か はい

System V共有メモリー
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検証 ありません。値が小さすぎると、メモリーが ISM
セグメントに消費される時に、システムがハングし
たりパフォーマンスが大幅に低下することがありま
す。

どのような場合に変更するか 大量のメモリーがあるデータベースシステムで ISM
を使用する場合、このパラメータの値を引き下げる
ことができます。ISMセグメントが使用されない場
合には、このパラメータの効果はありません。大量
のメモリーを備えたマシンでは、ほぼ間違いな
く、最大値 128Mバイト (0x4000)で十分です。

コミットレベル 変更の可能性あり

スケジューリング

disp_rechoose_interval
説明 以前の rechoose_intervalパラメータと同様、この

パラメータは、プロセスが最後に実行されたCPU
のすべてのアフィニティーが失われたとみなされる
までの時間を指定します。ただし、このパラメータ
はより細かい時間の増分で設定します。このパラ
メータは、非推奨の rechoose_intervalパラメータ
の代わりに使用する必要があります
が、rechoose_intervalパラメータも /etc/system

ファイルに設定されている場合に引き続き受け付け
られます。

この期間が過ぎると、すべてのCPUはスレッドス
ケジューリングの候補と見なされます。このパラ
メータは、リアルタイムクラスのスレッドには適用
されませんが、ほかのすべてのスケジューリングク
ラスのスレッドに適用されます。

このパラメータの値を変更する場合に、次の手順
で、mdbを使用します。

1. ナノ秒を、拡大縮小しない時間に変換しま
す。たとえば、5,000,000ナノ秒ベースの値
を、拡大縮小しない時間に変換するには、次の
構文を使用します。

スケジューリング
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# mdb -kw

.

.

.

> 0t5000000::time -u

0xb6a444

2. disp_rechoose_intervalを拡大縮小しない時間
の値に設定します。たとえば、前の手順で返さ
れた値を指定します。

> disp_rechoose_interval /Z 0xb6a444

disp_rechoose_interval: 0x447d998 = 0xb6a444

3. disp_rechoose_intervalが正しい値に設定され
ていることを確認します。例:

> disp_rechoose_interval::print

0xb6a444

データ型 符号付き整数

デフォルト 3

範囲 0からMAXINT

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか キャッシュが大きい場合、極めて重要なプロセスが
システムで動作している場合や、データアクセスパ
ターン以外の原因により、一連のプロセスで過度の
キャッシュミスが発生していると思われる場合。

このパラメータを変更する前に、プロセッサセット
の機能またはプロセッサバインディングの使用を検
討してください。詳細は、psrset(1M)または
pbind(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、202ページ
の「disp_rechoose_interval」を参照してくださ
い。

スケジューリング
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タイマー

hires_tick
説明 このパラメータを設定すると、Oracle Solaris OSは

システムクロックレートとして、デフォルト値の
100ではなく 1000を使用します。

データ型 符号付き整数

デフォルト 0

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か いいえ。新しいシステムタイミング変数はブート時
に設定されます。ブート後は、このパラメータは参
照されません。

検証 なし

どのような場合に変更するか 10ミリ秒未満、1ミリ秒以上の分解能を持つタイム
アウトが必要な場合

コミットレベル 変更の可能性あり

timer_max
説明 使用できるPOSIXタイマーの数を指定します。

データ型 符号付き整数

デフォルト 1000

範囲 0からMAXINT

動的か いいえ。値を増やすと、システムクラッシュを起こ
す可能性があります。

検証 なし

どのような場合に変更するか システムのデフォルトのタイマー数では不十分な場
合。アプリケーションは timer_createシステム
コールの実行時に、EAGAINエラーを受け取りま
す。

コミットレベル 変更の可能性あり

タイマー
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SPARCシステム固有のパラメータ
次のパラメータは、sun4vおよび SPARC M-Series sun4uプラットフォームに適用され
ます。

tsb_alloc_hiwater_factor
説明 tsb_alloc_hiwaterを初期化して、変換ストレージ

バッファー (TSB)に割り当てることのできる物理メ
モリー量に、次のように上限を設けます。

tsb_alloc_hiwater =物理メモリー (バイト数) /
tsb_alloc_hiwater_factor

TSBに割り当てられたメモリーが
tsb_alloc_hiwaterの値と等しい場合、TSBメモ
リー割り当てアルゴリズムはマッピングされていな
いページとしてTSBメモリーを再利用しようとし
ます。

この係数を使用して tsb_alloc_hiwaterの値を増や
す場合は、注意が必要です。システム停止を防止す
るには、高位境界値が swapfs_minfreeと
segspt_minfree の値よりかなり小さくなるように
する必要があります。

データ型 整数

デフォルト 32

範囲 1からMAXINIT

係数 1の場合、すべての物理メモリーをTSBに割り
当てることができるようになるので、システムが停
止する可能性があります。また、係数が大きすぎる
と、TSBに割り当てることのできるメモリーが残ら
ないので、システムパフォーマンスが低下します。

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか 非常に大型の共有メモリーセグメントに接続するプ
ロセスがシステムに多数ある場合、このパラメータ
値を変更します。ほとんどの場合、この変数の
チューニングは不要です。

SPARCシステム固有のパラメータ
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コミットレベル 変更の可能性あり

default_tsb_size
説明 すべてのプロセスに割り当てる初期変換ストレージ

バッファー (TSB)のサイズを選択します。

データ型 整数

デフォルト デフォルト値は 0 (8Kバイト)で、これは 512エント
リに対応します。

範囲 指定可能な値は、次のとおりです。

値 説明

0 8Kバイト

1 16Kバイト

3 32Kバイト

4 128Kバイト

5 256Kバイト

6 512Kバイト

7 1Mバイト

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか 通常、この値を変更する必要はありません。しか
し、システム上のプロセスの大半が平均より大きい
作業用セットを使用する場合、または常駐セットサ
イズ (RSS)のサイズ調整が無効な場合は、この値を
変更することによって利益が得られることもありま
す。

コミットレベル 変更の可能性あり

enable_tsb_rss_sizing
説明 TSB発見的容量調整に基づく常駐セットサイズ

(RSS)を有効にします。

SPARCシステム固有のパラメータ
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データ型 ブール型

デフォルト 1 (TSBのサイズ変更が可能)

範囲 0 (TSBは tsb_default_sizeのまま)または 1 (TSBの
サイズ変更が可能)

0に設定した場合、tsb_rss_factorは無視されま
す。

動的か はい

検証 はい

どのような場合に変更するか 0に設定すると、TSBの増加を防ぐことができま
す。ほとんどの場合、このパラメータはデフォルト
設定のままにしておくべきです。

コミットレベル 変更の可能性あり

tsb_rss_factor
説明 RSS発見的容量調整のRSS対TSB範囲比を制御しま

す。この係数を 512で割ると、TSBがサイズ変更候
補とみなされるまでに、メモリーに常駐していなけ
ればならないTSB範囲の割合が出ます。

データ型 整数

デフォルト 384。これは 75%の値になります。このため、TSB
が 3/4に達するとサイズが増やされます。いくつか
の仮想アドレスは通常、TSBの同じスロットに
マップされます。したがって、TSBが 100%に達す
る前に衝突が起こることがあります。

範囲 0から 512

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか TSBでの仮想アドレスの衝突による場合など、シス
テムがTSBミスに起因する過度の数のトラップに
直面している場合は、この値を 0に減らしてもよい
かもしれません。

たとえば、tsb_rss_factorを 384 (事実上は 75%)で
はなく 256 (事実上は 50%)に変更すると、状況に
よっては、TSBにおける仮想アドレスの衝突を排除

SPARCシステム固有のパラメータ
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できることがありますが、特に負荷の大きいシステ
ムでは、カーネルメモリーの使用量が増えます。

TSBの動きは、trapstat -Tコマンドで監視できま
す。

コミットレベル 変更の可能性あり

近傍性グループのパラメータ
このセクションでは、NUMA (Non-Uniform Memory Architecture)を使用するどの
SPARCまたは x86システムにも適用できる、汎用的なメモリーチューニング可能パ
ラメータについて説明します。

lpg_alloc_prefer
説明 大規模なメモリーページの割り当てを行う際に、要

求されたページサイズがローカルのメモリーグ
ループ内ではすぐに利用できないがリモートメモ
リーグループからであれば要求を満たせるときに
ヒューリスティックを制御します。

デフォルトでは、ローカルの空きメモリーは断片化
されているが、リモートの空きメモリーは断片化さ
れていない場合に、Oracle Solaris OSはリモート大
規模ページを割り当てます。このパラメータを 1に
設定した場合、大規模なメモリーページをローカル
で割り当てるため、たとえばローカルのメモリーグ
ループ内で小さなページを集めて大きなページに合
体させるといった追加動作が行われます。

データ型 ブール型

デフォルト 0 (ローカルの空きメモリーが断片化されてい
て、リモートの空きメモリーが断片化されていない
場合は、リモート割り当てを優先する)

範囲 0 (ローカルの空きメモリーが断片化されてい
て、リモートの空きメモリーが断片化されていない
場合は、リモート割り当てを優先する)

近傍性グループのパラメータ
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1 (ローカルの空きメモリーが断片化されてい
て、リモートの空きメモリーが断片化されていない
場合でも、可能な場合は常にローカル割り当てを優
先する)

動的か いいえ

検証 なし

どのような場合に変更するか このパラメータを 1に設定することが考えられるの
は、システム上で長時間動作する複数のプログラム
が割り当てる傾向にあるメモリーが単一のプログラ
ムによってアクセスされている場合、または複数プ
ログラムのグループによってアクセスされるメモ
リーが同じ近傍性グループ (lgroup)内で使用されて
いることがわかっている場合です。これらの状況で
は、ページ合体操作の余分なコストをプログラムの
長い実行時間にわたって償却することができます。

このパラメータをデフォルト値 (0)のままにするこ
とが考えられるのは、複数のプログラムが異なる近
傍性グループにわたってメモリーを共有する傾向に
ある場合や、ページが短期間だけ使用される傾向に
ある場合です。このような状況では、特定の場所に
おける割り当てよりも、要求されたサイズをすばや
く割り当てることの方がより重要となります。

TLBの誤動作は、trapstat -Tコマンドを使用して
監視できます。

コミットレベル 不確実

lgrp_mem_pset_aware
説明 プロセスがユーザープロセッサセット内で実行され

ている場合は、この変数によって、このプロセスの
ためにランダムに配置されたメモリーがシステム内
のすべての lgroupから選択されるのか、またはプ
ロセッサセット内のプロセッサで構成されている
lgroupのみから選択されるのかが決定されます。

プロセッサセットの作成についての詳細
は、psrset(1M)を参照してください。

データ型 ブール型

近傍性グループのパラメータ
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デフォルト 0。Oracle Solaris OSはシステム内のすべての lgroup
からメモリーを選択します

範囲
■ 0。Oracle Solaris OSはシステム内のすべての

lgroupからメモリーを選択します (デフォル
ト)。

■ 1。プロセッサセット内のプロセッサで構成され
ている lgroupのみからメモリーを選択しようと
試みます。最初の試みが失敗した場合は、任意
の lgroup内のメモリーを割り当てることができ
ます。

動的か いいえ

検証 なし

どのような場合に変更するか この値を 1に設定すると、プロセッサセットがほか
のアプリケーションからアプリケーションを切り離
すために使用されている場合に、再現性のあるパ
フォーマンスが得られる可能性があります。

コミットレベル 不確実

近傍性グループのパラメータ
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Oracle Solaris ZFSチューニング可能パラ
メータ

この章では、システムおよびアプリケーションの要件に応じて考慮する必要がある
ZFSチューニング可能パラメータについて説明します。さらに、データベース製品と
一緒に ZFSを使用する際のチューニング可能パラメータの推奨事項も提供します。

■ 94ページの「ZFSのチューニングの考慮事項」
■ 94ページの「ZFS ARCパラメータ」
■ 96ページの「ZFSファイルレベルプリフェッチ」
■ 97ページの「ZFSデバイスの入出力キューの深さ」
■ 98ページの「フラッシュストレージ使用時の ZFSのチューニング」
■ 103ページの「データベース製品に対する ZFSのチューニング」

チューニング可能パラメータ情報の記載箇所

チューニング可能パラメータ 参照先

Oracle Solarisカーネルチューニング可能パラ
メータ

第 2章「Oracle Solarisカーネルチューニング可
能パラメータ」

NFSチューニング可能パラメータ 第 4章「NFSチューニング可能パラメータ」

インターネットプロトコル群のチューニング可
能パラメータ

第 5章「インターネットプロトコル群の
チューニング可能パラメータ」

3第 3 章
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ZFSのチューニングの考慮事項
ZFSをチューニングする前に、次の考慮事項を検討してください。

■ 一般的に、デフォルト値が最適値です。より適切な値が存在する場合、それがデ
フォルトになっているはずです。代替の値は特定のワークロードに役立つ場合も
ありますが、何らかの別の側面でパフォーマンスを低下させる可能性がきわめて
高くなります。場合によっては、破局的な結果となります。

■ ZFSのチューニングを適用する前に、ZFSのベストプラクティスに従うようにし
ます。これらの方法は、さまざまな環境で動作することが証明された一連の推奨
で、予見できる将来にわたって動作し続けることが見込まれています。した
がって、チューニングを行う前に、ベストプラクティスを読んで理解するように
してください。詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理: ZFSファイルシステム』の第
12章「推奨のOracle Solaris ZFSプラクティス」を参照してください。

■ 別途記載のないかぎり、チューニング可能パラメータはグローバルであり、シス
テム全体にわたって ZFSの動作に影響を及ぼします。

ZFS ARCパラメータ
このセクションでは ZFS ARCの動作に関するパラメータについて説明します。

zfs_arc_min
説明 ZFS適応型置換キャッシュ (ARC)の最小サイズを決

定します。95ページの「zfs_arc_max」も参照して
ください。

データ型 符号なし整数 (64ビット)

デフォルト 64Mバイト

範囲 64Mバイトから zfs_arc_max

単位 バイト

動的か いいえ

検証 はい、範囲が検証されます。

どのような場合に変更するか システムのメモリー負荷要求が変動するとき、ZFS
ARCは要求の少ない時期はデータを
キャッシュし、要求の多い時期は縮小します。ただ
し、ZFSは zfs_arc_minの値を下回って縮小するこ
とはありません。一般には、デフォルト値を変更す
る必要はありません。

ZFSのチューニングの考慮事項
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コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、201ページの「zfs_arc_min」を参照してく
ださい。

zfs_arc_max
説明 ZFS適応型置換キャッシュ (ARC)の最大サイズを決

定します。94ページの「zfs_arc_min」も参照して
ください。

データ型 符号なし整数 (64ビット)

デフォルト 搭載メモリーが 4Gバイト未満のシステムでは、メ
モリーの 75%

搭載メモリーが 4Gバイトを超えるシステムで
は、physmemから 1Gバイトを引いた値

範囲 64Mバイトから physmem

単位 バイト

動的か いいえ

検証 はい、範囲が検証されます。

どのような場合に変更するか 将来のメモリー要求が非常に大きく、十分に定義さ
れている場合、ARCがメモリー要求と競合しない
ように、このパラメータの値を減らしてARCを制
限することを検討できます。たとえば、将来の負荷
がメモリーの 20%を要求することがわかっている
場合、残りの 80%より多くのメモリーを消費しな
いようにARCを制限することは意味があります。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、201ページの「zfs_arc_max」を参照してく
ださい。
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ZFSファイルレベルプリフェッチ

zfs_prefetch_disable
説明 このパラメータは、zfetchと呼ばれるファイルレ

ベルプリフェッチメカニズムを決定します。このメ
カニズムはファイルの読み取りパターンを参照
し、一部の読み取りを予測することによって、アプ
リケーションの待ち時間を削減します。現在の動作
には 2つの欠点があります。
■ 少量の読み取りからなる順次読み取りパターン
では、キャッシュ内でヒットする頻度が非常に
高くなります。この場合、現在の動作は次に実
行する入出力を検出しようとするために大量の
CPU時間を消費し、一方で、パフォーマンスは
CPUの可用性によって大きく支配されます。

■ zfetchコードが一部の負荷のスケーラビリ
ティーを制限するということが報告されていま
す。CPUプロファイリングは、ここに記載する
ように、lockstat -Iコマンドまたは er_kernel

を使用して実行できます。

http://developers.sun.com/

prodtech/cc/articles/perftools.html

プリフェッチは /etc/systemファイルの
zfs_prefetch_disableを設定することによって
無効にできます。

デバイスレベルプリフェッチは
zfs_vdev_cache_sizeを無効にすると無効化され
ます。つまり、zfs_vdev_cache_sizeが無効化さ
れると、vdev cache shift のチューニングは不
要になります。

データ型 ブール型

デフォルト 0 (有効)

範囲 0 (有効)または 1 (無効)

動的か はい

検証 いいえ
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どのような場合に変更するか er_kernelの結果、zfetch_*機能にかなりの時間が
かかることが示されたり、または lockstatによる
ロックのプロファイリングで zfetchロックに関す
る競合が示される場合は、ファイルレベルプリ
フェッチを無効化することを検討するようにしてく
ださい。

コミットレベル 変更の可能性あり

ZFSデバイスの入出力キューの深さ

zfs_vdev_max_pending
説明 このパラメータは、各デバイスに対する保留中の同

時入出力の最大数を制御します。

データ型 整数

デフォルト 10

範囲 0からMAXINT

動的か はい

検証 いいえ

どのような場合に変更するか LUNが多数のディスクドライブで構成されるスト
レージアレイでは、ZFSキューが読み取り IOPSの
制限要因となる可能性があります。この動作は、補
助スピンドルが存在するかぎりできるだけ多くの
LUNを ZFSストレージプールに提供するというベ
ストプラクティスの根拠の 1つになります。つま
り、10個のディスクによるアレイレベルのRAIDグ
ループで LUNを作成した場合、5から 10個の LUN
を使用してストレージプールを構築すると、ZFSは
十分な入出力キューを管理できるようになり、この
特定のチューニング可能パラメータを設定する必要
はありません。

ただし、別個のインテントログが使用されておら
ず、プールが JBODディスクで構成されている場合
は、ディスクリソースへの競合が発生しているた
め、小さい zfs_vdev_max_pending値 (10など)を使
用すると、同期書き込みの待ち時間が改善される可
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能性があります。別々のインテントログデバイスを
使用すると、これらの同期書き込みは、非同期書き
込みの深いキューと競合しないため、同期書き込み
を多用する負荷に対してこのパラメータをチューニ
ングする必要性が軽減されます。

ボリュームが少数のスピンドルで構成されている場
合、NVRAMベースのストレージアレイでは、この
パラメータをチューニングしても効果は期待されま
せん。ただし、ZFSに提供されたボリュームが多数
のスピンドル (10を超える)で構成されている場
合、このパラメータはボリュームで得られる読み取
りスループットを制限する可能性があります。この
理由は、LUNあたり最大 10または 35の入出力が
キューに入るため、ストレージスピンドルあたりの
入出力は 1を下回ることになり、個々のディスクが
それらの IOPSを発揮するのに十分ではないためで
す。この問題は、iostat actvキュー出力が
zfs_vdev_max_pendingの値に近づいていることとし
て示されます。

デバイスドライバも、LUNあたりの未処理入出力
数を制限することがあります。大量の並行 IOPSを
処理できるストレージアレイ上で LUNを使用して
いる場合、デバイスドライバの制約も並行性を制限
することがあります。システムで使用しているドラ
イバの構成を調べてください。たとえば、QLogic
ISP2200、ISP2300、および SP212ファミリ FCl HBA
(qlc)ドライバの制限は、/kernel/drv/qlc.confの
execution-throttleパラメータとして説明されていま
す。

コミットレベル 変更の可能性あり

フラッシュストレージ使用時のZFSのチューニング
次の情報は、Flash SSD、F20 PCIe Acceleratorカード、F40 PCIe Acceleratorカード、お
よび F5100フラッシュストレージアレイに適用されます。

フラッシュストレージで ZFSを使用する場合は、次の一般的なコメントを確認して
ください。
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■ ZIL (ZFSインテントログ)には、永続的メモリーを使用するコントローラによって
管理された LUNまたは低遅延ディスク (使用可能な場合)の使用を検討してくださ
い。このオプションは、コミットの遅延を短縮するためのフラッシュの使用に比
べて、費用対効果が大幅に向上する場合があります。ログデバイスのサイズ
は、最大書き込みスループットを 10秒間保持するのに十分な大きさのみにとどめ
る必要があります。例として、ストレージアレイベースの LUNや、バッテリーで
保護された書き込みキャッシュを持つHBAに接続されたディスクがあります。
このようなデバイスが使用できない場合は、ZFSストレージプール内のログデバ
イスとして使用するために、フラッシュデバイスの個別のプールをセグメント分
割します。

■ F40および F20 Flash Acceleratorカードは 4つの独立したフラッシュモジュールを
内蔵し、それをOSにエクスポートします。F5100は、最大 80の独立したフ
ラッシュモジュールを内蔵します。各フラッシュモジュールは、オペレーティン
グシステムには 1つのデバイスとして表示されます。SSDは、OSによって 1つの
デバイスとして表示されます。フラッシュデバイスは、特にNFSサーバーで使用
された場合、コミットの遅延を削減するために ZFSログデバイスとして使用され
る場合があります。たとえば、フラッシュデバイスの 1つのフラッシュモ
ジュールを ZFSログデバイスとして使用することよって、1つの軽量スレッド操
作の遅延を 10分の 1に短縮できます。大量の同期操作のスループットを向上させ
るには、さらに多くのフラッシュデバイスをまとめてストライプ化できます。

■ ログデバイスは、信頼性のためにミラー化してください。最大の保護を実現する
ために、ミラーは個別のフラッシュデバイス上に作成してください。F20および
F40 PCIeアクセラレータカードの場合は、ミラーを異なる物理 PCIeカード上に配
置することによって最大の保護が実現されます。F5100ストレージアレイでの最
大の保護は、ミラーを個別の F5100デバイス上に配置することによって実現され
ます。

■ ログデバイスとして使用されていないフラッシュデバイスは、2番目のレベルの
キャッシュデバイスとして使用できます。これは、プライマリディスクスト
レージから IOPSの負荷を軽減するだけでなく、一般的に使用されるデータの読
み取りの遅延を改善させるためにも役立ちます。

ZFSログデバイスまたはキャッシュデバイスとし
てのフラッシュデバイスの追加
ZFSログデバイスまたはキャッシュデバイスとしてフラッシュデバイスを追加する場
合は、次の推奨事項を確認してください。

■ zpool addコマンドを使用すると、ZFSログデバイスまたはキャッシュデバイスを
既存の ZFSストレージプールに追加できます。zpool addコマンドは、十分に注意
して使用してください。ログデバイスを通常のプールデバイスとして誤って追加
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すると、そのプールを破棄し、最初から復元する作業が必要になります。個々の
ログデバイス自体をプールから削除できます。

■ アクティブなストレージに対してこの操作を実行しようとする前に、zpool add

コマンドについて十分に理解してください。zpool add -nオプションを使用する
と、構成を作成することなく構成をプレビューできます。たとえば、次の正しく
ない zpool addプレビュー構文は、デバイスをログデバイスとして追加しようと
しています。

# zpool add -n tank c4t1d0

vdev verification failed: use -f to override the following errors:

mismatched replication level: pool uses mirror and new vdev is disk

Unable to build pool from specified devices: invalid vdev configuration

ログデバイスを既存のプールに追加するための正しい zpool addプレビュー構文
を次に示します。

# zpool add -n tank log c4t1d0

would update ’tank’ to the following configuration:

tank

mirror

c4t0d0

c5t0d0

logs

c4t1d0

複数のデバイスが指定された場合は、それらがまとめてストライプ化されま
す。詳細は、次の例または zpool(1M)を参照してください。

フラッシュデバイス c4t1d0を ZFSログデバイスとして追加できます。

# zpool add pool log c4t1d0

2つのフラッシュデバイスを使用できる場合は、ミラー化されたログデバイスを追加
できます。

# zpool add pool log mirror c4t1d0 c4t2d0

使用可能なフラッシュデバイスを読み取り用のキャッシュデバイスとして追加でき
ます。

# zpool add pool cache c4t3d0

キャッシュデバイスはミラー化できず、まとめてストライプ化されます。

# zpool add pool cache c4t3d0 c4t4d0
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フラッシュおよびNVRAMストレージデバイスの
適切なキャッシュフラッシュ動作の保証
ZFSは、ディスクレベルキャッシュを管理するストレージデバイスと一緒に動作する
ように設計されています。ZFSは一般的にストレージデバイスに対し、キャッシュフ
ラッシュをリクエストすることによって、データを安定したストレージ上に安全に
配置するよう要求します。JBODストレージの場合、これは設計どおりに動作するた
め問題はありません。NVRAMベースの多くのストレージアレイでは、アレイが
キャッシュフラッシュリクエストを取得し、それを無視せずに何らかの処理を実際
に行う場合、パフォーマンスの問題が発生することがあります。一部のストレージ
アレイでは、NVRAM保護によってこれらのキャッシュが安定したストレージと同
様に維持されているにもかかわらず、大量のキャッシュをフラッシュします。

ZFSは uberblock更新のあと、頻繁でないフラッシュを (5秒程度の間隔で)実行しま
す。頻繁でないフラッシュはあまり重要でないため、このチューニングの根拠とは
なりません。ZFSはまた、アプリケーションが同期書き込みをリクエストするたびフ
ラッシュを実行します (O_DSYNC、fsync、NFSコミットなど)。このタイプのフ
ラッシュが終了するまでアプリケーションが待機するため、パフォーマンスに影響
します。実際には、大きく影響します。パフォーマンスの観点からは、これにより
NVRAMベースのストレージを使用するメリットが相殺されます。

キャッシュフラッシュのチューニングは、ログデバイスとして使用された場合のフ
ラッシュデバイスのパフォーマンス向上に役立つことが最近示されました。ZFSに公
開されているすべての LUNがNVRAMで保護されたストレージアレイのものであ
り、かつ保護されていない LUNが将来追加されないことが手順によって保証される
場合は、zfs_nocacheflushを設定することによって、フラッシュリクエストを発行
しないように ZFSをチューニングできます。ZFSに公開された一部の LUNが
NVRAMによって保護されていない場合、このチューニングによって、データ損
失、アプリケーションレベルの破壊、またはプールの破壊が生じる可能性がありま
す。NVRAM保護されている一部のストレージアレイでは、キャッシュフ
ラッシュコマンドは無操作であるため、このような状況でチューニングしてもパ
フォーマンスに差はありません。

最新のOS変更ではフラッシュリクエストの意味が限定され、ストレージデバイスが
適切に保護されている場合は、それらのデバイスにこのリクエストを無視するよう
指示されます。この変更には、ディスクドライバに対する修正と、NVRAMデバイ
スでこの更新内容をサポートするための修正が必要です。NVRAMデバイスがこの
機能強化を認識しない場合は、次の手順を使用して、アレイにキャッシュ同期化コ
マンドを送信しないよう Solaris OSに指示します。この手順を使用する場合は、すべ
てのターゲット LUNが実際にNVRAMで保護されていることを確認してください。

フラッシュおよびNVRAMデバイスが未対応のデバイスであること
や、キャッシュをフラッシュする必要がないことをOSに正しく通知しない場合があ
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ります。キャッシュのフラッシュは負荷の大きい操作です。場合によっては、不必
要なフラッシュによってパフォーマンスが大幅に低下する場合があります。

次のチューニングエントリを適用する前に、次の zfs_nocacheflush構文の制限を確
認してください。

■ 次のチューニング構文を sd.confに含めることができますが、ベンダー/製品につ
き 1つの sd-config-listエントリのみにする必要があります。

■ 複数のデバイスエントリが必要な場合は、次の構文を使用すると、ベンダー ID
と sdチューニング文字列の複数のペアを同じ行に指定できます。

# "012345670123456789012345","tuning ",
sd-config-list="|-VID1-||-----PID1-----|","param1:val1, param2:val2",

"|-VIDN-||-----PIDN-----|","param1:val1, param3:val3";

前の例で説明されているように、ベンダー ID (VID)文字列が 8文字にパディング
され、製品 ID (PID)文字列が 16文字にパディングされていることを確認してくだ
さい。

注意 –デバイスによって、すべてのキャッシュ同期化コマンドが無視されます。自己
責任において使用してください。

1. formatユーティリティーを使用して、ストレージアレイの LUNで inquiryサブコ
マンドを実行します。例:

# format

.

.

.

Specify disk (enter its number): x

format> inquiry

Vendor: ATA

Product: Marvell

Revision: XXXX

format>

2. アーキテクチャーに基づいて、次のいずれかを選択します。
■ F40フラッシュデバイスの場合は、/kernel/drv/sd.confに次のエントリを追加
します。次のエントリで、「ATA」が 8文字にパディングさ
れ、「3E128-TS2-550B01」に 16文字が含まれていることを確認してくださ
い。文字列の全体の長さは 24です。

sd-config-list="ATA 3E128-TS2-550B01","disksort:false, cache-non:true";
■ F20および F5100フラッシュデバイスの場合は、アーキテクチャーに基づい
て、次のいずれかを選択します。次のエントリでは、「ATA」が 8文字にパ
ディングされ、「MARVELL SD88SA02」に 16文字が含まれています。文字列の全
体の長さは 24です。
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■ 多くの SPARCアーキテクチャー – /kernel/drv/ssd.confに次のエントリを追加
します。

ssd-config-list = "ATA MARVELL SD88SA02","throttle-max:32, disksort:false, cache-non:true";
■ x64およびいくつかの SPARCドライバ – /kernel/drv/sd.confに次のエントリ
を追加します。

ssd-config-list="ATA MARVELL SD88SA02","throttle-max:32, disksort:false, cache-non:true";

3. 示されているように、sd-config-listエントリでベンダー ID (VID) (ここでは ATA)
の長さが 8文字になり、製品 ID (PID) (ここでは MARVELL)の長さが 16文字になる
ように、注意深く空白を追加します。

4. システムをリブートします。
パフォーマンスに悪影響を与えることなく、zfs_nocacheflushを元のデフォルト
値 (0)にチューニングできます。

フラッシュデバイスの SCSIマッピング解除に関する考慮事項
Solaris 11.1 OSには、SCSIマッピング解除ルーチンの過剰な呼び出しを発生させてい
た問題があります。この特定の問題は、フラッシュのパフォーマンスに悪影響を与
えます。回避方法として、次のようにマッピング解除機能を無効にします。

■ /etc/systemファイル内に次のエントリを含めます。

set zfs:zfs_unmap_ignore_size=0

■ システムをリブートします。

データベース製品に対するZFSのチューニング
ZFSをデータベース製品と一緒に使用するとき、次の考慮事項を検討してください:

■ データベースで入出力に固定ディスクブロックまたは固定レコードサイズを使用
している場合、ZFS recordsizeプロパティーをこれに一致するように設定してく
ださい。複数のファイルシステムが単一プールを共有している場合であって
も、ファイルシステム単位で実行できます。

■ ZFSの copy-on-write設計により、recordsizeを低くチューニングすること
は、バッチレポートクエリーを犠牲にしてOLTPパフォーマンスを改善する方法
です。

■ ZFSは、ディスク上に格納されているすべてのブロックにチェックサムを実行し
ます。これにより、データベース層でデータのチェックサムを追加して行う必要
性が軽減されます。データベース層の代わりに ZFSによってチェックサムを計算
する場合は、データがアプリケーションに戻される前に矛盾を捕捉して修正する
ことができます。
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■ UFSの設計の一部の不備を克服し、データのダブルバッファリングを除去するた
めに、UFS直接入出力が使用されます。ZFSでは、UFSの設計の不備は存在せ
ず、ZFSは primarycacheおよび secondarycacheプロパティーを使用してARC内の
バッファリングデータを管理します。secondarycache (L2ARC)プロパティーを使
用してランダム読み取りを改善するためには、primarycacheプロパティーも有効
にする必要があることに注意してください。

■ プールのパフォーマンスを維持するには、プール領域の使用率を 90%以下に維持
してください。

Oracleデータベース用のZFSのチューニング
ZFSは単一インスタンスモードのすべてのOracleデータベースバージョンについて
推奨されます。ZFSは、Oracle RACデータベースがNFS共有ファイルシステムとし
て使用可能な場合、これと一緒に使用できます。

ZFSをOracleデータベース用にチューニングすることについての次の推奨事項を検
討してください:

■ 最新の Solarisリリースを実行中であることを確認します
Solaris 10 9/10リリースを最低限の開始点として、最新の Solaris 10または Solaris 11
リリースを起動します。

■ 必要な場合、ZFSストレージプール用の LUNを作成します
使用しているストレージアレイ用ツールを使用して、ZFSストレージプールに提
供される LUNを作成します。または、ミラー化された ZFSストレージプール用に
ディスク全体を使用することを検討します。詳細については、『Oracle Solaris 11.1
の管理: ZFSファイルシステム』の第 3章「Oracle Solaris ZFSストレージプールの
管理」を参照してください。

■ 表、索引、取り消し、および一時データ用のデータファイルのストレージプール
を作成します

より高いレベルのデータ冗長性を提供するために、ミラー化されたストレージ
プールの作成を検討してください。例:

# zpool status dbpool

pool: dbpool

state: ONLINE

scan: none requested

config:

NAME STATE READ WRITE CKSUM

dbpool ONLINE 0 0 0

mirror-0 ONLINE 0 0 0

c0t5000C500335F95E3d0 ONLINE 0 0 0

c0t5000C500335F907Fd0 ONLINE 0 0 0

mirror-1 ONLINE 0 0 0

c0t5000C500335BD117d0 ONLINE 0 0 0
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c0t5000C500335DC60Fd0 ONLINE 0 0 0

errors: No known data errors

多くのコミットを伴う一般的なOLTPデータベースなど、再実行ログアクティビ
ティーが多いデータベースの場合、別個のログデバイス用に別個の LUNを使用し
ます。

■ archivelog用のストレージプールを作成します
使用可能な場合は、システムの内部ディスクがこのタイプの負荷を処理できま
す。archivelogファイルシステムは dbpool内のファイルシステムとすることもで
きます。

# zpool create archivepool c0t5000C500335E106Bd0

■ ZFSファイルシステムを作成し、次のガイドラインを使用して特定のファイルシ
ステムプロパティーを設定します。

128Kバイトのデフォルトレコードサイズを使用して、再実行、アーカイブ、取り
消し、および一時データベースコンポーネント用のファイルシステムを別々に作
成します。一般的な規則は、Oracleデータファイルを含むファイルシステムにつ
いて、ファイルシステムの recordsize = db_block_sizeを設定します。表データ
および索引コンポーネントについては、8Kバイトのレコードサイズを持つファイ
ルシステムを作成します。また、primarycacheプロパティーを使用して、データ
ベースファイルシステムに対するメタデータキャッシュのヒントを提供すること
も検討してください。ZFSファイルシステムのプロパティーの詳細について
は、『Oracle Solaris 11.1の管理: ZFSファイルシステム』の「ZFSのプロパ
ティーの紹介」を参照してください。
■ 8Kバイトの recordsizeを使用して、表データファイルおよび索引データ
ファイル用のファイルシステムを作成します。primarycacheのデフォルト値を
使用します。

# zfs create -o recordsize=8k -o mountpoint=/my_db_path/index dbpool/index

# zfs set logbias=throughput dbpool/index

# zfs get primarycache,recordsize,logbias dbpool/index

NAME PROPERTY VALUE SOURCE

dbpool/index primarycache all default

dbpool/index recordsize 8K local

dbpool/index logbias throughput local

■ デフォルトの recordsizeおよび primarycacheの値を使用して、一時表ス
ペースおよび取り消し表スペース用のファイルシステムを作成します。

# zfs create -o mountpoint=/my_db_path/temp dbpool/temp

# zfs set logbias=throughput dbpool/temp

# zfs create -o mountpoint=/my_db_path/undo dbpool/undo

# zfs set logbias=throughput dbpool/undo

■ 別個のログデバイスを使用して、再実行ログ用のストレージプールを作成しま
す。多くのコミットを伴う一般的なOLTPデータベースなど、再実行ログアク
ティビティーが多いデータベースの場合、別個のログデバイス LUNを使用し
ます。
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ディスクを 2つのスライスにパーティション分割し、64Mバイトから 150Mバ
イトの範囲の小さいスライス s0を、別個のログデバイス用にします。s1スラ
イスには、再実行ログ用の残りのディスク容量が入ります。

# zpool create redopool c0t50015179594B6F11d0s1 log c0t50015179594B6F11d0s0

# zpool status redopool

pool: redopool

state: ONLINE

scan: none requested

config:

NAME STATE READ WRITE CKSUM

redopool ONLINE 0 0 0

c0t50015179594B6F11d0s1 ONLINE 0 0 0

logs

c0t50015179594B6F11d0s0 ONLINE 0 0 0

errors: No known data errors

■ 再実行プール内に再実行ログ用のファイルシステムを作成します。recordsize

および primarycacheには、デフォルトのファイルシステムの値を使用しま
す。

# zfs create -o mountpoint=/my_db_path/redo redopool/redo

# zfs set logbias=latency redopool/redo

■ アーカイブプール内に archivelogファイル用のファイルシステムを作成し、圧
縮を有効にして、recordsizeにはデフォルト値を使用し、primarycacheを
metadataに設定します。

# zfs create -o compression=on -o primarycache=metadata -o mountpoint=

/my_db_admin_path/archive archivepool/archive

# zfs get primarycache,recordsize,compressratio,compression,available,

used,quota archivepool/archive

NAME PROPERTY VALUE SOURCE

archivepool/archive primarycache metadata local

archivepool/archive recordsize 128K default

archivepool/archive compressratio 1.32x -

archivepool/archive compression on local

archivepool/archive available 40.0G -

archivepool/archive used 10.0G -

archivepool/archive quota 50G local

■ ストレージアレイ入出力キューのチューニングを検討します (HDSまたはEMCス
トレージアレイを持つシステムの場合)
ZFSは読み取りおよび書き込み入出力を集約し、デバイスを処理するドライバレ
ベルにそれを送信する前に入出力の優先度を管理します。zfs_vdev_max_pending

パラメータは、ZFSがすべてのストレージプールデバイスに送信する最大の入出
力数を定義します。
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レガシーのストレージ環境では、ssd_max_throttleおよび sd_max_throttleパラ
メータは、ドライバがストレージに送信できる最大の同時入出力数を定義しま
す。zfs_vdev_max_pendingのデフォルト値を [s]sd_max_throttleパラメータの値
と同じに設定することで、ZFSが入出力を別の不要な SD層のキューに入れること
を回避します。

既存の環境の /etc/systemファイル内に ssd:ssd_max_throttleまたは
sd:sd_max_throttleがある場合、zfs:zfs_vdev_max_pendingを同じ値に設定しま
す。たとえば、ストレージアレイ管理者が、次の設定を要求したとします。

set ssd:ssd_max_throttle=20

この場合、このパラメータを次のように設定します。

set ssd:ssd_max_throttle=20

set zfs:zfs_vdev_max_pending=20

このパラメータを設定すると、ZFSが各 LUNのキューを制御できます。つま
り、ストレージ内の保留中の入出力の合計数は、次のように拡張できます。

number of LUNs * ZFS_VDEV_MAX_PENDING

■ 十分なメモリーリソースおよびスワップリソースを割り当てます

zfs_arc_maxパラメータを低い値にチューニングすることによって ZFSのメモ
リー消費を削減できますが、データベースで活発に使用される部分についてはメ
タデータをキャッシュするために十分なメモリーをプロビジョニングすることを
推奨します。これは 8Kバイトの ZFSレコードでは 1.5%と推定され、大きさに比
例して大きいレコードでは増加し、小さいレコードでは減少します。インデック
スファイルを保持するファイルシステムは、メモリー不足の場合に最後に無効化
されるため、ファイルシステムキャッシングによって最大のメリットを受けま
す。zfs_arc_maxパラメータはバイト単位で、10進数または 16進数の値を受け入
れます。次の例では、このパラメータを 2Gバイトに設定します。

set zfs:zfs_arc_max=2147483648

or

set zfs:zfs_arc_max=0x80000000

メモリー不足が原因でアプリケーションが失敗することを防ぐために、ある程度
のスワップ空間を構成する必要があります。システムメモリー全体と同等のス
ワップの量があれば、この目的のためには常に十分です。このスワップ空間は使
用される予定はありませんが、予約領域として必要になります。スワップ空間を
増やす方法については、『Oracle Solaris 11.1の管理: ZFSファイルシステ
ム』の「ZFSスワップデバイスおよびダンプデバイスを管理する」を参照してく
ださい。

■ 追加のOracleデータベース構成の推奨事項
■ 次のホワイトペーパーの『Configuring Your Oracle Database on ZFS File

Systems』:
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http://www.oracle.com/

technetwork/server-storage/solaris/config-solaris-zfs-wp-167894.pdf

■ 『Dynamic SGA Tuning of Oracle Database on Oracle Solaris with DISM』ホワイト
ペーパー:
http://www.oracle.com/

technetwork/articles/systems-hardware-architecture/

using-dynamic-intimate-memory-sparc-168402.pdf

■ Oracle 11gインストールガイド
■ Oracle Databaseクイックインストレーションガイド 11gリリース 2 (11.2) for

Oracle Solaris on SPARC (64-Bit)
http://docs.oracle.com/cd/E11882_01/install.112/e24349/toc.htm

■ Oracle Databaseクイックインストレーションガイド 11gリリース 2 (11.2) for
Oracle Solaris on x86-64 (64-Bit)
http://docs.oracle.com/cd/E11882_01/install.112/e24351/toc.htm

ZFSをMySQLと一緒に使用するときの考慮事項
ZFSをMySQLと一緒に使用するときは、次の考慮事項を確認してください:

■ ZFS recordsize
OLTPパフォーマンスを高めるには、ZFS recordsizeプロパティーをストレージエ
ンジンのブロックサイズに一致させます。

■ InnoDB
■ データベースアプリケーションなどの既知のアプリケーションのメモ
リーフットプリントでは、アプリケーションが ZFSキャッシュから必要なメモ
リーを繰り返し要求する必要がないように、ARCサイズに上限を設定しても
かまいません。

■ ログ用の別個のプールを作成します。
■ my.cnfファイル内にデータおよびログ用の別のパスを設定します。
■ データファイルを作成する前に、InnoDBデータファイルに対して ZFS recordsize
プロパティーを 16Kに設定し、InnoDBログについてはデフォルトの recordsize

値を使用します。
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NFSチューニング可能パラメータ

このセクションでは、NFSのチューニング可能パラメータについて説明します。

■ 109ページの「NFS環境のチューニング」
■ 110ページの「NFSモジュールのパラメータ」
■ 144ページの「rpcmodモジュールのパラメータ」

チューニング可能パラメータ情報の記載箇所

チューニング可能パラメータ 参照先

Oracle Solarisカーネルチューニング可能パラ
メータ

第 2章「Oracle Solarisカーネルチューニング可
能パラメータ」

Oracle Solaris ZFSチューニング可能パラメータ 第 3章「Oracle Solaris ZFSチューニング可能パラ
メータ」

インターネットプロトコル群のチューニング可
能パラメータ

第 5章「インターネットプロトコル群の
チューニング可能パラメータ」

NFS環境のチューニング
NFSパラメータは、ブートプロセス中に読み込まれる /etc/systemファイルに設定で
きます。各パラメータには、対応するカーネルモジュールの名前を含めます。詳細
は、19ページの「Oracle Solarisシステムのチューニング」を参照してください。
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注意 –パラメータ名や、それが存在するモジュール、デフォルト値は、リリースに
よって変わることがあります。変更を行なったり、前のリリースの値を適用したり
する前に、使用する SunOSリリースのバージョンのドキュメントをチェックしてく
ださい。

NFSモジュールのパラメータ
このセクションでは、NFSカーネルモジュールに関連するパラメータについて説明
します。

nfs:nfs3_pathconf_disable_cache
説明 NFSバージョン 3でマウントされたファイルシステ

ムの pathconf情報をキャッシングするかどうかを
制御します。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 0 (キャッシングを有効にする)

範囲 0 (キャッシングを有効にする)または 1 (キャッシン
グを無効にする)

単位 ブール値

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか pathconf情報はファイルごとにキャッシュされま
す。しかし、サーバーが特定のファイルの情報を動
的に変更することがある場合は、このパラメータを
使用してキャッシングを無効にします。クライアン
トがキャッシュエントリを検証する方法はありませ
ん。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs4_pathconf_disable_cache
説明 NFSバージョン 4でマウントされたファイルシステ

ムの pathconf情報をキャッシングするかどうかを
制御します。
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データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 0 (キャッシングを有効にする)

範囲 0 (キャッシングを有効にする)または 1 (キャッシン
グを無効にする)

単位 ブール値

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか pathconf情報はファイルごとにキャッシュされま
す。しかし、サーバーが特定のファイルの情報を動
的に変更することがある場合は、このパラメータを
使用してキャッシングを無効にします。クライアン
トがキャッシュエントリを検証する方法はありませ
ん。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs_allow_preepoch_time
説明 タイムスタンプが正しくなかったり「負」である

ファイルをクライアントから表示できるようにする
かどうかを制御します。

従来、NFSクライアントもNFSサーバーも、返さ
れるファイルの時間範囲を確認していませんでし
た。伝送されるタイムスタンプ値は符号なしの 32
ビット longです。したがって、あらゆる値が有効
でした。

64ビットの Solarisカーネルでは、タイムスタンプ
値は符号付きの 64ビット longです。時間フィール
ドがフルの 32ビットの時間を表しているのか、時
間フィールドが負の時間、つまり、1970年 1月 1日
より前を表しているのかを判別できません。

32ビットから 64ビットに変換するときに、時間に
符号を付けるかどうかを決定することはできませ
ん。時間値が本当に負数の場合は、値に符号を付け
るべきです。しかし、時間値がフルの 32ビット時
間値を本当に表している場合は、時間値に符号を付

NFSモジュールのパラメータ

第 4章 • NFSチューニング可能パラメータ 111



けるべきではありません。この問題は、フルの 32
ビット時間値を無効にすることによって解決できま
す。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 0 (32ビットのタイムスタンプを無効にする)

範囲 0 (32ビットのタイムスタンプを無効にする)または
1 (32ビットのタイムスタンプを有効にする)

単位 ブール値

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか 正常な操作が行われていても、ファイルによって
は、タイムスタンプ値がはるかに離れた将来や過去
の日付に設定されることがあります。NFSでマウン
トされたファイルシステムを使用してこれらの
ファイルにアクセスすることが望ましい場合は、こ
のパラメータを 1にすれば、タイムスタンプ値を
チェックなしで受け取ることができます。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs_cots_timeo
説明 トランスポートプロトコルとしてTCPなどの接続

型トランスポートを使用している、NFSバージョン
2でマウントされたファイルシステムのデフォルト
のRPCタイムアウトを制御します。

データ型 符号付き整数 (32ビット)

デフォルト 600 (60秒)

範囲 0から 231 - 1

単位 1/10秒

動的か はい。ただし、ファイルシステムのRPCタイムア
ウトは、ファイルシステムのマウント時に設定され
ます。特定のファイルシステムに影響を与えるに
は、このパラメータを変更してからそのファイルシ
ステムをアンマウントし、再びマウントします。

検証 なし
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どのような場合に変更するか TCPでは、要求と応答が適切に転送されるよう機
能します。しかし、特に遅いネットワークにおいて
往復時間が非常に長くなると、NFSバージョン 2の
クライアントがタイムアウトになってしまう可能性
があります。

クライアントが無用にタイムアウトしてしまうこと
を防ぐには、このパラメータを増やします。ただ
し、値の範囲が非常に広いため、この値を大きくし
すぎると、再転送が長い間検出されないおそれがあ
ります。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs3_cots_timeo
説明 トランスポートプロトコルとしてTCPなどの接続

型トランスポートを使用している、NFSバージョン
3でマウントされたファイルシステムのデフォルト
のRPCタイムアウトを制御します。

データ型 符号付き整数 (32ビット)

デフォルト 600 (60秒)

範囲 0から 231 - 1

単位 1/10秒

動的か はい。ただし、ファイルシステムのRPCタイムア
ウトは、ファイルシステムのマウント時に設定され
ます。特定のファイルシステムに影響を与えるに
は、このパラメータを変更してからそのファイルシ
ステムをアンマウントし、再びマウントします。

検証 なし

どのような場合に変更するか TCPでは、要求と応答が適切に転送されるよう機
能します。しかし、特に遅いネットワークにおいて
往復時間が非常に長くなると、NFSバージョン 3の
クライアントがタイムアウトになってしまう可能性
があります。

クライアントが無用にタイムアウトしてしまうこと
を防ぐには、このパラメータを増やします。ただ
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し、値の範囲が非常に広いため、この値を大きくし
すぎると、再転送が長い間検出されないおそれがあ
ります。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs4_cots_timeo
説明 トランスポートプロトコルとしてTCPなどの接続

型トランスポートを使用している、NFSバージョン
4でマウントされたファイルシステムのデフォルト
のRPCタイムアウトを制御します。

NFSバージョン 4のプロトコル仕様では、同一TCP
接続での再転送は認められません。したがって、こ
のパラメータでは主に強制的アンマウント操作の検
出、サーバーがどの程度迅速に新しいサーバーに
フェイルオーバーしたかという検出など、クライア
ントが特定のイベントにどの程度迅速に応答するか
を制御します。

データ型 符号付き整数 (32ビット)

デフォルト 600 (60秒)

範囲 0から 231 - 1

単位 1/10秒

動的か はい。ただし、このパラメータは、ファイルシステ
ムのマウント時に設定されます。特定のファイルシ
ステムに影響を与えるには、このパラメータを変更
してからそのファイルシステムをアンマウント
し、再びマウントします。

検証 なし

どのような場合に変更するか TCPでは、要求と応答が適切に転送されるよう機
能します。しかし、特に遅いネットワークにおいて
往復時間が非常に長くなると、NFSバージョン 4の
クライアントがタイムアウトになってしまう可能性
があります。

クライアントが無用にタイムアウトしてしまうこと
を防ぐには、このパラメータを増やします。ただ
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し、値の範囲が非常に広いため、この値を大きくし
すぎると、再転送が長い間検出されないおそれがあ
ります。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs_do_symlink_cache
説明 NFSバージョン2でマウントされたファイルシステ

ムに対して、シンボリックリンクファイルの内容を
キャッシュするかどうかを制御します。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 1 (キャッシングを有効にする)

範囲 0 (キャッシングを無効にする)または 1 (キャッシン
グを有効にする)

単位 ブール値

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか サーバーが、シンボリックリンクファイルの内容を
変更してもそのファイルの更新タイムスタンプを更
新しない場合や、タイムスタンプの精度が粗すぎる
場合には、シンボリックリンクファイルの内容が変
更されても、クライアントにはその変更が長い間見
られないことがあります。その場合、このパラ
メータを使用して、シンボリックリンク内容の
キャッシングを無効にします。そうすることに
よって、クライアント上で動作しているアプリ
ケーションに変更がただちに認識されるようにしま
す。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs3_do_symlink_cache
説明 NFSバージョン 3でマウントされたファイルシステ

ムに対して、シンボリックリンクファイルの内容を
キャッシュするかどうかを制御します。

データ型 整数 (32ビット)
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デフォルト 1 (キャッシングを有効にする)

範囲 0 (キャッシングを無効にする)または 1 (キャッシン
グを有効にする)

単位 ブール値

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか サーバーが、シンボリックリンクファイルの内容を
変更してもそのファイルの更新タイムスタンプを更
新しない場合や、タイムスタンプの精度が粗すぎる
場合には、シンボリックリンクファイルの内容が変
更されても、クライアントにはその変更が長い間見
られないことがあります。その場合、このパラ
メータを使用して、シンボリックリンク内容の
キャッシングを無効にします。そうすることに
よって、クライアント上で動作しているアプリ
ケーションに変更がただちに認識されるようにしま
す。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs4_do_symlink_cache
説明 NFSバージョン 4でマウントされたファイルシステ

ムに対して、シンボリックリンクファイルの内容を
キャッシュするかどうかを制御します。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 1 (キャッシングを有効にする)

範囲 0 (キャッシングを無効にする)または 1 (キャッシン
グを有効にする)

単位 ブール値

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか サーバーが、シンボリックリンクファイルの内容を
変更してもそのファイルの更新タイムスタンプを更
新しない場合や、タイムスタンプの精度が粗すぎる
場合には、シンボリックリンクファイルの内容が変
更されても、クライアントにはその変更が長い間見
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られないことがあります。その場合、このパラ
メータを使用して、シンボリックリンク内容の
キャッシングを無効にします。そうすることに
よって、クライアント上で動作しているアプリ
ケーションに変更がただちに認識されるようにしま
す。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs_dynamic
説明 UDPなどのコネクションレストランスポートを使

用する、NFSバージョン 2でマウントされたファイ
ルシステムに対して、「動的再転送」と呼ばれる機
能を有効にするかどうかを制御します。この機能
は、サーバーの応答時間を監視し、RPCタイムア
ウトと読み取り /書き込みの転送サイズを調整する
ことによって、再転送の回数を減らそうとするもの
です。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 1 (有効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい。ただし、このパラメータは、ファイルシステ
ムごとにマウント時に設定されます。特定のファイ
ルシステムに影響を与えるには、このパラメータを
変更してからそのファイルシステムをアンマウント
し、再びマウントします。

検証 なし

どのような場合に変更するか このパラメータは変更しないでください。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs3_dynamic
説明 UDPなどのコネクションレストランスポートを使

用する、NFSバージョン 3でマウントされたファイ
ルシステムに対して、「動的再転送」と呼ばれる機
能を有効にするかどうかを制御します。この機能
は、サーバーの応答時間を監視し、RPCタイムア
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ウトと読み取り /書き込みの転送サイズを調整する
ことによって、再転送の回数を減らそうとするもの
です。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 0 (無効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

単位 ブール値

動的か はい。ただし、このパラメータは、ファイルシステ
ムごとにマウント時に設定されます。特定のファイ
ルシステムに影響を与えるには、このパラメータを
変更してからそのファイルシステムをアンマウント
し、再びマウントします。

検証 なし

どのような場合に変更するか このパラメータは変更しないでください。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs_lookup_neg_cache
説明 NFSバージョン 2でマウントされたファイルシステ

ムに対して、ネガティブ名前キャッシュを使用する
かどうかを制御します。このネガティブ名前
キャッシュを使用すると、ルックアップされた
ファイル名が存在しない場合には、そのファイル名
が記録されます。このキャッシュは、存在しないこ
とがすでにわかっているファイル名のルックアップ
要求が、ネットワークを介して行われないようにす
る目的で使用されます。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 1 (有効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

単位 ブール値

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか このキャッシュが正しく機能するためには、ネガ
ティブエントリが使用前に厳密に検証されなければ
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なりません。整合性メカニズムは、読み取り専用で
マウントされたファイルシステムに関しては多少緩
和されています。これは、サーバー上のファイルシ
ステムが変更されないか、変更されるにしてもその
ペースが緩やかであり、クライアントへの伝達が
ゆっくりであっても支障はないと想定されているか
らです。この場合は、この整合性メカニズムが通常
の属性キャッシュメカニズムになります。

読み取り専用でクライアントにマウントされている
ファイルシステムがサーバーで変更されたら、その
変更をクライアントでただちに見る必要ある場合
は、このパラメータを使用してネガティブ
キャッシュを無効にします。

nfs:nfs_disable_rddir_cacheパラメータを無効に
する場合は、通常、このパラメータも無効にしま
す。詳細は、131ページ
の「nfs:nfs_disable_rddir_cache」を参照してくだ
さい。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs3_lookup_neg_cache
説明 NFSバージョン 3の読み取り専用でマウントされた

ファイルシステムに対して、ネガティブ名前
キャッシュを使用するかどうかを制御します。この
ネガティブ名前キャッシュを使用すると、ルック
アップされたファイル名が存在しない場合には、そ
のファイル名が記録されます。この
キャッシュは、存在しないことがすでにわかってい
るファイル名のルックアップ要求が、ネットワーク
を介して行われないようにする目的で使用されま
す。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 1 (有効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

単位 ブール値

動的か はい
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検証 なし

どのような場合に変更するか このキャッシュが正しく機能するためには、ネガ
ティブエントリが使用前に厳密に検証されなければ
なりません。整合性メカニズムは、読み取り専用で
マウントされたファイルシステムに関しては多少緩
和されています。これは、サーバー上のファイルシ
ステムが変更されないか、変更されるにしてもその
ペースが緩やかであり、クライアントへの伝達が
ゆっくりであっても支障はないと想定されているか
らです。この場合は、この整合性メカニズムが通常
の属性キャッシュメカニズムになります。

ネガティブキャッシュエントリは、読み取り専用で
マウントされたファイルシステムに対してのみ使用
されます。サーバー上のファイルシステムが変更さ
れないか、変更が非常に遅いと想定されているた
め、変更がクライアントに伝達されるのが遅くても
問題ありません。この場合は、この整合性メカニズ
ムが通常の属性キャッシュメカニズムになります。

読み取り専用でクライアントにマウントされている
ファイルシステムがサーバーで変更されたら、その
変更をクライアントでただちに見る必要ある場合
は、このパラメータを使用してネガティブ
キャッシュを無効にします。

nfs:nfs_disable_rddir_cacheパラメータを無効に
する場合は、通常、このパラメータも無効にするよ
うにします。詳細は、131ページ
の「nfs:nfs_disable_rddir_cache」を参照してくだ
さい。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs4_lookup_neg_cache
説明 NFSバージョン 4でマウントされたファイルシステ

ムに対して、ネガティブ名前キャッシュを使用する
かどうかを制御します。このネガティブ名前
キャッシュを使用すると、ルックアップされた
ファイル名が存在しない場合には、そのファイル名
が記録されます。このキャッシュは、存在しないこ
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とがすでにわかっているファイル名のルックアップ
要求が、ネットワークを介して行われないようにす
る目的で使用されます。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 1 (有効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

単位 ブール値

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか このキャッシュが正しく機能するためには、ネガ
ティブエントリが使用前に厳密に検証されなければ
なりません。整合性メカニズムは、読み取り専用で
マウントされたファイルシステムに関しては多少緩
和されています。これは、サーバー上のファイルシ
ステムが変更されないか、変更されるにしてもその
ペースが緩やかであり、クライアントへの伝達が
ゆっくりであっても支障はないと想定されているか
らです。この場合は、この整合性メカニズムが通常
の属性キャッシュメカニズムになります。

読み取り専用でクライアントにマウントされている
ファイルシステムがサーバーで変更されたら、その
変更をクライアントでただちに見る必要ある場合
は、このパラメータを使用してネガティブ
キャッシュを無効にします。

nfs:nfs_disable_rddir_cacheパラメータを無効に
する場合は、通常、このパラメータも無効にしま
す。詳細は、131ページ
の「nfs:nfs_disable_rddir_cache」を参照してくだ
さい。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs_max_threads
説明 NFSバージョン 2クライアントの非同期入出力を行

うカーネルスレッドの数を制御します。NFSはRPC
に基づくものであり、RPCはもともと同期して動
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作する機能であるため、呼び出し側のスレッドと非
同期にNFS操作を行うには、個別の実行コンテキ
ストが必要です。

非同期に実行できる操作には、先読みのための読み
取り、readdir先読みのための readdir、putpageおよ
び pageio操作のための書き込み、コミット、および
クライアントがファイルの使用を停止したときに実
行するクリーンアップ操作のための非アクティブ化
があります。

データ型 符号なし short

デフォルト 8

範囲 0から 215 - 1

単位 スレッド

動的か はい。ただし、このパラメータは、ファイルシステ
ムごとにマウント時に設定されます。特定のファイ
ルシステムに影響を与えるには、このパラメータを
変更してからそのファイルシステムをアンマウント
し、再びマウントします。

検証 なし

どのような場合に変更するか ある時点で存在する同時入出力操作の数を増やした
り、減らしたりする場合。たとえば、帯域幅が非常
に狭いネットワークでは、NFSクライアントによる
ネットワークの過負荷を防止するためにこの値を減
らすことがあるかもしれません。また、広帯域幅の
ネットワークにおいて、クライアントとサーバーに
十分なリソースがある場合は、この値を増やすこと
ができるかもしれません。そうすることに
よって、使用可能なネットワーク帯域幅とクライア
ント /サーバーリソースをいっそう有効に活用でき
るようになります。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs3_max_threads
説明 NFSバージョン 3クライアントの非同期入出力を行

うカーネルスレッドの数を制御します。NFSはRPC
に基づくものであり、RPCはもともと同期して動
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作する機能であるため、呼び出し側のスレッドと非
同期にNFS操作を行うには、個別の実行コンテキ
ストが必要です。

非同期に実行できる操作には、先読みのための読み
取り、readdir先読みのための readdir、putpageおよ
び pageio要求のための書き込み、およびコミットが
あります。

データ型 符号なし short

デフォルト 8

範囲 0から 215 - 1

単位 スレッド

動的か はい。ただし、このパラメータは、ファイルシステ
ムごとにマウント時に設定されます。特定のファイ
ルシステムに影響を与えるには、このパラメータを
変更してからそのファイルシステムをアンマウント
し、再びマウントします。

検証 なし

どのような場合に変更するか ある時点で存在する同時入出力操作の数を増やした
り、減らしたりする場合。たとえば、帯域幅が非常
に狭いネットワークでは、NFSクライアントによる
ネットワークの過負荷を防止するためにこの値を減
らすことがあるかもしれません。また、広帯域幅の
ネットワークにおいて、クライアントとサーバーに
十分なリソースがある場合は、この値を増やすこと
ができるかもしれません。そうすることに
よって、使用可能なネットワーク帯域幅とクライア
ント /サーバーリソースをいっそう有効に活用でき
るようになります。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs4_max_threads
説明 NFSバージョン 4クライアントの非同期入出力を行

うカーネルスレッドの数を制御します。NFSはRPC
に基づくものであり、RPCはもともと同期して動
作する機能であるため、呼び出し側のスレッドと非
同期にNFS操作を行うには、個別の実行コンテキ
ストが必要です。
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非同期に実行できる操作には、先読みのための読み
取り、後書き、ディレクトリの先読み、およびクラ
イアントがファイルの使用を停止したときに実行す
るクリーンアップ操作があります。

データ型 符号なし short

デフォルト 8

範囲 0から 215 - 1

単位 スレッド

動的か はい。ただし、このパラメータは、ファイルシステ
ムごとにマウント時に設定されます。特定のファイ
ルシステムに影響を与えるには、このパラメータを
変更してからそのファイルシステムをアンマウント
し、再びマウントします。

検証 なし

どのような場合に変更するか ある時点で存在する同時入出力操作の数を増やした
り、減らしたりする場合。たとえば、帯域幅が非常
に狭いネットワークでは、NFSクライアントによる
ネットワークの過負荷を防止するためにこの値を減
らすことがあるかもしれません。また、広帯域幅の
ネットワークにおいて、クライアントとサーバーに
十分なリソースがある場合は、この値を増やすこと
ができるかもしれません。そうすることに
よって、使用可能なネットワーク帯域幅とクライア
ント /サーバーリソースをいっそう有効に活用でき
るようになります。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs_nra
説明 ファイルへの順次アクセスが検出されたときにNFS

バージョン 2クライアントによってキューに入れら
れる先読み操作の数を制御します。これらの先読み
操作では、並行性が高まり、読み取りのス
ループットが向上します。個々の先読み要求は、通
常、ファイルデータの 1論理ブロックに対するもの
です。

データ型 整数 (32ビット)
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デフォルト 4

範囲 0から 231 - 1

単位 論理ブロック

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか 特定のファイルに対してある時点で存在する先読み
要求の数を増やしたり、減らしたりする場合。たと
えば、ネットワークの帯域幅が非常に狭い場合やク
ライアントのメモリーが少ない場合は、NFSクライ
アントによるネットワークの過負荷やシステムメモ
リーの使いすぎを防止するために、この値を減らす
ことができるかもしれません。また、広帯域幅の
ネットワークにおいて、クライアントとサーバーに
十分なリソースがある場合は、この値を増やすこと
ができるかもしれません。そうすることに
よって、使用可能なネットワーク帯域幅とクライア
ント /サーバーリソースをいっそう有効に活用でき
るようになります。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs3_nra
説明 ファイルへの順次アクセスが検出されたときにNFS

バージョン 3クライアントによってキューに入れら
れる先読み操作の数を制御します。これらの先読み
操作では、並行性が高まり、読み取りのス
ループットが向上します。個々の先読み要求は、通
常、ファイルデータの 1論理ブロックに対するもの
です。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 4

範囲 0から 231 - 1

単位 論理ブロック(132ページの「nfs:nfs3_bsize」を参
照)

動的か はい

検証 なし
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どのような場合に変更するか 特定のファイルに対してある時点で存在する先読み
要求の数を増やしたり、減らしたりする場合。たと
えば、ネットワークの帯域幅が非常に狭い場合やク
ライアントのメモリーが少ない場合は、NFSクライ
アントによるネットワークの過負荷やシステムメモ
リーの使いすぎを防止するために、この値を減らす
ことができるかもしれません。または、広帯域幅の
ネットワークにおいて、クライアントとサーバーに
十分なリソースがある場合は、この値を増やすこと
ができるかもしれません。そうすることに
よって、使用可能なネットワーク帯域幅とクライア
ント /サーバーリソースをいっそう有効に活用でき
るようになります。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs4_nra
説明 ファイルへの順次アクセスが検出されたときにNFS

バージョン 4クライアントによってキューに入れら
れる先読み操作の数を制御します。これらの先読み
操作では、並行性が高まり、読み取りのス
ループットが向上します。個々の先読み要求は、通
常、ファイルデータの 1論理ブロックに対するもの
です。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 4

範囲 0から 231 - 1

単位 論理ブロック(133ページの「nfs:nfs4_bsize」を参
照)

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか 特定のファイルに対してある時点で存在する先読み
要求の数を増やしたり、減らしたりする場合。たと
えば、ネットワークの帯域幅が非常に狭い場合やク
ライアントのメモリーが少ない場合は、NFSクライ
アントによるネットワークの過負荷やシステムメモ
リーの使いすぎを防止するために、この値を減らす
ことができるかもしれません。また、広帯域幅の
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ネットワークにおいて、クライアントとサーバーに
十分なリソースがある場合は、この値を増やすこと
ができるかもしれません。そうすることに
よって、使用可能なネットワーク帯域幅とクライア
ント /サーバーリソースをいっそう有効に活用でき
るようになります。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nrnode
説明 NFSクライアントの rnodeキャッシュのサイズを制

御します。

NFSバージョン 2、3、および 4のクライアントのい
ずれでも使用される rnodeは、NFSクライアント上
のファイルを記述する中心的なデータ構造体で
す。rnodeには、サーバー上のファイルを識別する
ファイルハンドルが含まれています。rnodeにはさ
らに、ネットワークからサーバーへの呼び出しを回
避するためにNFSクライアントが使用する、各種
キャッシュへのポインタも含まれています。個々の
rnodeは vnodeと 1対 1で対応しています。vnodeに
は、ファイルデータがキャッシュされます。

NFSクライアントは、キャッシュされたデータやメ
タデータが破棄されないように、最小限の rnodeを
維持しようとします。rnodeの再利用や解放が行わ
れると、キャッシュされたデータやメタデータは破
棄されなければなりません。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト このパラメータのデフォルト値は 0です。これは
nrnodeの値が ncsizeパラメータの値に設定される
べきであることを示しています。実際、nrnodeの
値が正でないと、nrnodeには ncsizeが設定されま
す。

範囲 1から 231 - 1

単位 rnode
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動的か いいえ。この値は、/etc/systemファイルにパラ
メータを追加するか、パラメータを変更し、その後
システムをリブートすることによってのみ変更でき
ます。

検証 rnodeキャッシュが使用可能なメモリーの 25%を超
えないような最大値をシステムは強制します。

どのような場合に変更するか rnodeの作成や破棄は動的に行われるため、システ
ムは、システムのメモリーの要求や同時にアクセス
されるファイルの数が増えるに
従って、キャッシュのサイズを自動的に調整し
て、nrnodeサイズキャッシュを決定する傾向があり
ます。しかし、アクセスするファイルの組み合わせ
が前もって予測できる場合など、状況によって
は、nrnodeの値を設定できることもあります。た
とえば、NFSクライアントが少数の非常に大きい
ファイルにアクセスする場合、nrnodeを小さい値
に設定すると、システムメモリーでは rnodeの代わ
りにファイルデータをキャッシュできます。また
は、クライアントが多数の小さいファイルにアクセ
スする場合は、nrnodeの値を増やして、ファイル
メタデータを格納できるように最適化すると、メタ
データを要求するネットワーク呼び出しの数を減ら
すことができます。

推奨はできませんが、nrnodeの値を 1に設定する
と、rnodeキャッシュを事実上無効にできます。こ
の値は 1 rnodeだけのキャッシュをクライアントに
指示するので、結果的に頻繁に再利用されることに
なります。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs_shrinkreaddir
説明 以前の一部のNFSサーバーでは、NFSバージョン 2

の READDIR要求で 1024バイトより大きいディレク
トリ情報を求めるものが正しく処理されないことが
ありました。これは、サーバーの実装にバグが
あったためです。このパラメータは、NFS
バージョン 2クライアントでの対処方法を含んでい
ます。
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このパラメータが有効化されると、クライアント
は、1024バイトよりも大きいディレクトリ情報を
求める READDIR要求を生成しなくなります。このパ
ラメータを無効にすると、送信されるサイズ
は、getdentsシステム呼び出しを使用するか、ま
たはNFS_MAXDATA (8192バイト)を使用して渡される
サイズのどちらか小さい方に設定されます。詳細
は、getdents(2)のマニュアルページを参照してく
ださい。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 0 (無効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

単位 ブール値

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか NFSバージョン 2専用のサーバーが使用さ
れ、ディレクトリの読み取りで相互運用性に問題が
ある場合は、このパラメータの値を調べてくださ
い。このパラメータを有効にすると、ディレクトリ
を読み取るアプリケーションのパフォーマンスが多
少低下することがあります。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs3_shrinkreaddir
説明 以前の一部のNFSサーバーでは、NFSバージョン 3

の READDIR要求で 1024バイトより大きいディレク
トリ情報を求めるものが正しく処理されないことが
ありました。これは、サーバーの実装にバグが
あったためです。このパラメータは、NFS
バージョン 3クライアントでの対処方法を含んでい
ます。

このパラメータが有効化されると、クライアント
は、1024バイトよりも大きいディレクトリ情報を
求める READDIR要求を生成しなくなります。このパ
ラメータを無効にすると、送信されるサイズ
は、getdentsシステム呼び出しを使用するか、ま
たはMAXBSIZE (8192バイト)を使用して渡されるサ
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イズのどちらか小さい方に設定されます。詳細
は、getdents(2)のマニュアルページを参照してく
ださい。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 0 (無効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

単位 ブール値

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか NFSバージョン 3専用のサーバーが使用さ
れ、ディレクトリの読み取りで相互運用性に問題が
ある場合は、このパラメータの値を調べてくださ
い。このパラメータを有効にすると、ディレクトリ
を読み取るアプリケーションのパフォーマンスが多
少低下することがあります。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs_write_error_interval
説明 NFSクライアントが受け取った ENOSPCおよび

EDQUOT書き込みエラーのロギング間隔を制御しま
す。このパラメータは、NFSバージョン2、3、およ
び 4のクライアントに影響を与えます。

データ型 長整数 (64ビット)

デフォルト 5秒

範囲 0から 263 - 1

単位 秒

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか クライアントによってロギングされるメッセージ量
に応じてこのパラメータの値を増減します。たとえ
ば、サーバーのファイルシステムが満杯で頻繁に使
用されているときに出力される「out of

space」メッセージを減らす場合は、このパラ
メータの値を増やせるかもしれません。
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コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs_write_error_to_cons_only
説明 NFS書き込みエラーをシステムコンソールと syslog

に記録するか、それともシステムコンソールだけに
記録するかを制御します。このパラメータは、NFS
バージョン2、3、および 4のクライアントの
メッセージに影響を与えます。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 0 (システムコンソールと syslog)

範囲 0 (システムコンソールと syslog)または 1 (システム
コンソール)

単位 ブール値

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか syslogdデーモンによってロギングされる
メッセージを含むファイルシステムがいっぱいにな
るのを防ぐには、このパラメータの値を調べま
す。このパラメータを有効にすると、メッセージは
システムコンソールに出力されるだけで、syslog

メッセージファイルにはコピーされません。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs_disable_rddir_cache
説明 READDIR要求と READDIRPLUS要求に対する応答を格

納するために、キャッシュを使用するかどうかを制
御します。このキャッシュを使用すると、ディレク
トリ情報を取得するためにサーバーを繰り返し呼び
出すことがなくなります。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 0 (キャッシングを有効にする)

範囲 0 (キャッシングを有効にする)または 1 (キャッシン
グを無効にする)
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単位 ブール値

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか ファイルやディレクトリがサーバーに作成されたり
サーバーから削除されてもサーバーがディレクトリ
の変更時間を更新しないために、相互運用性に問題
がある場合は、このパラメータの値を調べま
す。ディレクトリにファイルを追加しても新しい名
前が表示されなかったり、ディレクトリからファイ
ルを削除しても古い名前が削除されない場合は、こ
の問題があります。

このパラメータは、NFSバージョン 2、3、および 4
でマウントされたファイルシステムのキャッシング
に適用されます。このパラメータはNFSでマウン
トされたすべてのファイルシステムに適用されるた
め、キャッシングをファイルシステムごとに有効に
したり、無効にしたりすることはできません。

このパラメータを無効にする場合は、DNLCネガ
ティブキャッシュに不良エントリが発生しないよう
に、次のパラメータも無効にするようにしてくださ
い。
■ 118ページの「nfs:nfs_lookup_neg_cache」
■ 119ページの「nfs:nfs3_lookup_neg_cache」
■ 120ページの「nfs:nfs4_lookup_neg_cache」

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs3_bsize
説明 NFSバージョン 3のクライアントが使用する論理ブ

ロックサイズを制御します。このブロックサイズ
は、クライアントが入出力を行うときにサーバーに
対して読み取りや書き込みを行うデータ量を表しま
す。

データ型 符号なし整数 (32ビット)

デフォルト 32,768 (32Kバイト)

範囲 0から 231 - 1

単位 バイト
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動的か はい。ただし、ファイルシステムのブロックサイズ
は、ファイルシステムのマウント時に設定されま
す。特定のファイルシステムに影響を与えるに
は、このパラメータを変更してからそのファイルシ
ステムをアンマウントし、再びマウントします。

検証 ありません。このパラメータの設定が小さすぎた
り、大きすぎたりすると、システムの動作が異常に
なることがあります。このパラメータには、そのプ
ラットフォームの PAGESIZEより小さい値を設定し
ないでください。さらに、このパラメータの値が大
きすぎると、メモリー割り当てが許可されるまで待
つ間に、システムがハングすることがあります。

どのような場合に変更するか データ転送サイズの最大値を変更したい場合は、こ
のパラメータの値を調べてください。このパラ
メータは、nfs:nfs3_max_transfer_sizeパラメータ
と連携して変更してください。転送サイズを増やし
たい場合は両方のパラメータを増やします。転送サ
イズを減らしたい場合は、通常、このパラメータを
減らすだけで十分です。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs4_bsize
説明 NFSバージョン 4のクライアントが使用する論理ブ

ロックサイズを制御します。このブロックサイズ
は、クライアントが入出力を行うときにサーバーに
対して読み取りや書き込みを行うデータ量を表しま
す。

データ型 符号なし整数 (32ビット)

デフォルト 32,768 (32Kバイト)

範囲 0から 231 - 1

単位 バイト

動的か はい。ただし、ファイルシステムのブロックサイズ
は、ファイルシステムのマウント時に設定されま
す。特定のファイルシステムに影響を与えるに
は、このパラメータを変更してからそのファイルシ
ステムをアンマウントし、再びマウントします。
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検証 ありません。このパラメータの設定が小さすぎた
り、大きすぎたりすると、システムの動作が異常に
なることがあります。このパラメータには、そのプ
ラットフォームの PAGESIZEより小さい値を設定し
ないでください。さらに、このパラメータの値が大
きすぎると、メモリー割り当てが許可されるまで待
つ間に、システムがハングすることがあります。

どのような場合に変更するか データ転送サイズの最大値を変更したい場合は、こ
のパラメータの値を調べてください。このパラ
メータは、 nfs:nfs4_max_transfer_sizeパラ
メータとセットで変更してください。転送サイズを
増やしたい場合は両方のパラメータを増やしま
す。転送サイズを減らしたい場合は、通常、このパ
ラメータを減らすだけで十分です。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs_async_clusters
説明 NFSバージョン 2クライアントによって生成される

非同期要求の組み合わせを制御します。非同期要求
には、read-ahead、putpage、pageio、readdir-ahead
という 4つのタイプがあります。クライアント
は、これらのタイプをラウンドロビンに処理し、特
定の要求タイプだけを優遇することがないようにし
ます。

しかし、書き込みの一括化 (書き込みをまとめる)
などのNFSバージョン 2サーバーの機能の中に
は、既存のNFSバージョン 2クライアントの特定の
動作に依存するものがあります。特に、この機能で
は、クライアントが複数のWRITE要求をほぼ同時
に送信することに依存します。キューから要求を 1
度に 1つずつ取り出したのでは、クライアントのパ
フォーマンスを高めるために設けられたこの
サーバー機能が生かされません。

そこで、このパラメータを使用して、タイプが変更
されるまでに送信される、各要求タイプの要求数を
制御します。

データ型 符号なし整数 (32ビット)

デフォルト 1
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範囲 0から 231 - 1

単位 非同期要求

動的か はい。ただし、ファイルシステムに対するクラスタ
設定は、ファイルシステムのマウント時に設定され
ます。特定のファイルシステムに影響を与えるに
は、このパラメータを変更してからそのファイルシ
ステムをアンマウントし、再びマウントします。

検証 ありません。しかし、このパラメータに 0を設定す
ると、キューに入れられている特定の要求タイプの
要求がすべて処理されてから、次のタイプが処理さ
れます。これによって、アルゴリズムの公平性の部
分が実質的に無効にされます。

どのような場合に変更するか あるタイプについて次のタイプへ移行する前に生成
される非同期要求の数を増やす場合。これに
よって、クライアントからの要求のクラスタに依存
するサーバーの機能が生かされる場合があります。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs3_async_clusters
説明 NFSバージョン 3クライアントによって生成される

非同期要求の組み合わせを制御します。非同期要求
には、read-ahead、 putpage、 pageio、
readdir-ahead、 commitという 5つのタイプがありま
す。クライアントは、これらのタイプをラウンドロ
ビンに処理し、特定の要求タイプだけを優遇するこ
とがないようにします。

しかし、書き込みの一括化 (書き込みをまとめる)
などのNFSバージョン 3サーバーの機能の中に
は、既存のNFSバージョン 3クライアントの一定の
動作に依存するものがあります。特に、この機能で
は、クライアントが複数のWRITE要求をほぼ同時
に送信することに依存します。キューから要求を 1
度に 1つずつ取り出したのでは、クライアントのパ
フォーマンスを高めるために設けられたこの
サーバー機能が生かされません。
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そこで、このパラメータを使用して、タイプが変更
されるまでに送信される、各要求タイプの要求数を
制御します。

データ型 符号なし整数 (32ビット)

デフォルト 1

範囲 0から 231 - 1

単位 非同期要求

動的か はい。ただし、ファイルシステムに対するクラスタ
設定は、ファイルシステムのマウント時に設定され
ます。特定のファイルシステムに影響を与えるに
は、このパラメータを変更してからそのファイルシ
ステムをアンマウントし、再びマウントします。

検証 ありません。しかし、このパラメータに 0を設定す
ると、キューに入れられている特定の要求タイプの
要求がすべて処理されてから、次のタイプが処理さ
れます。この値によって、アルゴリズムの公平性の
部分が実質的に無効にされます。

どのような場合に変更するか あるタイプについて次のタイプへ移行する前に生成
される非同期操作の数を増やす場合。これに
よって、クライアントからの操作のクラスタに依存
するサーバーの機能が生かされる場合があります。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs4_async_clusters
説明 NFSバージョン 4クライアントによって生成される

非同期要求の組み合わせを制御します。非同期要求
には、read-ahead、 putpage、 pageio、
readdir-ahead、 commit、および inactiveという 6つ
のタイプがあります。クライアントは、これらのタ
イプをラウンドロビンに処理し、特定の要求タイプ
だけを優遇することがないようにします。

しかし、書き込みの一括化 (書き込みをまとめる)
などのNFSバージョン 4サーバーの機能の中に
は、既存のNFSバージョン 4クライアントの一定の
動作に依存するものがあります。特に、この機能で
は、クライアントが複数のWRITE要求をほぼ同時
に送信することに依存します。キューから要求を 1
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度に 1つずつ取り出したのでは、クライアントのパ
フォーマンスを高めるために設けられたこの
サーバー機能が生かされません。

そこで、このパラメータを使用して、タイプが変更
されるまでに送信される、各要求タイプの要求数を
制御します。

データ型 符号なし整数 (32ビット)

デフォルト 1

範囲 0から 231 - 1

単位 非同期要求

動的か はい。ただし、ファイルシステムに対するクラスタ
設定は、ファイルシステムのマウント時に設定され
ます。特定のファイルシステムに影響を与えるに
は、このパラメータを変更してからそのファイルシ
ステムをアンマウントし、再びマウントします。

検証 ありません。しかし、このパラメータに 0を設定す
ると、キューに入れられている特定の要求タイプの
要求がすべて処理されてから、次のタイプが処理さ
れます。これによって、アルゴリズムの公平性の部
分が実質的に無効にされます。

どのような場合に変更するか あるタイプについて次のタイプへ移行する前に生成
される非同期要求の数を増やす場合。これに
よって、クライアントからの要求のクラスタに依存
するサーバーの機能が生かされる場合があります。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs_async_timeout
説明 非同期入出力要求を実行するスレッドが終了するま

で、なにもしない休眠状態を続けることのできる時
間の長さを制御します。実行する要求がないと各ス
レッドは休眠状態に入ります。このタイマーが切れ
る前に新しい要求が到着しないと、スレッドは休眠
から起きて終了します。要求が届くと、スレッドは
起き上がって再び要求がなくなるまで要求を実行し
ます。その後、スレッドは休眠状態に戻り、次の要
求が届くか、またはタイマーが満了するまで待ちま
す。
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データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 6000 (1分を 60秒 * 100Hzとして表す)

範囲 0から 231 - 1

単位 Hz(一般にクロックは 100Hzで動作する)

動的か はい

検証 ありません。しかし、このパラメータに正以外の値
を設定すると、スレッドが、自身が処理する要求が
キューになくなるとすぐに終了します。

どのような場合に変更するか システムでのアプリケーションの動作を正確に把握
し、非同期入出力要求の割合を予測できる場合
は、次のどちらかの方法によってこのパラメータを
チューニングすることで、パフォーマンスをある程
度最適化することができます。
■ スレッドの終了までの時間を短くして、カーネ
ルリソースの解放を早くする。

■ スレッドの終了までの時間を長くして、ス
レッドの作成や破棄にかかるオーバーヘッドを
減らす。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nacache
説明 NFSクライアント上のファイルアクセス

キャッシュにアクセスするハッシュキューの数を調
整します。ファイルアクセス
キャッシュは、ユーザーがアクセスしようとする
ファイルに関する、ユーザーの持つファイルアクセ
ス権を格納します。キャッシュそのものは動的に割
り当てられます。しかし、キャッシュに対するイン
デックスを作成するためのハッシュキューは、静的
に割り当てられます。このアルゴリズムでは、アク
ティブファイルごとに 1つのアクセスキャッシュエ
ントリが、ハッシュバケットごとにこれらの 4つの
アクセスキャッシュエントリがあるものとみなしま
す。したがって、このパラメータの値には、デ
フォルトで nrnodeパラメータの値が設定されま
す。

データ型 整数 (32ビット)
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デフォルト このパラメータのデフォルト値は 0です。この値は
nacacheの値に nrnodeパラメータの値が設定される
べきであることを示しています。

範囲 1から 231 - 1

単位 アクセスキャッシュエントリ

動的か いいえ。この値は、/etc/systemファイルにパラ
メータを追加するか、パラメータを変更し、その後
システムをリブートすることによってのみ変更でき
ます。

検証 ありません。しかし、このパラメータに負の値を設
定すると、システムは、おそらく、非常に多くの
ハッシュキューをシステムに割り当てようとし、そ
の間におそらくハングします。

どのような場合に変更するか 1つのファイルごとに 1つのアクセスキャッシュエ
ントリがあるという基本的な前提が損われるおそれ
がある場合は、このパラメータの値を検討しま
す。複数のユーザーが同じファイルにほぼ同時にア
クセスするタイムシェアリングモードのシステムで
は、この前提が損なわれる可能性があります。この
ような場合には、予想されるアクセスキャッシュの
サイズを増やすことが、キャッシュへのハッシュア
クセスの効率性を保つ上で役立つことがあります。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs3_jukebox_delay
説明 NFSバージョン 3クライアントが前回の要求で

NFS3ERR_JUKEBOXエラーを受け取ってから、新しい
要求を送信するまでに待機する時間の長さを制御し
ます。NFS3ERR_JUKEBOXエラーは、通常、何らかの
理由でファイルが一時的に使用できないときに
サーバーから返されます。このエラーは、通常、階
層型ストレージ、CDやテープといったジューク
ボックスに関連しています。

データ型 長整数 (64ビット)

デフォルト 1000 (10秒を 10秒 * 100Hzで表す)

範囲 64ビットプラットフォームでは 0から 263 - 1
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単位 Hz(一般にクロックは 100Hzで動作する)

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか このパラメータの値を調べ、必要ならサーバーが示
す動作に合わせて値を調整します。再送信を繰り返
すことによるネットワークオーバーヘッドを減らす
ためにファイルを使用できる遅延を長くする場合
は、この値を増やします。ファイルが使用可能に
なったことを検出する場合の遅延を短くするに
は、この値を減らします。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs3_max_transfer_size
説明 NFSバージョン 3の READ、WRITE、READDIR、または

READDIRPLUS要求のデータ部分の最大サイズを制御
します。このパラメータは、サーバーが返す要求の
最大サイズとクライアントが生成する要求の最大サ
イズの両方を制御します。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 1,048,576 (1Mバイト)

範囲 0から 231 - 1

単位 バイト

動的か はい。ただし、このパラメータは、ファイルシステ
ムごとにマウント時に設定されます。特定のファイ
ルシステムに影響を与えるには、このパラメータを
変更してからそのファイルシステムをアンマウント
し、再びマウントします。

検証 ありません。しかし、サーバー側の最大転送サイズ
に 0を設定すると、クライアントはおそらく、誤作
動するか、単にサーバーに要求を送信しないかのど
ちらかになる可能性があります。

また、UDPトランスポート経由のNFSを使用する
場合にも、転送サイズの最大値に制限がありま
す。UDPには、1データグラム当たり 64Kバイトと
いう厳しい制限値があります。この 64Kバイトに
は、要求のデータ部分のほかに、RPCヘッダーや
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その他のNFS情報も含まれている必要がありま
す。この制限値が大きすぎると、UDPエラーのた
めにクライアントとサーバーの通信に問題が発生す
ることがあります。

どのような場合に変更するか ネットワークを介して送信するデータのサイズを
チューニングする場合。通常、nfs:nfs3_bsizeパラ
メータもこのパラメータの変更が反映されるように
更新すべきです。

たとえば、転送サイズを 32Kバイトより大きい値に
増やす場合は、その増加した値が反映されるように
nfs:nfs3_bsizeを更新します。そうしない
と、ネットワーク上で送信される要求のサイズは変
わりません。詳細は、132ページ
の「nfs:nfs3_bsize」を参照してください。

転送サイズをデフォルト値より小さくする場合
は、mountコマンドの -wsizeまたは -rsizeオプ
ションをファイルシステム単位で使用します。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs4_max_transfer_size
説明 NFSバージョン 4の READ、WRITE、READDIR、または

READDIRPLUS要求のデータ部分の最大サイズを制御
します。このパラメータは、サーバーが返す要求の
最大サイズとクライアントが生成する要求の最大サ
イズの両方を制御します。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 32,768 (32 Kバイト)

範囲 0から 231 - 1

単位 バイト

動的か はい。ただし、このパラメータは、ファイルシステ
ムごとにマウント時に設定されます。特定のファイ
ルシステムに影響を与えるには、このパラメータを
変更してからそのファイルシステムをアンマウント
し、再びマウントします。

検証 ありません。しかし、サーバー側の最大転送サイズ
に 0を設定すると、クライアントはおそらく、誤作
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動するか、単にサーバーに要求を送信しないかのど
ちらかになる可能性があります。

また、UDPトランスポート経由のNFSを使用する
場合にも、転送サイズの最大値に制限がありま
す。UDPの最大値については、140ページ
の「nfs:nfs3_max_transfer_size」を参照してくだ
さい。

どのような場合に変更するか ネットワークを介して送信するデータのサイズを
チューニングする場合。通常、nfs:nfs4_bsizeパラ
メータもこのパラメータの変更が反映されるように
更新すべきです。

たとえば、転送サイズを 32Kバイトより大きい値に
増やす場合は、その増加した値が反映されるように
nfs:nfs4_bsizeを更新します。そうしない
と、ネットワーク上で送信される要求のサイズは変
わりません。詳細は、133ページ
の「nfs:nfs4_bsize」を参照してください。

転送サイズをデフォルト値より小さくする場合
は、mountコマンドの -wsizeまたは -rsizeオプ
ションをファイルシステム単位で使用します。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs3_max_transfer_size_clts
説明 NFSバージョン 3のUDPを介した

READ、WRITE、READDIR、または READDIRPLUS要求の
データ部分の最大サイズを制御します。このパラ
メータは、サーバーが返す要求の最大サイズとクラ
イアントが生成する要求の最大サイズの両方を制御
します。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 32,768 (32 Kバイト)

範囲 0から 231 - 1

単位 バイト

動的か はい。ただし、このパラメータは、ファイルシステ
ムごとにマウント時に設定されます。特定のファイ
ルシステムに影響を与えるには、このパラメータを
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変更してからそのファイルシステムをアンマウント
し、再びマウントします。

検証 ありません。しかし、サーバー側の最大転送サイズ
に 0を設定すると、クライアントはおそらく、誤作
動するか、単にサーバーに要求を送信しないかのど
ちらかになる可能性があります。

どのような場合に変更するか このパラメータは変更しないでください。

コミットレベル 変更の可能性あり

nfs:nfs3_max_transfer_size_cots
説明 NFSバージョン 3のTCPを介した

READ、WRITE、READDIR、または READDIRPLUS要求の
データ部分の最大サイズを制御します。このパラ
メータは、サーバーが返す要求の最大サイズとクラ
イアントが生成する要求の最大サイズの両方を制御
します。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 1,048,576バイト

範囲 0から 231 - 1

単位 バイト

動的か はい。ただし、このパラメータは、ファイルシステ
ムごとにマウント時に設定されます。特定のファイ
ルシステムに影響を与えるには、このパラメータを
変更してからそのファイルシステムをアンマウント
し、再びマウントします。

検証 ありません。しかし、サーバー側の最大転送サイズ
に 0を設定すると、クライアントはおそらく、誤作
動するか、単にサーバーに要求を送信しないかのど
ちらかになる可能性があります。

どのような場合に変更するか 1Mバイトを超える転送サイズが必要な場合以
外、このパラメータを変更しないでください。

コミットレベル 変更の可能性あり
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rpcmodモジュールのパラメータ
このセクションでは、rpcmodモジュールのNFSパラメータについて説明します。

rpcmod:clnt_max_conns
説明 個々のN FSサーバーと通信するときに、NFSクラ

イアントが使用するTCP接続の数を制御します。1
つの接続でRPCを多重化できるように、カーネル
RPCが構築されます。しかし、必要な場合には複
数の接続を使用できます。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 1

範囲 1から 231 - 1

単位 接続

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか 一般には、1つの接続だけでネットワーク帯域幅全
体を使いきることができます。しかし、ネット
ワークが提供する帯域幅をTCPが 1つのスト
リームだけで利用できない場合は、複数の接続を使
えば、クライアントとサーバー間のスループットが
向上することがあります。

接続数の増加にはそれなりの影響があります。接続
数が増えると、各接続を維持するために必要な
カーネルリソースの使用量も増えます。

コミットレベル 変更の可能性あり

rpcmod:clnt_idle_timeout
説明 クライアントとサーバー間の接続が終了するまでに

アイドル状態を維持できる、クライアント側の時間
の長さを制御します。

データ型 長整数 (64ビット)

デフォルト 300,000ミリ秒 (5分)
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範囲 0から 263 - 1

単位 ミリ秒

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか クライアント側でどのくらいの間アイドル状態であ
れば接続を閉じるかを変更する場合は、このパラ
メータを使用します。システムリソースが浪費され
るのを防ぐために、接続を閉じるまでの時間を短縮
する場合などです。

コミットレベル 変更の可能性あり

rpcmod:svc_idle_timeout
説明 クライアントとサーバー間の接続が終了するまでに

アイドル状態を維持できる、サーバー側の時間の長
さを制御します。

データ型 長整数 (64ビット)

デフォルト 360,000ミリ秒 (6分)

範囲 0から 263 - 1

単位 ミリ秒

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか サーバー側でどのくらいの間アイドル状態であれば
接続を閉じるかを変更する場合は、このパラメータ
を使用します。システムリソースが浪費されるのを
防ぐために、接続を閉じるまでの時間を短縮する場
合などです。

コミットレベル 変更の可能性あり

rpcmod:svc_default_stksize
説明 カーネルRPCサービススレッドに対するカーネル

スタックのサイズを設定します。

データ型 整数 (32ビット)

rpcmodモジュールのパラメータ

第 4章 • NFSチューニング可能パラメータ 145



デフォルト デフォルト値は 0です。この場合、スタックサイズ
はシステムデフォルトに設定されます。

範囲 0から 231 - 1

単位 バイト

動的か はい。新しく割り当てられるすべてのスレッドに適
用されます。スタックサイズはスレッドの作成時に
設定されます。したがって、このパラメータの変更
は、既存のスレッドには適用されず、新しく割り当
てられるすべてのスレッドに適用されます。

検証 なし

どのような場合に変更するか 呼び出し深度が非常に深いために、スタックが
オーバーフローし、レッドゾーンの障害が発生する
おそれがある場合。トランスポートに対する呼び出
し深度が比較的深く、ローカルファイルシステムに
対する呼び出しの深さが深いという組合わせ
は、NFSサービススレッドのスタックがオーバーフ
ローを起こすことがあります。

このパラメータには、プラットフォームのハード
ウェア pagesizeの倍数を設定する必要がありま
す。

コミットレベル 変更の可能性あり

rpcmod:maxdupreqs
説明 コネクションレストランスポートにおけるRPCレ

ベルの再転送を検出する、重複要求キャッシュのサ
イズを制御します。このキャッシュは、クライアン
トネットワークアドレス、RPCの手順番号、プロ
グラム番号、バージョン番号、および、トランザク
ション IDでインデックス化されています。この
キャッシュにより、非べき等であるかもしれない再
転送要求の処理が防止されます。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 8192

範囲 1から 231 - 1

単位 要求
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動的か キャッシュのサイズは動的に決められます
が、キャッシュへの高速アクセスを可能にする
ハッシュキューのサイズは静的に決められま
す。キャッシュのサイズを著しく大きくする
と、キャッシュ内のエントリの検索に長い時間がか
かることがあります。

このパラメータの値を 0に設定しないでくださ
い。0に設定すると、NFSサーバーが非べき等の要
求を処理できなくなります。

検証 なし

どのような場合に変更するか NFSクライアントで不正な障害エラーが検出された
場合は、このパラメータの値を調べます。たとえ
ば、ディレクトリの作成が失敗したのに、実際には
ディレクトリが作成されている場合は、再転送され
た MKDIR要求をサーバーが検出しなかった可能性が
あります。

キャッシュのサイズは、サーバーの負荷に見合った
ものでなければなりません。キャッシュには非べき
等の要求が格納されるため、キャッシュでは、要求
全体の一部だけしか管理する必要がありませ
ん。キャッシュは、クライアントによる再転送を検
出できるだけの間、情報を保持していなければなり
ません。一般に、コネクションレストランスポート
のクライアントのタイムアウトは比較的短く、1秒
から 20秒くらいです。

コミットレベル 変更の可能性あり

rpcmod:cotsmaxdupreqs
説明 接続型トランスポートにおけるRPCレベルの再転

送を検出する、重複要求キャッシュのサイズを制御
します。このキャッシュは、クライアントネット
ワークアドレス、RPCの手順番号、プログラム番
号、バージョン番号、および、トランザクション
IDでインデックス化されています。この
キャッシュにより、非べき等であるかもしれない再
転送要求の処理が防止されます。

データ型 整数 (32ビット)

rpcmodモジュールのパラメータ
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デフォルト 8192

範囲 1から 231 - 1

単位 要求

動的か はい

検証 キャッシュのサイズは動的に決められます
が、キャッシュへの高速アクセスを可能にする
ハッシュキューのサイズは静的に決められま
す。キャッシュのサイズを著しく大きくする
と、キャッシュ内のエントリの検索に長い時間がか
かることがあります。

このパラメータの値を 0に設定しないでくださ
い。0に設定すると、NFSサーバーが非べき等の要
求を処理できなくなります。

どのような場合に変更するか NFSクライアントで不正な障害エラーが検出された
場合は、このパラメータの値を調べます。たとえ
ば、ディレクトリの作成が失敗したのに、実際には
ディレクトリが作成されている場合は、再転送され
た MKDIR要求をサーバーが検出しなかった可能性が
あります。

キャッシュのサイズは、サーバーの負荷に見合った
ものでなければなりません。キャッシュには非べき
等の要求が格納されるため、キャッシュでは、要求
全体の一部だけしか管理する必要がありませ
ん。キャッシュは、クライアント側の再転送を検出
できるだけの間、情報を保持していなければなりま
せん。一般に、コネクション型のトランスポートの
クライアントのタイムアウトは非常に長く、1分く
らいです。したがって、エントリは、キャッシュに
比較的長く留まる必要があります。

コミットレベル 変更の可能性あり

rpcmodモジュールのパラメータ
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インターネットプロトコル群のチューニ
ング可能パラメータ

この章では、さまざまなインターネットプロトコルスイートのプロパティーを説明
します。

■ 151ページの「IPチューニング可能パラメータ」
■ 157ページの「TCPチューニング可能パラメータ」
■ 177ページの「UDPチューニング可能パラメータ」
■ 180ページの「IPQoSチューニング可能パラメータ」
■ 181ページの「SCTPチューニング可能パラメータ」
■ 192ページの「ルート別のメトリック」

チューニング可能パラメータ情報の記載箇所

チューニング可能パラメータ 参照先

Oracle Solarisカーネルチューニング可能パラ
メータ

第 2章「Oracle Solarisカーネルチューニング可
能パラメータ」

Oracle Solaris ZFSチューニング可能パラメータ 第 3章「Oracle Solaris ZFSチューニング可能パラ
メータ」

NFSチューニング可能パラメータ 第 4章「NFSチューニング可能パラメータ」

IPパラメータのチューニングの概要
ipadmコマンドを使って、この章で説明するすべてのチューニングパラメータを設定
できます。ただし、次に示すパラメータは例外です。

■ 171ページの「ipcl_conn_hash_size」
■ 172ページの「ip_squeue_worker_wait」
■ 155ページの「ip_squeue_fanout」
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これらのパラメータは、/etc/systemファイル内にのみ設定できます。

ipadmコマンドを使ってTCP/IPパラメータを設定するには、次の構文を使用しま
す。

# ipadm set-prop -p parameter ip|ipv4|ipv6|tcp|udp|sctp

例:

# ipadm set-prop -p extra_priv_ports=1047 tcp

# ipadm show-prop -p extra_priv_ports tcp

PROTO PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

tcp extra_priv_ports rw 1047 1047 2049,4045 1-65535

詳細は、ipadm(1M)を参照してください。

nddコマンドを使ってTCP/IPパラメータを設定するには、次の構文を使用します。

# ndd -set driver parameter value

詳細は、ndd(1M)のマニュアルページを参照してください。

IPパラメータの妥当性検証
このセクションで紹介するすべてのパラメータを対象に、パラメータ範囲内である
かどうかのチェックが行われます。パラメータ範囲は、各パラメータの説明に記載
されています。

RFC (Internet Request for Comments)
インターネットのプロトコルと標準の仕様は、RFCドキュメントに記述されていま
す。RFCは次のサイトから確認できます。

https://www.ietf.org/rfc.html

このサイトでは、IETF Repository Retrieval検索フィールドにRFC番号または
Internet-Draftファイル名を入力することによって、RFCトピックを参照できます。

IPパラメータのチューニングの概要
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IPチューニング可能パラメータ

_icmp_err_intervalと _icmp_err_burst
説明 IPで ICMPエラーメッセージを生成する頻度を制御

します。IPは、_icmp_err_intervalの間に最大で
ip_icmp_err_burstの IPエラーメッセージを生成し
ます。

_icmp_err_intervalパラメータは、サービス拒否攻
撃から IPを保護するためのものです。パラメータ
の値を 0に設定すると、レート制限が無効になりま
す。エラーメッセージの生成処理は無効になりませ
ん。

デフォルト _icmp_err_intervalは 100ミリ秒

_icmp_err_burstは 10エラーメッセージ

範囲 _icmp_err_intervalは 0から 99,999ミリ秒

_icmp_err_burstは 1から 99,999のエ
ラーメッセージ

動的か はい

どのような場合に変更するか 診断の目的でエラーメッセージの生成頻度を増やし
たい場合

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、204ページの「IPパラメータの名前の変更
(Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_respond_to_echo_broadcastと
_respond_to_echo_multicast (ipv4または ipv6)
説明 IPがブロードキャスト ICMPv4エコー要求または

IPv6マルチキャスト ICMPv6エコー要求に応答する
かどうかを制御します。

デフォルト 1 (有効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい

IPチューニング可能パラメータ

第 5章 • インターネットプロトコル群のチューニング可能パラメータ 151



どのような場合に変更するか セキュリティー上の理由でこの動作を行いたくない
場合、無効にします

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、204ページの「IPパラメータの名前の変更
(Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_send_redirects (ipv4または ipv6)
説明 IPv4または IPv6が、ICMPv4または ICMPv6リダイ

レクトメッセージを送信するかどうかを制御しま
す。

デフォルト 1 (有効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい

どのような場合に変更するか セキュリティー上の理由でこの動作を行いたくない
場合、無効にします

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、204ページの「IPパラメータの名前の変更
(Oracle Solaris 11)」を参照してください。

forwarding (ipv4または ipv6)
説明 IPv4または IPv6が、パケットをソース IPv4

ルーティングオプションを指定して転送する
か、IPv6ルーティングヘッダーを指定して転送す
るかを制御します。

デフォルト 0 (無効またはオフ)

範囲 0 (無効またはオフ)または 1 (有効またはオン)

動的か はい

どのような場合に変更するか サービス妨害攻撃を防ぐためにこのパラメータは無
効のままにします。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、204ページの「IPパラメータの名前の変更
(Oracle Solaris 11)」を参照してください。

IPチューニング可能パラメータ
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ttl
説明 IP接続上で、アウトバウンド IPv4パケットの IPv4

ヘッダーのTTL値を制御します。

デフォルト 255

範囲 1から 255

動的か はい

どのような場合に変更するか 通常、この値を変更する必要はありません。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、204ページの「IPパラメータの名前の変更
(Oracle Solaris 11)」を参照してください。

hoplimit (ipv6)
説明 IP接続上で、アウトバウンド IPv6パケットの IPv6

ヘッダーのホップ制限値を設定します。

デフォルト 255
範囲 0から 255

動的か はい

どのような場合に変更するか 通常、この値を変更する必要はありません。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、204ページの「IPパラメータの名前の変更
(Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_addrs_per_if
説明 実インタフェースに対応する論理 IPインタ

フェースの最大数を指定します。

デフォルト 256

範囲 1から 8,192

動的か はい

どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。論理インタ
フェースの数を増やす必要がある場合は、例外的に
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値を増やすことができるかもしれません。ただ
し、この変更が IPのパフォーマンスに悪影響を及
ぼす可能性があります。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、204ページの「IPパラメータの名前の変更
(Oracle Solaris 11)」を参照してください。

hostmodel (ipv4または ipv6)
説明 マルチホームシステム上の IPv4または IPv6パ

ケットの送受信動作を制御します。このプロパ
ティーの値には、weak、strong、および
src-priorityを指定できます。デフォルト値は
weakです。

デフォルト weak

範囲 weak、strong、または src-priority

■ weak

■ 送信パケット -送信パケットの発信元アドレ
スは、送信インタフェースに構成されている
アドレスに一致する必要はありません。

■ 着信パケット -着信パケットの宛先アドレス
は、着信インタフェースに構成されているア
ドレスに一致する必要はありません。

■ strong

■ 送信パケット -送信パケットの発信元アド
レスは、送信インタフェースに構成され
ているアドレスに一致する必要がありま
す。

■ 着信パケット -着信パケットの宛先アドレ
スは、着信インタフェースに構成されて
いるアドレスに一致する必要がありま
す。

■ src-priority

■ 送信パケット -パケットの IP着信先への
経路が複数ある場合は、パケットの IP発
信元アドレスが送信インタフェース上に
構成されている経路が優先されます。

IPチューニング可能パラメータ
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そのような経路がない場合、弱い ESの場
合と同様に、フォールバックに
よって「最適な」経路が選択されます。

■ 着信パケット-着信パケットの宛先アドレ
スが、ホストのいずれかのインタ
フェースに構成されている必要がありま
す。

動的か はい

どのような場合に変更するか 厳密なネットワーキングドメイン (たとえばファイ
アウォールやVPNノードなど)を通過するインタ
フェースがマシンにある場合は、このパラメータに
strongを設定します。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、204ページの「IPパラメータの名前の変更
(Oracle Solaris 11)」を参照してください。

ip_squeue_fanout
説明 squeueとTCP/IP接続を関連付けるモードを判定し

ます。

値 0の場合、新しいTCP/IP接続と、この接続を作
成したCPUが関連付けられます。値 1の場合、異
なるCPUに属する複数の squeueとの接続が関連付
けられます。

デフォルト 1

範囲 0または 1

動的か はい

どのような場合に変更するか 特定の条件下で、すべてのCPUに負荷を分散した
い場合、このパラメータの値を 1に設定します。た
とえば、CPU数がNIC数を上回り、単一のNICの
ネットワーク負荷を処理できないCPUができた場
合、このパラメータの値を 1にします。

このプロパティーは、/etc/systemファイル内にの
み設定できます。

ゾーン構成 このパラメータを設定できるのは、大域ゾーン内だ
けです。

IPチューニング可能パラメータ
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コミットレベル 変更の可能性あり

特別な注意を要する IPチューニング可能パラ
メータ
次のパラメータの変更は非推奨です。

_pathmtu_interval
説明 IPがパス最大転送単位 (PMTU)検出情報をフ

ラッシュしてから PMTUを再び検出開始するまで
の間隔をミリ秒単位で指定します。

PMTUの検出については、RFC 1191を参照してく
ださい。

デフォルト 1200ミリ秒 (20分)

範囲 2-999999999

動的か はい

どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、204ページの「IPパラメータの名前の変更
(Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_icmp_return_data_bytes (ipv4または ipv6)
説明 IPv4や IPv6は、ICMPv4または ICMPv6のエ

ラーメッセージを送信するときに、エ
ラーメッセージの原因になったパケットの IP
ヘッダーを含めます。このパラメータでは、パ
ケットのうち IPv4や IPv6のヘッダーを除いてあと
何バイトを ICMPv4や ICMPv6のエラーメッセージ
に含めるかを制御します。

デフォルト IPv4の場合 64

IPv6の場合 1280

範囲 IPv4の場合 8-6,636

IPv6の場合 8-1,280

IPチューニング可能パラメータ
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動的か はい

どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。ただし、ICMPエ
ラーメッセージに含む情報を増やすとネットワーク
の問題を診断する上で役立つことがあります。この
機能が必要な場合は、値を増やします。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、204ページの「IPパラメータの名前の変更
(Oracle Solaris 11)」を参照してください。

TCPチューニング可能パラメータ

_deferred_ack_interval
説明 直接接続していないホストに対するTCP遅延肯定

応答 (ACK)タイマーのタイムアウト値を指定しま
す。

RFC 1122の 4.2.3.2を参照してください。

デフォルト 100ミリ秒

範囲 1ミリ秒から 1分

動的か はい

どのような場合に変更するか このパラメータには、500ミリ秒を超える値を設定
しないでください。

次の場合は、値を増やします。
■ ネットワークリンクが遅く (57.6 Kbps未満)、最
大セグメントサイズ (MSS)が 512バイトを超え
る

■ この間隔が複数のTCPセグメントを受信するに
は短すぎる

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。
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_local_dack_interval
説明 直接接続しているホストに対するTCP遅延肯定応

答 (ACK)タイマーのタイムアウト値を指定しま
す。

RFC 1122の 4.2.3.2を参照してください。

デフォルト 50ミリ秒

範囲 10から 500ミリ秒

動的か はい

どのような場合に変更するか このパラメータには、500ミリ秒を超える値を設定
しないでください。

次の場合は、値を増やします。
■ ネットワークリンクが遅く (57.6 Kbps未満)、最
大セグメントサイズ (MSS)が 512バイトを超え
る

■ この間隔が複数のTCPセグメントを受信するに
は短すぎる

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_deferred_acks_max
説明 肯定応答 (ACK)が生成される前にリモート宛先 (直

接接続していない)から受け取られるTCPセグメン
トの最大数を指定します。TCPセグメント
は、個々の接続の最大セグメントサイズ (MMS)単
位で表されます。このパラメータに 0か 1を設定す
ると、すべてのセグメントが 1 MSSの長さであると
みなされ、遅延ACKは使用されなくなります。実
際の数は、接続ごとに動的に計算されます。この値
はデフォルトの最大値です。

デフォルト 2

範囲 0から 16

動的か はい
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どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。ただし、遅延
ACKの影響でネットワークトラフィックが著しく
混雑するような状況では、この値を減らします。た
だし、2より小さくしないでください。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_local_dacks_max
説明 肯定応答 (ACK)が生成される前に宛先 (直接接続し

ている)から受け取られるTCPセグメントの最大数
を指定します。TCPセグメントは、個々の接続の
最大セグメントサイズ (MMS)単位で表されま
す。このパラメータに 0か 1を設定すると、すべて
のセグメントが 1 MSSの長さであるとみなされ、遅
延ACKは使用されなくなります。実際の数は、接
続ごとに動的に計算されます。この値はデフォルト
の最大値です。

デフォルト 8

範囲 0から 16

動的か はい

どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。ただし、遅延
ACKの影響でネットワークトラフィックが著しく
混雑するような状況では、この値を減らします。た
だし、2より小さくしないでください。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_wscale_always
説明 このパラメータが有効になっていると (デフォルト

の設定)、ウィンドウスケールオプションの値が 0
の場合でも、TCPは常にウィンドウスケールオプ
ションを指定して SYNセグメントを送信しま
す。ウィンドウスケールオプションの指定された
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SYNセグメントを受信すると、パラメータが無効
になっている場合でも、TCPは、ウィンドウス
ケールオプションを指定して SYNセグメントに応
答します。オプションの値は受信ウィンドウサイズ
に従って設定されます。

ウィンドウスケールオプションについては、RFC
1323を参照してください。

デフォルト 1 (有効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい

どのような場合に変更するか ウィンドウスケールオプションをサポートしていな
い古いTCPスタックとの相互運用性の問題がある
場合は、このパラメータを無効にしてください。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_tstamp_always
説明 1が設定されていると、TCPは常にタイムスタンプ

オプションを指定して SYNセグメントを送信しま
す。TCPは、タイムスタンプオプションの指定さ
れた (0の場合もある) SYNセグメントを受信する
と、タイムスタンプオプションを指定して SYNセ
グメントに応答します。

デフォルト 0 (無効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい

どのような場合に変更するか 往復時間 (RTT)やTCPシーケンス番号ラップアラ
ウンドを正確に測定したい場合、有効にします。

このオプションを有効にする理由については、RFC
1323を参照してください。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。
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send_buf
説明 デフォルトの送信ウィンドウサイズをバイト数で指

定します。ルートごとに異なる値を設定する方法に
ついては、後述の192ページの「ルート別のメト
リック」を参照してください。162ページ
の「max_buf」も参照してください。

デフォルト 49,152

範囲 4,096から 162ページの「max_buf」の現在の値

動的か はい

どのような場合に変更するか アプリケーションは setsockopt(3XNET) SO_SNDBUF
を使って、送信バッファーを接続ごとに変更できま
す。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

recv_buf
説明 デフォルトの受信ウィンドウサイズをバイト数で指

定します。ルートごとに異なる値を設定する方法に
ついては、後述の192ページの「ルート別のメト
リック」を参照してください。162ページ
の「max_buf」と 177ページ
の「_recv_hiwat_minmss」も参照してください。

デフォルト 128,000

範囲 2,048から 162ページの「max_buf」の現在の値

動的か はい

どのような場合に変更するか アプリケーションは setsockopt(3XNET) SO_RCVBUF
を使って、受信バッファーを接続ごとに変更できま
す。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。
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max_buf
説明 送信および受信バッファーサイズの最大値をバイト

数で指定します。このパラメータ
は、setsockopt(3XNET)を使用するアプリ
ケーションによって設定される送信バッファーサイ
ズと受信バッファーサイズを制御します。

デフォルト 1,048,576

範囲 128,000から 1,073,741,824

動的か はい

どのような場合に変更するか 高速ネットワーク環境でTCP接続を行う場合
は、ネットワークリンクの速度に合わせて値を増や
します。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_cwnd_max
説明 TCP輻輳ウィンドウ (cwnd)の最大値をバイト数で

指定します。

TCP輻輳ウィンドウについては、RFC 1122と 2581
を参照してください。

デフォルト 1,048,576

範囲 128から 1,073,741,824

動的か はい

どのような場合に変更するか アプリケーションが setsockopt(3XNET)を使用して
ウィンドウサイズに _cwnd_maxより大きい値を設定
しようとしても、使用される実際のウィンドウが
_cwnd_maxを超えることはありません。した
がって、_max_bufは _cwnd_maxより大きくするべき
です。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。
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_slow_start_initial
説明 輻輳ウィンドウ (cwnd)の初期サイズの最大値を

TCP接続のMSS単位で指定します。

輻輳ウィンドウの初期サイズがどのように計算され
るかについては、RFC 2414を参照してください。

デフォルト 10

範囲 1から 10

動的か はい

どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。

特殊な状況下で cwndの初期サイズがネットワーク
の輻輳を招く場合は、この値を減らします。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_local_slow_start_initial
説明 輻輳ウィンドウ (cwnd)の初期サイズを、直接接続

されたホスト間のTCP接続の最大セグメントサイ
ズ (MSS)単位で指定します。

デフォルト 10

範囲 1から 16,384

動的か はい

どのような場合に変更するか 初期ウィンドウが大きい方がアプリケーションにメ
リットがある場合、このパラメータを増やします。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、204ページの「_local_slow_start_initial

」を参照してください。

_slow_start_after_idle
説明 輻輳ウィンドウが 1再送タイムアウト (RTO)の間ア

イドルにされた (セグメントをまったく受信しな

TCPチューニング可能パラメータ

第 5章 • インターネットプロトコル群のチューニング可能パラメータ 163



かった)あとの輻輳ウィンドウのサイズをTCP接続
のMSS単位で指定します。

輻輳ウィンドウの初期サイズがどのように計算され
るかについては、RFC 2414を参照してください。

デフォルト 4

範囲 1から 16,384

動的か はい

どのような場合に変更するか 詳細は、163ページの「_slow_start_initial」を参
照してください。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

sack
説明 2が設定されていると、TCPは常に選択的肯定応答

(SACK)許可オプションを指定して SYNセグメント
を送信します。SACK許可オプションとして値 1が
指定されている SYNセグメントを受信した場
合、TCPは SACK許可オプションを指定して応答し
ます。値 0が設定されている場合は、着信セグメン
トに SACK許可オプションが指定されているかどう
かにかかわらず、TCPは SACK許可オプションを送
信しません。

SACKオプションについては、RFC 2018を参照して
ください。

デフォルト 2 (自発的に有効にする)

範囲 0 (無効)、1 (受動的に有効にする)、2 (自発的に有効
にする)のいずれか

動的か はい

どのような場合に変更するか SACK処理を行うとTCP再送のパフォーマンスが向
上するため、自発的に有効にします。自発的に有効
にすると相手方が混乱するおそれがある場合は、1
を設定します。この場合、SACK処理は、着信接続
で SACK処理が許可されているときにのみ行われま
す。
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コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_rev_src_routes
説明 0が設定されていると、TCPは、セキュリティー上

の理由により、着信接続に対して IPソース
ルーティングオプションを逆方向に使用しませ
ん。1が設定されている場合は、通常どおりソース
ルーティングを逆方向に使用します。

デフォルト 0 (無効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい

どのような場合に変更するか 診断のために IPソースルーティングが必要な場合
は、有効にします。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_time_wait_interval
説明 TCP接続をTIME-WAIT状態に保つ時間をミリ秒で

指定します。

RFC 1122の 4.2.2.13を参照してください。

デフォルト 600,000 (60秒)

範囲 1秒から 10分

動的か はい

どのような場合に変更するか この値は 60秒より小さくしないでください。

このパラメータの変更方法については、RFC 1122
の 4.2.2.13を参照してください。

コミットレベル 変更の可能性あり
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変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

ecn
説明 ECN (Explicit Congestion Notification、明示的輻輳通

知)のサポートを制御します。

このパラメータが 0に設定されていると、TCP
は、ECNメカニズムをサポートしている接続先と
のネゴシエーションを行いません。

接続開始時にこのパラメータが 1に設定されている
と、TCPは、ECNメカニズムをサポートしている
ことを接続先に通知しません。

ただし、接続先が SYNセグメントで ECNメカニズ
ムをサポートしていることを示した場合、TCP
は、新しい着信接続要求を受けた際に、ECNメカ
ニズムをサポートしていることを接続先に通知しま
す。

このパラメータを 2に設定すると、TCPは接続を受
け付けた時点で ECNメカニズムに関して接続先と
ネゴシエーションを行います。さらに、TCPは自
発的な送信接続を行う際に、送信する SYNセグメ
ント内で、ECNメカニズムをサポートしているこ
とを示します。

ECNについては、RFC 3168を参照してください。

デフォルト 1 (受動的に有効にする)

範囲 0 (無効)、1 (受動的に有効にする)、2 (自発的に有効
にする)のいずれか

動的か はい

どのような場合に変更するか TCPは、ECNを利用して、輻輳制御の処理を効率
化できます。ただし、このメカニズムにより、既存
のTCP実装やファイアウォール、NATなどの
ネットワークデバイスが混乱する場合もありま
す。混乱するデバイスは IETF非準拠です。

これらのデバイスを考慮し、このパラメータのデ
フォルト値は 1に設定されています。ただし、まれ
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に、受動的に有効にした場合でも問題が生じる場合
があります。必要がある場合以外は、パラメータを
0に設定しないでください。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_conn_req_max_q
説明 accept(3SOCKET)によって受け付けられるのを

待っているTCPリスナーの、保留状態のTCP接続
のデフォルトの最大数を指定します。168ページ
の「_conn_req_max_q0」も参照してください。

デフォルト 128

範囲 1から 4,294,967,295

動的か はい

どのような場合に変更するか 複数の接続要求を受けることのあるWeb
サーバーのようなアプリケーションでは、着信頻度
に応じてこのデフォルト値を増やすことができま
す。

このパラメータに著しく大きい値を設定しないでく
ださい。保留状態のTCP接続はメモリーを過剰に
使用することがあります。さらに、保留状態の
TCP接続の数が多すぎて、アプリケーションが接
続要求を適時に処理できない場合は、新しい着信要
求が拒否されることがあります。

_conn_req_max_qを増やしても、アプリケーション
でそれだけの数の保留状態のTCP接続を持てると
は限りません。アプリケーションで
は、listen(3SOCKET)を使用して、保留状態の
TCP接続の最大数をソケットごとに変更できま
す。このパラメータは、アプリケーションが
listen()を使用して設定できる最大値を表しま
す。つまり、このパラメータに非常に大きな値を設
定しても、あるソケットに対する実際の最大数
は、listen()に指定された値によっては
_conn_req_max_qよりもはるかに少ないことがあり
ます。
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コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_conn_req_max_q0
説明 単一のTCPリスナーが持つことができる、不完全

な (3段階ハンドシェークがまだ終わっていない)保
留状態のTCP接続のデフォルトの最大数を指定し
ます。

TCPの 3段階ハンドシェークについては、RFC 793
を参照してください。167ページ
の「_conn_req_max_q」も参照してください。

デフォルト 1,024

範囲 0から 4,294,967,295

動的か はい

どのような場合に変更するか きわめて多くの接続要求を受信することがある
Webサーバーのようなアプリケーションでは、着
信頻度に応じてこのデフォルト値を増やすことがで
きます。

_conn_req_max_q0と、各ソケットについて保留状態
にある接続の最大数との関係は、次のとおりです。

接続要求を受信すると、TCPはまず、受け付けら
れるのを待っている保留状態のTCP接続 (3段階ハ
ンドシェークが終わっている)の数が、そのリス
ナーに対する最大数 (N)を超えていないかを
チェックします。接続数が超えていると、その要求
は拒否されます。超えていなければ、は、不完全
な保留状態のTCP接続の数が、Nと
tcp_conn_req_max_q0の合計を超えていないかを
チェックします。そうでなければ、その要求は受け
付けられます。それ以外の場合、もっとも古い不完
全な保留状態のTCP要求がドロップされます。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

TCPチューニング可能パラメータ

Oracle Solaris 11.1カーネルのチューンアップ・リファレンスマニュアル • 2013年 5月168



_conn_req_min
説明 受け付けられるのを待っている、単一のリスナーの

保留状態のTCP接続の最大数のデフォルトの最小
値。これは、1つのアプリケーションが使用できる
listen(3SOCKET)のもっとも小さい最大値です。

デフォルト 1

範囲 1から 1,024

動的か はい

どのような場合に変更するか このパラメータにより、listen(3SOCKET)を使用す
るアプリケーションが保留状態のTCP接続の最大
数を過度に小さく設定するのを防ぐことができま
す。この値は、着信接続要求の頻度に応じて増やす
ことができます。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_rst_sent_rate_enabled
説明 このパラメータに 1が設定されている場合、RSTセ

グメントの最大送信速度は、ipmadmパラメータ
_rst_sent_rateによって制御されます。このパラ
メータに 0が設定されている場合、RSTセグメント
の送信時に速度を制御することはできません。

デフォルト 1 (有効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい

どのような場合に変更するか このチューニング可能パラメータは、RSTセグメン
トの送信速度を制限することで、TCPに対する
サービス拒否攻撃を防止します。この速度制御
は、RFC 793に厳密に準拠する必要がある場合にの
み、無効になります。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。
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_rst_sent_rate
説明 TCPが 1秒間に送信できる最大RSTセグメント数を

設定します。

デフォルト 40

範囲 0から 4,294,967,295

動的か はい

どのような場合に変更するか TCP環境では、正当な理由により、デフォルト値
より多くのRSTが生成される場合があります。こ
のような場合は、このパラメータのデフォルト値を
引き上げます。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

smallest_anon_port
説明 このパラメータは、TCPが一時的なポートとして

選択できる最小ポート番号を制御します。アプリ
ケーションでは、指定されたプロトコルを使って接
続を作成する際に、ポート番号を指定しないで一時
的なポートを使用することができます。一時的な
ポートは、特定のアプリケーションに関連付けられ
ていません。接続が閉じられると、ポート番号を別
のアプリケーションで再利用できます。

単位 ポート番号

デフォルト 32,768

範囲 1,024から 65,535

動的か はい

どのような場合に変更するか より広範囲の一時的なポートが必要な場合。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、204ページ
の「[tcp,sctp,udp]_smallest_anon_portおよび
[tcp,sctp,udp]_largest_anon_port」を参照してく
ださい。
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largest_anon_port
説明 このパラメータは、TCPが一時的なポートとして

選択できる最大ポート番号を制御します。アプリ
ケーションでは、指定されたプロトコルを使って接
続を作成する際に、ポート番号を指定しないで一時
的なポートを使用することができます。一時的な
ポートは、特定のアプリケーションに関連付けられ
ていません。接続が閉じられると、ポート番号を別
のアプリケーションで再利用できます。

単位 ポート番号

デフォルト 65,535

範囲 32,768から 65,535

動的か はい

どのような場合に変更するか より広範囲の一時的なポートが必要な場合。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、204ページ
の「[tcp,sctp,udp]_smallest_anon_portおよび
[tcp,sctp,udp]_largest_anon_port」を参照してく
ださい。

/etc/systemファイルに設定するTCP/IPパラ
メータ
次のパラメータは、/etc/system ファイル内でのみ設定できます。ファイルを変更し
たあとで、システムをリブートしてください。

たとえば、次のエントリでは ipcl_conn_hash_sizeパラメータを設定します。

set ip:ipcl_conn_hash_size=value

ipcl_conn_hash_size
説明 IPによって使用される接続ハッシュテーブルのサ

イズを制御します。デフォルト値 0の場合、システ
ムは、使用可能なメモリー容量に基づいて、ブート
時にこのパラメータの適切な値を自動的に決定しま
す。

データ型 符号なし整数
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デフォルト 0

範囲 0から 82,500

動的か いいえ。このパラメータはブート時にのみ変更でき
ます。

どのような場合に変更するか 常に非常に大量のTCP接続が確立されているシス
テムでは、それに応じてこの値を増やすことができ
ます。ハッシュテーブルサイズを大きくすると、よ
り多くのメモリーが消費され、ユーザーアプリ
ケーション用として提供できるメモリーの量が減り
ます。

コミットレベル 変更の可能性あり

ip_squeue_worker_wait
説明 TCP/IPパケットを squeueに格納して処理する

ワークスレッドが起動するまでの最大遅延時間を制
御します。squeueはTCP/IPカーネルコードが
TCP/IPパケット処理に使用する直列化キューで
す。

デフォルト 10ミリ秒

範囲 0から 50ミリ秒

動的か はい

どのような場合に変更するか 遅延が発生しないほうが望ましく、かつ、ネット
ワークトラフィックが少ない場合。たとえば、対話
型ネットワークトラフィックの大部分がマシンで処
理されている場合など。

ネットワークファイルサーバー、Webサーバーな
ど、実際にネットワークトラフィックが発生してい
るすべてのサーバーでは、通常、デフォルト値が最
適です。

ゾーン構成 このパラメータを設定できるのは、大域ゾーン内だ
けです。

コミットレベル 変更の可能性あり

特別な注意を要するTCPパラメータ
次のパラメータの変更は非推奨です。
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_keepalive_interval
説明 この ipadmパラメータは、システム全体でTCP接続

がアイドル状態になってから最初にプローブが送信
されるまでの間隔を設定します。

Solarisは、RFC 1122に記述されているTCPキープ
アライブメカニズムをサポートします。このメカニ
ズムは、TCPソケットで SO_KEEPALIVEソケットオ
プションを設定することで有効になります。

ソケットで SO_KEEPALIVEが有効な場合、TCP接続
が 2時間 (tcp_keepalive_intervalパラメータのデ
フォルト値)アイドル状態になると最初のキープア
ライブプローブが送信されます。ピアがプローブに
8分間応答しない場合、TCP接続が終了します。詳
細は、174ページの「_rexmit_interval_initial」を
参照してください。

また、個々のアプリケーションに
TCP_KEEPALIVE_THRESHOLDソケットオプションを使
用してデフォルトの間隔をオーバーライドすれ
ば、各アプリケーションがソケットごとに独自の間
隔を持つようにできます。オプションの値は、ミリ
秒単位の符号なし整数です。tcp(7P)のマニュアル
ページも参照してください。

デフォルト 2時間

範囲 10秒から 10日

単位 符号なし整数 (ミリ秒)

動的か はい

どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。この値を小さくす
ると、不必要なネットワークトラフィックが生じる
可能性があるとともに、ネットワークの一時的な問
題のために未完了のまま接続が終了してしまう可能
性も高くなります。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。
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_ip_abort_interval
説明 TCP接続に対するデフォルトの合計再送タイムア

ウト値をミリ秒で指定します。ある接続で、TCP
が tcp_ip_abort_intervalの間再転送を行なって
も、この間に相手側のエンドポイントから肯定応答
をまったく受け取らないと、この接続は閉じられま
す。

TCPの再送タイムアウト (RTO)の計算について
は、RFC 1122の 4.2.3を参照してください。175
ページの「_rexmit_interval_max」も参照してくだ
さい。

デフォルト 5分

範囲 500ミリ秒から 1193時間

動的か はい

どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。例外については、
175ページの「_rexmit_interval_max」を参照して
ください。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_rexmit_interval_initial
説明 TCP接続に対するデフォルトの初期再送タイムア

ウト値をミリ秒で指定します。ルートごとに異なる
値を設定する方法については、後述の192ページ
の「ルート別のメトリック」を参照してください。

デフォルト 1000ミリ秒

範囲 1ミリ秒から 20000ミリ秒

動的か はい

どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。この値を小さくす
ると、不要な再転送が行われるおそれがあります。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。
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_rexmit_interval_max
説明 デフォルトの最大再送タイムアウト値 (RTO)をミ

リ秒で指定します。すべてのTCP接続に対し
て、計算されたRTOがこの値を超えることはでき
ません。174ページの「_ip_abort_interval」も参
照してください。

デフォルト 6000ミリ秒

範囲 1ミリ秒から 7200000ミリ秒

動的か はい

どのような場合に変更するか 通常のネットワーク環境では、この値を変更しない
でください。

単一の接続の往復時間 (RTT)が 10秒程度になるよ
うな特別な状況では、この値を増やすことができま
す。この値を変更する場合は、合わせて
_ip_abort_intervalパラメータも変更するべきで
す。_ip_abort_intervalに
は、_rexmit_interval_maxの 4倍以上の値を指定し
ます。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_rexmit_interval_min
説明 デフォルトの最小再送タイムアウト値 (RTO)をミ

リ秒で指定します。すべてのTCP接続に対し
て、計算されたRTOがこの値を下回ることはでき
ません。175ページの「_rexmit_interval_max」も
参照してください。

デフォルト 200ミリ秒

範囲 1ミリ秒から 7200000ミリ秒

動的か はい

どのような場合に変更するか 通常のネットワーク環境では、この値を変更しない
でください。

TCPのRTO計算は、RTTのもっとも大きい変動に
対処できます。単一の接続の往復時間 (RTT)が 10
秒程度になるような特別な状況では、この値を増や
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すことができます。この値を変更する場合は、合わ
せて _rexmit_interval_maxパラメータも変更するべ
きです。_rexmit_interval_maxに
は、_rexmit_interval_minの 8倍以上の値を指定し
ます。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_rexmit_interval_extra
説明 計算された再送タイムアウト値 (RTO)に追加する

定数をミリ秒で指定します。

デフォルト 0ミリ秒

範囲 0から 7200000ミリ秒

動的か はい

どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。

計算されたRTOが接続に対して適切でない場合
は、不要な再転送を避けるためにこの値を変更する
ことができます。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_tstamp_if_wscale
説明 このパラメータに 1が設定され、かつ、ある接続に

対するウィンドウスケールオプションが有効に
なっていると、TCPは、その接続の timestampオプ
ションも有効にします。

デフォルト 1 (有効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい

どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。一般に、TCPを
高速ネットワークで使用する場合は、シーケンス番
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号のラップアラウンドに対する保護が必要になりま
す。この場合、timestampオプションが必要になり
ます。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_recv_hiwat_minmss
説明 デフォルトの最小受信ウィンドウサイズを制御しま

す。最小値は、_recv_hiwat_minmssに、接続の最大
セグメントサイズ (MSS)を掛けた値です。

デフォルト 8

範囲 1から 65,536

動的か はい

どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。この値を変更する
必要がある場合は、4より小さい値にしないでくだ
さい。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、205ページの「TCPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

UDPチューニング可能パラメータ

send_buf
説明 UDPソケットのデフォルトの送信バッファーサイ

ズを指定します。詳細は、178ページ
の「max_buf」を参照してください。

デフォルト 57,344バイト

範囲 1,024から 178ページの「max_buf」の現在の値

動的か はい

どのような場合に変更するか このサイズは、アプリケーションで
setsockopt(3XNET) SO_SNDBUFを使用してソケット
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ごとに変更できます。一般には、デフォルト値を変
更する必要はありません。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「UDPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

recv_buf
説明 UDPソケットのデフォルトの受信バッファーサイ

ズを指定します。詳細は、178ページ
の「max_buf」を参照してください。

デフォルト 57,344バイト

範囲 128から 178ページの「max_buf」の現在の値

動的か はい

どのような場合に変更するか このサイズは、アプリケーションで
setsockopt(3XNET) SO_RCVBUFを使用してソケット
ごとに変更できます。一般には、デフォルト値を変
更する必要はありません。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「UDPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

max_buf
説明 UDPソケットの送信および受信バッファーサイズ

の最大値を指定します。これは、アプリケーション
が getsockopt(3SOCKET)を使用して設定する送信
バッファーおよび受信バッファーの最大値を制御し
ます。

デフォルト 2,097,152
範囲 65,536から 1,073,741,824

動的か はい

どのような場合に変更するか 高速ネットワーク環境で接続を確立する場合
は、ネットワークリンク速度に合わせて、このパラ
メータの値を大きくします。
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コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「UDPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

smallest_anon_port
説明 このパラメータは、UDPが一時的なポートとして

選択できる最小ポート番号を制御します。アプリ
ケーションでは、指定されたプロトコルを使って接
続を作成する際に、ポート番号を指定しないで一時
的なポートを使用することができます。一時的な
ポートは、特定のアプリケーションに関連付けられ
ていません。接続が閉じられると、ポート番号を別
のアプリケーションで再利用できます。

単位 ポート番号

デフォルト 32,768

範囲 1,024から 65,535

動的か はい

どのような場合に変更するか より広範囲の一時的なポートが必要な場合。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、204ページ
の「[tcp,sctp,udp]_smallest_anon_portおよび
[tcp,sctp,udp]_largest_anon_port」を参照してく
ださい。

largest_anon_port
説明 このパラメータは、UDPが一時的なポートとして

選択できる最大ポート番号を制御します。アプリ
ケーションでは、指定されたプロトコルを使って接
続を作成する際に、ポート番号を指定しないで一時
的なポートを使用することができます。一時的な
ポートは、特定のアプリケーションに関連付けられ
ていません。接続が閉じられると、ポート番号を別
のアプリケーションで再利用できます。

単位 ポート番号
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デフォルト 65,535

範囲 32,768から 65,535

動的か はい

どのような場合に変更するか より広範囲の一時的なポートが必要な場合。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、204ページ
の「[tcp,sctp,udp]_smallest_anon_portおよび
[tcp,sctp,udp]_largest_anon_port」を参照してく
ださい。

IPQoSチューニング可能パラメータ

_policy_mask
説明 IPQoS処理を有効または無効にします。有効また

は無効にするコールアウト位置は、次のとおりで
す。転送アウトバウンド、転送インバウン
ド、ローカルアウトバウンド、またはローカルイン
バウンド。このパラメータは、次のようなビットマ
スクになっています。

使用し
ない

使用
しな
い

使用
しな
い

使用し
ない

転送ア
ウトバ
ウンド

転送イ
ンバウ
ンド

ローカ
ルアウ
トバウ
ンド

ローカ
ルイン
バウン
ド

X X X X 0 0 0 0

どの位置でも 1であれば、その特定のコールアウト
位置で IPQoS処理をマスク、すなわち無効にしま
す。たとえば、 0x01の値は、すべてのローカルイ
ンバウンドパケットの IPQoS処理を無効にしま
す。

デフォルト 0 (すべてのコールアウト位置で IPQoS処理が有効)

範囲 0 (0x00)から 15 (0x0F)。15の場合、すべてのコール
アウト位置の IPQoS処理が無効

動的か はい
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どのような場合に変更するか いずれかのコールアウト位置で IPQoS処理を有効
または無効にしたい場合

コミットレベル 変更の可能性あり

SCTPチューニング可能パラメータ

_max_init_retr
説明 SCTP終端が INITチャンクの再送信位置で行う最大

試行回数を制御します。SCTP終端は、SCTP設定構
造で、この値をオーバーライドできます。

デフォルト 8
範囲 0から 128

動的か はい

どのような場合に変更するか INIT再送回数は 181ページの「_pa_max_retr」に依
存します。_max_init_retrが _pa_max_retr以下で
あれば理想的です。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_pa_max_retr
説明 SCTP接続のすべてのパスを経由する最大再送回数

を制御します。この値を超過すると、SCTP接続は
終了します。

デフォルト 10
範囲 1から 128

動的か はい

どのような場合に変更するか すべてのパスを経由する最大再送回数は、パスの数
と各パスの最大再送回数によって決定されま
す。_pa_max_retrは、使用可能なすべてのパスの 182
ページの「_pp_max_retr」の合計に設定するべき
です。たとえば、宛先までのパス数が 3で、これら
のパスの最大再送回数がそれぞれ 5回である場
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合、_pa_max_retrには 15以下の値を設定するべき
です (RFC 2960、Section 8.2のNoteを参照)。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_pp_max_retr
説明 特定のパスを経由する最大再送回数を制御しま

す。この数値を超過したパスがあると、パス (宛先)
に到達できません。

デフォルト 5
範囲 1から 128

動的か はい

どのような場合に変更するか この値を 5より小さい値に変更しないでください。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_cwnd_max
説明 SCTP接続の輻輳ウィンドウの最大値を制御しま

す。

デフォルト 1,048,576

範囲 128から 1,073,741,824

動的か はい

どのような場合に変更するか アプリケーションが setsockopt(3XNET)を使用して
ウィンドウサイズに _cwnd_maxより大きい値を設定
しようとしても、使用される実際のウィンドウが
_cwnd_maxを超えることはありません。した
がって、187ページの「max_buf」は _cwnd_maxより
大きくするべきです。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。
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_ipv4_ttl
説明 SCTP接続上で、アウトバウンド IPv4パケットの IP

バージョン 4ヘッダーのTTL値を制御します。

デフォルト 64

範囲 1から 255

動的か はい

どのような場合に変更するか 通常、この値を変更する必要はありません。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_ipv6_hoplimit
説明 SCTP接続上で、アウトバウンド IPv6パケットの

IPv6ヘッダーのホップ制限値を設定します。

デフォルト 60
範囲 0から 255

動的か はい

どのような場合に変更するか 通常、この値を変更する必要はありません。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_heartbeat_interval
説明 HEARTBEATチャンクからハードビートに対応した

アイドル状態の宛先までの間隔を計算します。

SCTP終端は、相手側のアイドル状態の宛先転送ア
ドレスまでの到達性を監視するため、定期的に
HEARTBEATチャンクを送信します。

デフォルト 30秒
範囲 0から 86,400秒

動的か はい

どのような場合に変更するか RFC 2960のセクション 8.3を参照してください。
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コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_new_secret_interval
説明 新しいシークレットを生成するタイミングを判定し

ます。生成されたシークレットから、Cookieの
MACを計算できます。

デフォルト 2分
範囲 0から 1,440分

動的か はい

どのような場合に変更するか RFC 2960のセクション 5.1.3を参照してください。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_initial_mtu
説明 IPヘッダー長を含めた SCTPパケットの初期最大送

信サイズを判定します。

デフォルト 1500バイト
範囲 68から 65,535

動的か はい

どのような場合に変更するか 基底リンクが 1500バイト以上のフレームサイズを
サポートする場合は、このパラメータの値を大きく
します。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_deferred_ack_interval
説明 SCTP遅延肯定応答 (ACK)タイマーのタイムアウト

値をミリ秒で設定します。
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デフォルト 100ミリ秒
範囲 1から 60,000ミリ秒

動的か はい

どのような場合に変更するか RFC 2960のセクション 6.2を参照してください。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_ignore_path_mtu
説明 パスMTU検出の有効/無効を切り替えます。

デフォルト 0 (無効)
範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい

どのような場合に変更するか パスにおけるMTUの変更を無視する場合、このパ
ラメータを有効にします。パスMTUが減った場
合、このパラメータを有効にすると、IP分割が行
われます。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_initial_ssthresh
説明 相手側の宛先アドレスの初期スロースタートしきい

値を設定します。

デフォルト 1,048,576
範囲 1,024から 4,294,967,295

動的か はい

どのような場合に変更するか RFC 2960のセクション 7.2.1を参照してください。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。
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send_buf
説明 デフォルトの送信バッファーサイズをバイト数で指

定します。187ページの「max_buf」も参照してくだ
さい。

デフォルト 102,400

範囲 8,192から 187ページの「max_buf」の現在の値

動的か はい

どのような場合に変更するか アプリケーションは setsockopt(3XNET) SO_SNDBUF
を使って、送信バッファーを接続ごとに変更できま
す。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_xmit_lowat
説明 送信ウィンドウサイズの下限値を制御します。

デフォルト 8,192
範囲 8,192から 1,073,741,824

動的か はい

どのような場合に変更するか 通常、この値を変更する必要はありません。このパ
ラメータは、ソケットの送信バッファーを書き込み
可能にするために必要な最小限のサイズを設定しま
す。必要に応じて、186ページの「send_buf」と一
致するようにこのパラメータを変更できます。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

recv_buf
説明 デフォルトの受信バッファーサイズをバイト数で指

定します。187ページの「max_buf」も参照してくだ
さい。
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デフォルト 102,400

範囲 8,192から 187ページの「max_buf」の現在の値

動的か はい

どのような場合に変更するか アプリケーションは setsockopt(3XNET) SO_RCVBUF
を使って、受信バッファーを接続ごとに変更できま
す。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

max_buf
説明 送信および受信バッファーサイズの最大値をバイト

数で制御します。これは、アプリケーションが
getsockopt(3SOCKET)を使用して設定する送信
バッファーおよび受信バッファーの最大値を制御し
ます。

デフォルト 1,048,576
範囲 102,400から 1,073,741,824

動的か はい

どのような場合に変更するか 高速ネットワーク環境で接続を確立する場合
は、ネットワークリンク速度に合わせて、このパラ
メータの値を大きくします。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_rto_min
説明 相手側のすべての宛先アドレスの再送タイムアウト

(RTO)の下限値をミリ秒で設定します。

デフォルト 1,000
範囲 500から 60,000

動的か はい

どのような場合に変更するか RFC 2960のセクション 6.3.1を参照してください。
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コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_rto_max
説明 相手側のすべての宛先アドレスの再送タイムアウト

(RTO)の上限値をミリ秒で設定します。

デフォルト 60,000
範囲 1,000から 60,000,000

動的か はい

どのような場合に変更するか RFC 2960のセクション 6.3.1を参照してください。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_rto_initial
説明 相手側のすべての宛先アドレスの初期再送タイムア

ウト (RTO)値をミリ秒で制御します。

デフォルト 3,000
範囲 1,000から 60,000,000

動的か はい

どのような場合に変更するか RFC 2960のセクション 6.3.1を参照してください。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_cookie_life
説明 Cookieの寿命をミリ秒で設定します。

デフォルト 60,000
範囲 10から 60,000,000

動的か はい
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どのような場合に変更するか 通常、この値を変更する必要はありません。このパ
ラメータは、188ページの「_rto_max」に合わせて
変更できます。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_max_in_streams
説明 SCTP接続 1個あたりに許可された最大インバウン

ドストリーム数を制御します。

デフォルト 32
範囲 1から 65,535

動的か はい

どのような場合に変更するか RFC 2960のセクション 5.1.1を参照してください。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_initial_out_streams
説明 SCTP接続 1個あたりに許可された最大アウトバウ

ンドストリーム数を制御します。

デフォルト 32
範囲 1から 65,535

動的か はい

どのような場合に変更するか RFC 2960のセクション 5.1.1を参照してください。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。
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_shutack_wait_bound
説明 SHUTDOWNチャンクの送信後、SHUTDOWN ACK

を待機する最大待ち時間をミリ秒で制御します。

デフォルト 60,000
範囲 0から 300,000

動的か はい

どのような場合に変更するか 通常、この値を変更する必要はありません。このパ
ラメータは、188ページの「_rto_max」に合わせて
変更できます。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_maxburst
説明 1つのバーストで送信されるセグメント数の制限値

を設定します。

デフォルト 4
範囲 2から 8

動的か はい

どのような場合に変更するか このパラメータを変更する必要はありません。この
値はテスト目的で変更する場合があります。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_addip_enabled
説明 SCTP動的アドレス構成の有効/無効を切り替えま

す。

デフォルト 0 (無効)
範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい
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どのような場合に変更するか 動的アドレス構成が必要な場合は有効にします。セ
キュリティー上、このパラメータはテスト目的以外
では有効にしないでください。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

_prsctp_enabled
説明 SCTPに対する部分的な信頼の拡張 (RFC 3758)の有

効/無効を切り替えます。

デフォルト 1 (有効)
範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい

どのような場合に変更するか ご使用の SCTP環境で部分的な信頼がサポートされ
ていない場合、無効にします。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、207ページの「SCTPパラメータの名前の変
更 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

smallest_anon_port
説明 このパラメータは、SCTPが一時的なポートとして

選択できる最小ポート番号を制御します。アプリ
ケーションでは、指定されたプロトコルを使って接
続を作成する際に、ポート番号を指定しないで一時
的なポートを使用することができます。一時的な
ポートは、特定のアプリケーションに関連付けられ
ていません。接続が閉じられると、ポート番号を別
のアプリケーションで再利用できます。

単位 ポート番号

デフォルト 32,768

範囲 1,024から 65,535

動的か はい

どのような場合に変更するか より広範囲の一時的なポートが必要な場合。
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コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、204ページ
の「[tcp,sctp,udp]_smallest_anon_portおよび
[tcp,sctp,udp]_largest_anon_port」を参照してく
ださい。

largest_anon_port
説明 このパラメータは、SCTPが一時的なポートとして

選択できる最大ポート番号を制御します。アプリ
ケーションでは、指定されたプロトコルを使って接
続を作成する際に、ポート番号を指定しないで一時
的なポートを使用することができます。一時的な
ポートは、特定のアプリケーションに関連付けられ
ていません。接続が閉じられると、ポート番号を別
のアプリケーションで再利用できます。

単位 ポート番号

デフォルト 65,535

範囲 32,768から 65,535

動的か はい

どのような場合に変更するか より広範囲の一時的なポートが必要な場合。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細は、204ページ
の「[tcp,sctp,udp]_smallest_anon_portおよび
[tcp,sctp,udp]_largest_anon_port」を参照してく
ださい。

ルート別のメトリック
ルート別のメトリックを使用して、一定のプロパティーを IPv4や IPv6のルーティン
グテーブルエントリに関連付けることができます。

たとえば、システムに、Fast EthernetとGigabit Ethernetという 2つの異なるネット
ワークインタフェースがあるとします。recv_maxbufのシステムデフォルト値は
128,000バイトです。このデフォルト値は Fast Ethernetインタフェースには十分です
が、Gigabit Ethernetインタフェースには不十分な可能性があります。
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recv_maxbufのシステムデフォルト値を増やす代わりに、Gigabit Ethernetインタ
フェースのルーティングエントリに別のデフォルトのTCP受信ウィンドウサイズを
関連付けることができます。これにより、そのルートを通るすべてのTCP接続に
は、大きくした受信ウィンドウサイズが使用されます。

たとえば、IPv4を使用する次のようなルーティングテーブルがあるとします
(netstat -rn)。

192.123.123.0 192.123.123.4 U 1 4 hme0

192.123.124.0 192.123.124.4 U 1 4 ge0

default 192.123.123.1 UG 1 8

この例では、次の処理が行われます。

# route change -net 192.123.124.0 -recvpipe x

この結果、ge0リンクの }192.123.124.0ネットワークへのすべての接続には、デ
フォルトの受信ウィンドウサイズ 128,000の代わりに、受信バッファーサイズ xが使
用されます。

宛先が a.b.c.dネットワークにあり、そのネットワーク固有のルーティングエントリ
がない場合は、そのネットワークに接頭辞ルートを追加し、メトリックを変更でき
ます。例:

# route add -net a.b.c.d 192.123.123.1 -netmask w.x.y.z

# route change -net a.b.c.d -recvpipe y

接頭辞ルートのゲートウェイがデフォルトのルーターであることに留意してくださ
い。そのネットワークへのすべての接続は受信バッファーサイズ yを使用しま
す。複数のインタフェースがある場合は、-ifp引数を使用して、使用するインタ
フェースを指定します。それによって、特定の宛先に対してどのインタフェースを
使用するかを制御できます。メトリックを確認するには route(1M) getコマンドを使
用します。
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システム機能のパラメータ

この章では、各種システム機能のデフォルト値を設定する大部分のパラメータにつ
いて説明します。

■ 196ページの「autofs」
■ 196ページの「cron」
■ 196ページの「devfsadm」
■ 196ページの「dhcpagent」
■ 197ページの「fs」
■ 197ページの「ftp」
■ 197ページの「inetinit」
■ 197ページの「init」
■ 198ページの「ipsec」
■ 198ページの「kbd」
■ 198ページの「keyserv」
■ 199ページの「login」
■ 199ページの「mpathd」
■ 199ページの「nfs」
■ 199ページの「nfslogd」
■ 199ページの「nss」
■ 199ページの「passwd」
■ 200ページの「su」
■ 200ページの「syslog」
■ 200ページの「tar」
■ 200ページの「telnetd」
■ 200ページの「utmpd」

6第 6 章
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システムのデフォルトのパラメータ
さまざまなシステム機能の動作は、その機能が起動時に読み込む一連の値によって
制御されます。各機能の値は、/etc/defaultディレクトリにある機能のファイルに
保存するか、サービス管理機能 (SMF)構成リポジトリのサービスインスタンスのプ
ロパティーに保存することができます。SMFサービスとプロパティーの詳細
は、『Oracle Solaris 11.1でのサービスと障害の管理』の「SMFサービスの管理」を参
照してください。

電源管理プロパティーの設定に関する詳細は、『Oracle Solaris 11.1でのシステム情
報、プロセス、およびパフォーマンスの管理』の第 5章「システムコンソール、端
末デバイス、および電源サービスの管理 (タスク)」を参照してください。

autofs

sharectlコマンドを使用して、SMF autofsプロパティーを表示または構成できま
す。例:

# sharectl get autofs

timeout=600

automount_verbose=false

automountd_verbose=false

nobrowse=false

trace=0

environment=

# sharectl set -p timeout=200 autofs

詳細は、sharectl(1M)のマニュアルページを参照してください。

cron

この機能を利用して、cronロギングの有効/無効を切り替えることができます。

devfsadm

現在、このファイルは使用されていません。

dhcpagent

DHCPのクライアント使用率は、dhcpagentデーモンによって提供されます。ipadm

を使用して、DHCPアドレスオブジェクトを作成する場合や、ipadmで、DHCPから
そのネットワーク構成を受信するように構成されたインタフェースが識別される場
合、dhcpagentが起動され、そのインタフェースのアドレスが管理されます。
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詳細は、dhcpagent(1M)の「FILES」セクションにある /etc/default/dhcpagentの情
報を参照してください。

fs

ファイルシステム管理コマンドには、汎用的な部分とファイルシステム固有の部分
があります。ファイルシステムのタイプが -Fオプションで明示的に指定されていな
い場合は、デフォルトが使用されます。その値はこのファイルに指定されていま
す。詳細は、default_fs(4)の「Description」セクションを参照してください。

ftp

この機能を利用して、lsコマンドにRFC 959 NLSTコマンドの動作を設定できま
す。デフォルトの lsの動作は、以前の Solarisリリースから変更されていません。

詳細は、ftp(4)を参照してください。

inetinit

この機能を利用して、TCPシーケンス番号を構成したり、6to4リレールーターのサ
ポートを有効または無効にすることができます。

init

システム初期化プロパティーは次の SMFサービスに含まれるようになりました。

svc:/system/environment:init

同様の構文を使用して、TZや LANGなどのシステム初期化プロパティーを表示し、構
成できます。

# svccfg -s svc:/system/environment:init

svc:/system/environment:init> setprop

Usage: setprop pg/name = [type:] value

setprop pg/name = [type:] ([value...])

Set the pg/name property of the currently selected entity. Values may be

enclosed in double-quotes. Value lists may span multiple lines.

svc:/system/environment:init> listprop

umask application

umask/value_authorization astring solaris.smf.value.environment

umask/umask astring 022

upgrade application
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upgrade/skip_init_upgrade boolean false

upgrade/value_authorization astring solaris.smf.value.environment

environment application

environment/LANG astring C

.

.

.

詳細は、init(1M)の「FILES」セクションを参照してください。

ipsec

この機能では、IKEデーモンのデバッグ情報や ikeadmの特権レベルなどのパラ
メータを構成できます。

kbd

キーボード構成プロパティーは次の SMFサービスに含まれるようになりました。

svc:/system/keymap:default

同様の構文を使用して、キーボードプロパティーを表示し、構成します。

# svccfg -s svc:/system/keymap:default

svc:/system/keymap:default> setprop

Usage: setprop pg/name = [type:] value

setprop pg/name = [type:] ([value...])

Set the pg/name property of the currently selected entity. Values may be

enclosed in double-quotes. Value lists may span multiple lines.

svc:/system/keymap:default> listprop

general framework

general/complete astring

general/enabled boolean false

keymap system

keymap/console_beeper_freq integer 900

keymap/kbd_beeper_freq integer 2000

keymap/keyboard_abort astring enable

keymap/keyclick boolean false

.

.

.

詳細は、kbd(1)のマニュアルページを参照してください。

keyserv

詳細は、keyserv(1M)の「FILES」セクションにある /etc/default/keyservの情報を
参照してください。
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login

詳細は、login(1)のマニュアルページの「FILES」セクションにある
/etc/default/loginの情報を参照してください。

mpathd

この機能を利用して、in.mpathd構成パラメータを設定できます。

詳細は、in.mpathd(1M)のマニュアルページを参照してください。

nfs
sharectlコマンドを使用して、SMF NFSプロパティーを表示または構成できま
す。例:

# sharectl get nfs

servers=1024

lockd_listen_backlog=32

lockd_servers=1024

lockd_retransmit_timeout=5

grace_period=90

server_versmin=2

server_versmax=4

client_versmin=2

client_versmax=4

server_delegation=on

nfsmapid_domain=

# sharectl set -p grace_period=60 nfs

詳細は、nfs(4)のマニュアルページを参照してください。

nfslogd

詳細は、nfslogd(1M)の「Description」セクションを参照してください。

nss
この機能を利用して、initgroups(3C)参照パラメータを構成できます。

詳細は、nss(4)のマニュアルページを参照してください。

passwd

詳細は、passwd(1)の「FILES」セクションにある /etc/default/passwdの情報を参照
してください。

システムのデフォルトのパラメータ

第 6章 • システム機能のパラメータ 199

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=REFMAN1login-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=REFMAN1Min.mpathd-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=REFMAN4nfs-4
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=REFMAN1Mnfslogd-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=REFMAN4nss-4
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=REFMAN1passwd-1


su

詳細は、su(1M)の「FILES」セクションにある /etc/default/suの情報を参照してく
ださい。

syslog

詳細は、syslogd(1M)の「FILES」セクションにある /etc/default/syslogdの情報を
参照してください。

tar

-f関数修飾子の詳細は、tar(1)のマニュアルページを参照してください。

TAPE環境変数がなく、いずれかの引数が数字で、かつ -fが指定されていない場
合、archiveN文字列と一致する数値が /etc/default/tarファイルで検索されま
す。このファイルの archiveN文字列の値は、出力デバイス、ブロック化因数、サイ
ズとして使用されます。

例:

% tar -c 2 /tmp/*

このコマンドは、/etc/default/tarファイルで archive2と指定されているデバイス
に出力を書き込みます。

telnetd

このファイルは、Telnet接続の際に表示されるデフォルトのバナー (BANNER)を識別し
ます。

utmpd

utmpdデーモンは /var/adm/utmpx (および Solarisの以前のバージョンでは
/var/adm/utmpも)を監視し、pututxline(3C)で root以外のプロセスによって挿入さ
れた utmpエントリがプロセスの終了前に確実に消去されるようにします。

/etc/default/utmpdの次の 2つのエントリがサポートされています。
■ SCAN_PERIOD - utmpdが、監視するプロセスがまだ生きているかどうかの /procの
チェックとチェックの合間に休眠する秒数。デフォルト値は 300です。

■ MAX_FDS - utmpdが監視しようとするプロセスの最大数。デフォルト値は 4096で
す。通常、この値を変更する必要はありません。
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チューニング可能パラメータの変更履歴

この章には、特定のチューニング可能パラメータの変更履歴を記載します。このセ
クションにパラメータが記載されていれば、旧リリースから変更されていることを
意味します。また、元の機能がすでに削除されているパラメータもリストされてい
ます。

■ 201ページの「カーネルパラメータ」
■ 204ページの「TCP/IPチューニング可能パラメータ (Oracle Solaris 11および 11.1)」
■ 208ページの「廃止または削除されたパラメータ (Oracle Solaris 11および 11.1)」

カーネルパラメータ

カーネルとメモリーの一般的なパラメータ (Oracle
Solaris 11および11.1)

zfs_arc_min
このパラメータの説明は、Oracle Solaris 11リリースで新しく記載されました。詳細
は、94ページの「zfs_arc_min」を参照してください。

Oracle Solaris 11.1では、zfs_arc_minパラメータ情報は第 3章「Oracle Solaris ZFS
チューニング可能パラメータ」に移動しました。

zfs_arc_max
このパラメータの説明は、Oracle Solaris 11リリースで新しく記載されました。詳細
は、95ページの「zfs_arc_max」を参照してください。

Oracle Solaris 11.1では、zfs_arc_maxパラメータ情報は第 3章「Oracle Solaris ZFS
チューニング可能パラメータ」に移動しました。
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disp_rechoose_interval
このパラメータは、Oracle Solaris 11リリースで新しく追加されました。詳細は
84ページの「disp_rechoose_interval」を参照してください。

ページング関連パラメータ (Oracle Solaris 11)

fastscan
fastscanのデフォルト値が明確にされました。詳細は、52ページの「fastscan」を
参照してください。

プロセスサイジングのチューニング可能パラ
メータ (Oracle Solaris 11.1)

ngroups_max
このパラメータは、Oracle Solaris 11リリースで新しく記載されました。

Oracle Solaris 11.1リリースでは、「どのような場合に変更するか」の説明に、このパ
ラメータが 16より大きく設定された場合の AUTH_SYS認証に関する相互作用情報が含
まれるように改訂されました。詳細は、42ページの「ngroups_max」を参照してくだ
さい。

max_nprocs
このパラメータのデフォルト値が、Oracle Solaris 11.1リリースで更新されました。詳
細は、41ページの「max_nprocs」を参照してください。

maxusers
このパラメータのデフォルト値が、Oracle Solaris 11.1リリースで更新されました。詳
細は、38ページの「maxusers」を参照してください。

pidmax
このパラメータのデフォルト値が、Oracle Solaris 11.1リリースで更新されました。詳
細は、40ページの「pidmax」を参照してください。

segkpsize
このパラメータのデフォルト値が、Oracle Solaris 11.1リリースで更新されました。詳
細は、32ページの「segkpsize」を参照してください。

カーネルパラメータ

Oracle Solaris 11.1カーネルのチューンアップ・リファレンスマニュアル • 2013年 5月202



スワッピング関連パラメータ (Oracle Solaris 11.1)

swapfs_minfree
このパラメータ情報の「どのような場合に変更するか」セクションが、Oracle Solaris
11.1リリースで更新されました。詳細は、58ページの「swapfs_minfree」を参照して
ください。

一般的なファイルシステムパラメータ (Oracle
Solaris 11.1)

dnlc_dircache_percent
このパラメータは、Oracle Solaris 11.1リリースで新しく追加されました。詳細は、
75ページの「dnlc_dircache_percent」を参照してください。

一般的なドライバパラメータ (Oracle Solaris 11)

ddi_msix_alloc_limit
このパラメータは、Oracle Solaris 11リリースで新しく記載されました。詳細は、
64ページの「ddi_msix_alloc_limit」を参照してください。

ネットワークドライバパラメータ (Oracle Solaris
11)

igbパラメータ
Oracle Solaris 11リリースでは igbネットワークドライバパラメータが提供されていま
す。詳細は、65ページの「igbパラメータ」を参照してください。

ixgbeパラメータ
Oracle Solaris 11リリースでは ixgbeネットワークドライバパラメータが提供されてい
ます。詳細は、66ページの「ixgbeパラメータ」を参照してください。
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TCP/IPチューニング可能パラメータ (Oracle Solaris 11およ
び11.1)

[tcp,sctp,udp]_smallest_anon_portおよび
[tcp,sctp,udp]_largest_anon_port
これらのパラメータの説明は、Oracle Solaris 11リリースで新たに追加されました。

■ 191ページの「smallest_anon_port」
■ 192ページの「largest_anon_port」
■ 170ページの「smallest_anon_port」
■ 171ページの「largest_anon_port」
■ 179ページの「smallest_anon_port」
■ 179ページの「largest_anon_port」

_local_slow_start_initial
このパラメータは、Oracle Solaris 11.1リリースで新しく記載されました。詳細は、
163ページの「_local_slow_start_initial」を参照してください。

IPパラメータの名前の変更 (Oracle Solaris 11)
次の IPパラメータの名前が IPプロパティーに変更されました。

IPプロパティーを設定するには、次のような構文を使用します。

# ipadm set-prop -p _icmp_err_interval=100 ip

IPプロパティー情報を表示するには、次のような構文を使用します。

# ipadm show-prop -p _icmp_err_interval ip

PROTO PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

ip _icmp_err_interval rw 100 100 100 0-99999

表 A–1 IPパラメータの名前の変更

以前の IPパラメータ名 IPプロパティー名

ip_addrs_per_if _addrs_per_if

ip_forwarding forwarding (IPv4)

ip6_forwarding forwarding (IPv6)
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表 A–1 IPパラメータの名前の変更 (続き)
以前の IPパラメータ名 IPプロパティー名

ip_forward_src_routed _forward_src_routed (IPv4)

ip6_forward_src_routed _forward_src_routed (IPv6)

ip_icmp_err_interval _icmp_err_interval

ip_icmp_err_burst _icmp_err_burst

ip_icmp_return_data_bytes _icmp_return_data_bytes (IPv4)

ip6_icmp_return_data_bytes _icmp_return_data_bytes (IPv6)

ip_ire_pathmtu_interval _pathmtu_interval

ip_respond_to_echo_broadcast _respond_to_echo_broadcast (IPv4)

ip6_respond_to_echo_broadcast _respond_to_echo_broadcast (IPv6)

ip_respond_to_echo_multicast _respond_to_echo_multicast (IPv4)

ip6_respond_to_echo_multicast _respond_to_echo_multicast (IPv6)

ip_send_redirects _send_redirects (IPv4)

ip6_send_redirects _send_redirects (IPv6)

ip_strict_dst_multihoming hostmodel

TCPパラメータの名前の変更 (Oracle Solaris 11)
次のTCPパラメータの名前がTCPプロパティーに変更されました。

TCPプロパティーを設定するには、次のような構文を使用します。

# ipadm set-prop -p _deferred_ack_interval=100 tcp

TCPプロパティー情報を表示するには、次のような構文を使用します。

# ipadm show-prop -p _deferred_ack_interval tcp

PROTO PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

tcp _deferred_ack_interval rw 100 -- 100 1-60000

表 A–2 TCPパラメータの名前の変更

以前のTCPパラメータ名 TCPプロパティー名

tcp_deferred_ack_interval _deferred_ack_interval

tcp_local_dack_interval _local_dack_interval

tcp_deferred_acks_max _deferred_acks_max

TCP/IPチューニング可能パラメータ (Oracle Solaris 11および 11.1)

付録A • チューニング可能パラメータの変更履歴 205



表 A–2 TCPパラメータの名前の変更 (続き)
以前のTCPパラメータ名 TCPプロパティー名

tcp_local_dacks_max _local_dacks_max

tcp_wscale_always _wscale_always

tcp_tstamp_always _tstamp_always

tcp_xmit_hiwat send_buf

tcp_recv_hiwat recv_buf

tcp_max_buf max_buf

tcp_cwnd_max _cwnd_max

tcp_slow_start_initial _slow_start_initial

tcp_slow_start_after_idle _slow_start_after_idle

tcp_sack_permitted sack

tcp_rev_src_routes _rev_src_routes

tcp_time_wait_interval _time_wait_interval

tcp_ecn_permitted ecn

tcp_conn_req_max_q _conn_req_max_q

tcp_conn_req_max_q0 _conn_req_max_q0

tcp_conn_req_min _conn_req_min

tcp_rst_sent_rate_enabled _rst_sent_rate_enabled

tcp_rst_sent_rate _rst_sent_rate

tcp_keepalive_interval _keepalive_interval

tcp_ip_abort_interval _ip_abort_interval

tcp_rexmit_interval_initial _rexmit_interval_initial

tcp_rexmit_interval_max _rexmit_interval_max

tcp_rexmit_interval_min _rexmit_interval_min

tcp_rexmit_interval_extra _rexmit_interval_extra

tcp_tstamp_if_wscale _tstamp_if_wscale

tcp_recv_hiwat_minmss _recv_hiwat_minmss
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UDPパラメータの名前の変更 (Oracle Solaris 11)
次のUDPパラメータの名前がUDPプロパティーに変更されました。

UDPプロパティーを設定するには、次のような構文を使用します。

# ipadm set-prop -p send_buf=57344 udp

UDPプロパティー情報を表示するには、次のような構文を使用します。

# ipadm show-prop -p send_buf udp

PROTO PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

udp send_buf rw 57344 57344 57344 1024-2097152

表 A–3 UDPパラメータの名前の変更

以前のUDPパラメータ名 UDPプロパティー名

udp_max_buf max_buf

udp_xmit_hiwat send_buf

udp_recv_hiwat recv_buf

SCTPパラメータの名前の変更 (Oracle Solaris 11)
次の SCTPパラメータの名前が SCTPプロパティーに変更されました。

SCTPプロパティーを設定するには、次のような構文を使用します。

# ipadm set-prop -p _max_init_retr=8 sctp

SCTPプロパティー情報を表示するには、次のような構文を使用します。

# ipadm show-prop -p _max_init_retr sctp

PROTO PROPERTY PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

sctp _max_init_retr rw 8 8 8 0-128

表 A–4 SCTPパラメータの名前の変更

以前の SCTPパラメータ名 SCTPプロパティー名

sctp_max_init_retr _max_init_retr

sctp_pa_max_retr _pa_max_retr

sctp_pp_max_retr _pp_max_retr

sctp_cwnd_max _cwnd_max

sctp_ipv4_ttl _ipv4_ttl
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表 A–4 SCTPパラメータの名前の変更 (続き)
以前の SCTPパラメータ名 SCTPプロパティー名

sctp_heartbeat_interval _heartbeat_interval

sctp_new_secret_interval _new_secret_interval

sctp_initial_mtu _initial_mtu

sctp_deferred_ack_interval _deferred_ack_interval

sctp_ignore_path_mtu _ignore_path_mtu

sctp_initial_ssthresh _initial_ssthresh

sctp_ipv6_hoplimit _ipv6_hoplimit

sctp_xmit_lowat _xmit_lowat

sctp_xmit_hiwat send_buf

sctp_recv_hiwat recv_buf

sctp_max_buf max_buf

sctp_rto_min _rto_min

sctp_rto_max _rto_max

sctp_rto_initial _rto_initial

sctp_cookie_life _cookie_life

sctp_max_in_streams _max_in_streams

sctp_initial_out_streams _initial_out_streams

sctp_shutack_wait_bound _shutack_wait_bound

sctp_maxburst _maxburst

sctp_addip_enabled _addip_enabled

sctp_prsctp_enabled _prsctp_enabled

廃止または削除されたパラメータ (Oracle Solaris 11およ
び11.1)

次のセクションでは、最新のOracle Solarisリリースで廃止または削除されたパラ
メータについて説明します。
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NCAパラメータ
ネットワークキャッシュアクセラレータ (NCA)パラメータ情報が廃止され、削除さ
れました。

consistent_coloring
このパラメータはOracle Solaris 11.1リリースから廃止されています。

rstchown
このパラメータはOracle Solaris 11リリースから廃止されています。

説明 chownシステム呼び出しの POSIX挙動が有効かどう
かを示します。POSIX挙動は次のとおりです。
■ プロセスは、UID 0で動作していない限り
ファイルの所有者を変更できない。

■ プロセスは、UID 0で動作していない限
り、ファイルのグループ所有権を、現在メン
バーになっていないグループに変更することは
できない。

詳細は、chown(2)のマニュアルページを参照してく
ださい。

データ型 符号付き整数

デフォルト 1 (POSIX挙動が使用されている)

範囲 0 (POSIX挙動が強制されない)または 1 (POSIX挙動
が使用される)

単位 切り替え (オン/オフ)

動的か はい

検証 なし

どのような場合に変更するか POSIX挙動が適切でない場合。POSIX挙動をオフに
すると、さまざまなセキュリティーホールの可能性
が出てくる点に留意してください。オフにする
と、ユーザーがファイルの所有権を別のユーザーに
変更する可能性も生じます。その場合は、新たに所
有者になったユーザーかシステム管理者の介入なし
にはそのファイルの所有権を元に戻せません。

廃止または削除されたパラメータ (Oracle Solaris 11および 11.1)
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コミットレベル 廃止または互換性がなくなる可能性あり

廃止されたTCP/IPモジュールのパラメータ (Oracle
Solaris 11)

ip_multidata_outbound
このパラメータはOracle Solaris 11リリースで廃止されました。

tcp_mdt_max_pbufs
このパラメータはOracle Solaris 11リリースで廃止されました。

廃止または削除されたパラメータ (Oracle Solaris 11および 11.1)
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このマニュアルの改訂履歴

このセクションでは、このマニュアルの改訂履歴について説明しています。

■ 211ページの「最新バージョン: Oracle Solaris 11.1リリース」
■ 211ページの「Oracle Solarisリリースで追加または変更されたパラメータ」

最新バージョン: Oracle Solaris 11.1リリース
このマニュアルの最新バージョンは、Oracle Solaris 11.1リリースに該当します。

Oracle Solarisリリースで追加または変更されたパラ
メータ

次のセクションでは、追加、変更、または廃止されたカーネルチューニング可能パ
ラメータについて説明します。

■ Oracle Solaris 11.1: Oracle Solaris ZFSチューニング可能パラメータ情報
は、第 3章「Oracle Solaris ZFSチューニング可能パラメータ」にあります。

■ Oracle Solaris 11.1: maxusers、max_nprocs、ngroups_max、pidmax、および segkpsize

パラメータがOracle Solaris 11.1リリースで改訂されました。詳細
は、第 2章「Oracle Solarisカーネルチューニング可能パラメータ」を参照してく
ださい。

■ Oracle Solaris 11.1: dnlc_dircache_percentパラメータはOracle Solaris 11.1リリース
の新規パラメータです。詳細は、75ページの「dnlc_dircache_percent」を参照
してください。

■ Oracle Solaris 11: rstchownパラメータは廃止されています。詳細は、17ページ
の「Oracle Solarisシステムチューニングの新機能」を参照してください。

B付 録 B
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■ Oracle Solaris 11: TCP、IP、UDP、および SCTPプロパティーの設定用に ipadmコマ
ンドが、nddコマンドに置き換わりました。さらに、ネットワークパラメータの
名前が、ipadm形式と密接に関連するように変更されました。詳細は、149ページ
の「IPパラメータのチューニングの概要」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11:このリリースには disp_rechoose_intervalパラメータが含まれま
す。詳細は、84ページの「disp_rechoose_interval」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11:このリリースには ngroups_maxパラメータに関する記述が含まれ
ます。詳細は、42ページの「ngroups_max」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11:このリリースには、zfs_arc_minおよび zfs_arc_maxパラメータに
関する記述が含まれます。詳細は、94ページの「zfs_arc_min」および 95ページ
の「zfs_arc_max」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11 :このリリースには、いくつかの igbおよび ixgbeネットワークド
ライバパラメータが含まれています。詳細は、65ページの「igbパラメータ」お
よび 66ページの「ixgbeパラメータ」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11:このリリースには ddi_msix_alloc_limitパラメータが含まれま
す。このパラメータは、デバイスインスタンスが割り当てることのできるMSI-X
割り込みの数を増やすために使用できます。詳細は、64ページ
の「ddi_msix_alloc_limit」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11:このリリースには kmem_stackinfoパラメータが含まれます。この
パラメータを有効にして、カーネルスレッドスタックの使用状況を監視できま
す。詳細は、61ページの「kmem_stackinfo」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11:このリリースでは、メモリー近傍性グループのパラメータが提供
されます。これらのパラメータについての詳細は、90ページの「近傍性グループ
のパラメータ」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11:パラメータの情報が sun4vシステムを含むように更新されていま
す。詳細は、次のマニュアルページを参照してください。
■ 70ページの「maxphys」
■ 76ページの「tmpfs:tmpfs_maxkmem」
■ 87ページの「SPARCシステム固有のパラメータ」

Oracle Solarisリリースで追加または変更されたパラメータ
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_addip_enabled, 190
_addrs_per_if, 153
autofs, 196
autoup, 35

C
_conn_req_max_q, 167
_conn_req_max_q0, 168
_conn_req_min, 169
_cookie_life, 188
cron, 196
_cwnd_max, 162, 182

D
ddi_msix_alloc_limit パラメータ, 64
default_stksize, 29
default_tsb_size, 88
_deferred_ack_interval, 157, 184
_deferred_acks_max, 158
desfree, 46
dhcpagent, 196
disp_rechoose_interval, 84, 202
dnlc_dir_enable, 74
dnlc_dir_max_size, 75
dnlc_dir_min_size, 74
dnlc_dircache_percent, 75
doiflush, 37

dopageflush, 36

E
ecn, 166
enable_tsb_rss_sizing, 88

F
fastscan, 52
forwarding, 152
fs, 197
fsflush, 34
ftp, 197

H
handspreadpages, 54
_heartbeat_interval, 183
hires_tick, 86
hoplimit (ipv6), 153
hostmodel, 154

I
_icmp_err_burst, 151
_icmp_err_interval, 151
_icmp_return_data_bytes, 156
_ignore_path_mtu, 185
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inetinit, 197
init, 198
_initial_mtu, 184
_initial_out_streams, 189
_initial_ssthresh, 185
intr_force, 65
intr_throttling, 67
_ip_abort_interval, 174
ip_squeue_fanout, 155
ip_squeue_worker_wait, 172
ipcl_conn_hash_size, 171
ipsec, 198
_ipv4_ttl, 183
_ipv6_hoplimit, 183

K
kbd, 198
_keepalive_interval, 173
keyserv, 198
kmem_flags, 59
kmem_stackinfo, 61

L
largest_anon_port, 171, 179, 192
lgrp_mem_pset_aware, 91
_local_dack_interval, 158
_local_dacks_max, 159
_local_slow_start_initial, 163
logevent_max_q_sz, 31
login, 199
lotsfree, 45
lpg_alloc_prefer, 90
lwp_default_stksize, 30

M
max_buf (SCTP), 187
max_buf (TCP), 162
max_buf (UDP), 178
_max_in_streams, 189

_max_init_retr, 181
max_nprocs, 41, 202
maxpgio, 56
maxphys, 70
maxpid, 40
maxuprc, 42
maxusers, 38, 202
min_percent_cpu, 54
minfree, 47
moddebug, 62
mpathd, 199
mr_enable, 65

N
ncsize, 73
ndd, 150
_new_secret_interval, 184
nfs:nacache, 138
nfs:nfs3_async_clusters, 136
nfs:nfs3_bsize, 132
nfs:nfs3_cots_timeo, 113
nfs:nfs3_do_symlink_cache, 115
nfs:nfs3_dynamic, 117
nfs:nfs3_jukebox_delay, 139
nfs:nfs3_lookup_neg_cache, 119
nfs:nfs3_max_threads, 123
nfs:nfs3_max_transfer_size, 140
nfs:nfs3_max_transfer_size_clts, 142
nfs:nfs3_max_transfer_size_cots, 143
nfs:nfs3_nra, 125
nfs:nfs3_pathconf_disable_cache, 110
nfs:nfs3_shrinkreaddir, 129
nfs:nfs4_async_clusters, 137
nfs:nfs4_bsize, 133
nfs:nfs4_cots_timeo, 114
nfs:nfs4_do_symlink_cache, 116
nfs:nfs4_lookup_neg_cache, 120
nfs:nfs4_max_threads, 124
nfs:nfs4_max_transfer_size, 141
nfs:nfs4_nra, 126
nfs:nfs4_pathconf_disable_cache, 110
nfs:nfs_allow_preepoch_time, 111
nfs:nfs_async_clusters, 134
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nfs:nfs_async_timeout, 137
nfs:nfs_cots_timeo, 112
nfs:nfs_disable_rddir_cache, 131
nfs:nfs_do_symlink_cache, 115
nfs:nfs_dynamic, 117
nfs:nfs_lookup_neg_cache, 118
nfs:nfs_nra, 124
nfs:nfs_shrinkreaddir, 129
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nfs:nfs_write_error_to_cons_only, 131
nfs:nrnode, 127
nfs_max_threads, 122
nfslogd, 199
ngroups_max, 42
noexec_user_stack, 33
nss, 199
nstrpush, 81

O
Oracleデータベースチューニング, ZFSファイルシ
ステム, 104

P
pageout_reserve, 50
pages_before_pager, 55
pages_pp_maximum, 51
passwd, 199
_pathmtu_interval, 156
physmem, 28
pidmax, 40, 202
_policy_mask, 180
_pp_max_retr, 182
primarycache, ZFSファイルシステムプロパ
ティー, 104

_prsctp_enabled, 191
pt_cnt, 79
pt_max_pty, 80
pt_pctofmem, 79

R
recordsize, ZFSファイルシステムプロパ
ティー, 103

recv_buf (SCTP), 186
recv_buf (TCP), 161
recv_buf (UDP), 178
_recv_hiwat_minmss, 177
reserved_procs, 39
_respond_to_echo_broadcast, 151
_respond_to_echo_multicast, 151
_rev_src_routes, 165
_rexmit_interval_extra, 176
_rexmit_interval_initial, 174
_rexmit_interval_max, 175
_rexmit_interval_min, 175
rlim_fd_cur, 72
rlim_fd_max, 71
rpcmod:clnt_idle_timeout, 144
rpcmod:clnt_max_conns, 144
rpcmod:cotsmaxdupreqs, 147
rpcmod:maxdupreqs, 146
rpcmod:svc_default_stksize, 145
rpcmod:svc_idle_timeout, 145
_rst_sent_rate, 170
_rst_sent_rate_enabled, 169
rstchown, 209
_rto_max, 188
_rto_min, 187
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rx_limit_per_intr, 68
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rx_ring_size, 69

S
sack, 164
sctp_maxburst, 190
secondarycache, ZFSファイルシステムプロパ
ティー, 104

segkpsize, 202
segspt_minfree, 83
send_buf (SCTP), 186
send_buf (TCP), 161
send_buf (UDP), 177
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_send_redirects, 152
_shutack_wait_bound, 190
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_slow_start_initial, 163
slowscan, 53
smallest_anon_port, 170, 179, 191
strmsgsz, 81, 82
su, 200
swapfs_minfree, 58, 203
swapfs_reserve, 57
syslog, 200

T
tar, 200
throttlefree, 49
_time_wait_interval, 165
timer_max, 86
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tmpfs_minfree, 77
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U
utmpd, 200
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zfs_arc_max, 95, 201
zfs_arc_min, 94, 201
zfs_prefetch_disable, 96
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ZFSファイルシステムプロパティー
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